
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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第一話　悪魔になりました







　ぼんやりと微睡まどろむような光の中に〝光景〟が見えた。

　まるで……子どもの頃にプールに潜ったまま空を見上げたような……そんな曖昧で懐かしい光景が広がっていた。

　景色が流れるように切り替わり、〝画え〟が変わる。

　まるで、とても昔のフィルム映画のように、擦り切れた〝画〟が次々と切り替わっていく。

　紅葉のように小さな『私』の手を引く男の人。

　おぼつかない足取りで歩く『私』を抱き上げる女の人。

　小さな『私』の手を握って歩いてくれる、男の子と女の子。

　自動車の窓から見えるのは、漫画のような絵が描かれたバスと、その後ろで流れていく大きなビルと小さなお店。

　列車の窓から見えたのは、流れていくどこまでも続く線路と、果てしなく続く街並み。

　見えていた〝画〟はダイジェスト映画のように次々と切り替わり、少し大きくなった『私』は同じ制服を着た子どもたちと一緒に学校へ通う。

　学校ではお勉強をして友達と語らい、配信された映画を兄姉に挟まれたソファーで観て、お仕事から帰ってきた両親と一緒にご飯を食べる。

　様々な色が流れていく、涙が出るほど幸せな〝画〟は、唐突に〝白〟で塗りつぶされた。

　白い壁……。白い床と白いシーツ。

　真っ白なベッドに横たわる『私』の目に映るのは、真っ白な天井だけ。

　震えるように力なく持ち上げた『私』の手は、枯れ木のように細かった。

　見えていた〝画〟が切り替わる。

　何度も何度も切り替わり、それでも白い世界は変わらず、徐々に色あせていく世界の中で、誰かが泣いているような壊れた音だけが流れて……

『私』の世界は、ゆっくりと〝黒〟に塗りつぶされた。




　ぼんやりとしていた意識がゆっくりと覚醒する。

　夢を見ていたの？　どこか懐かしい……とても遠い『光の世界』の夢。

　ここは……どこ？　薄暗くて黒い霧が掛かったみたいに何も見えない。まるで昼間に目を閉じているような……ううん、私は目を閉じていたみたい。すぐに目を開こうと意識した瞬間、瞼まぶたを開いた感覚もないまま周囲の光景がいきなり視界に飛び込んできた。

　……え？　なにこれ？　目の前に広がっていた光景は、想像していたような白い部屋でも、公園や街の中でもなく、見渡す限り続く、荒れ果てた歪ゆがんだ大地と、高い空にどこまでも続く真っ黒な雲だった。

　簡単に言えば、色のない黒っぽい灰色の大地と、色のない暗い空だけしかなかった。

　それ以外は雑草すら生えていない、本当に何もない世界だった。

　…………。

　この気持ちをどう表現すればいいのか、ここで漫画のように木枯らしが吹いて、枯れ葉の一枚でも転がってくれたら、ちょうどいい雰囲気なのだけど、あいにくと樹木どころかペンペン草も生えていない。

　でも、待って。そんなことよりも凄く気になることがあるの。いや、今いる場所も大概なのだけど、その前に、その光景を私はどうやって〝見ている〟の……？

　瞼を開いた記憶はありません。どこかを見ようと意識を凝らせば、まるで記憶にある景色を思い出すように前後左右、上下どこでも同時に見ることができた。

　そして私の姿までも……

『────!?』

　思わず悲鳴をあげる。でも悲鳴は出なかった。その代わりビクンと〝それ〟が跳びはねて、その物体が自分であると自覚させられた。

　本当にちょっと待って。ちょっと落ち着こう。なんで？　なんで？　どうなってるの!?　自分の意思のままに蠢うごめく身体からだ……。そりゃ声が出ないわけですよ。だって……口が無いんだもん。

　それどころか、まともな身体ですらない、どんよりとしたカスタードクリームのような物体が、今の私の姿だった。

　なにこれぇ……。

　よしっ、ちょっと落ち着いた。たぶん落ち着いた。実際には数時間ほど呆ぼう然ぜんとしていたかもしれないけど、時間の流れも分からないから問題なし。そもそも身体がこんなだから、動どう悸きもないので比較的あっさりと落ち着いた。

　これが今の私だ。受け入れよう。受け入れたくないけど……。

　ちなみにカスタードクリームと言ったのはかなり前向きな表現で、攪かく拌はんできずに分離したマヨネーズに近い。ちっとも美お味いしそうじゃない。

　アハハ、笑っちゃう。笑えないけど。要するに、なんかガスっぽい？　スライムっぽい？　分離したマヨネーズみたいな物体が今の私ということになる。

　もしかして、これも夢なのかしら……？

　さっきまで見ていた夢の続き？　さっきまで見ていた『光の世界』が現実で、今の状態がタチの悪い悪夢とか？

　でも、現実は非情である。このマヨネーズ体に感じる外部情報と感覚が、こちらが〝現実〟だと無情に教えてくれた。しかも恐ろしいことに、私の〝認識〟はこの身体を〝自分〟だと認めて、違和感もなくあっさりと精神が落ち着いてしまっていた。

　……認めるのか、自分。（困惑）

　これは、あれかな？　精神が肉体に影響を及ぼすと同時に、肉体が精神に影響を及ぼす的なあれかな？

　要するに人間並みに感情の起伏が大きく出る身体ではないのでしょう。心臓がないからドキドキもしないし、たぶん息もしてないから息が荒くなったりもしない。この身体が痛みを感じるかどうか分からないけど、眠くもならないし、お腹すら減らないかもしれない。

　……生きる楽しみの大部分がなくなってる。涙も出ないけど。

　と、とりあえず、分離したマヨネーズみたいな身体になってしまったけど、自我だけは無くさずにいよう。私は〝私〟だ。他の誰でもない私なのだ。

　……で？　私は誰でしょう？

　いきなり躓つまずいた。名前は……思い出せない。そもそも今の私が自我を保っているのは『光の世界』の記憶があるからだ。でもそれが実際に体験した『記憶』なのか分からないし、ただ単に映像と画像が流れるだけの映画を見たような『記録』でしかないので、それを見ていた〝女の子〟が自分であるとは限らない。

　でも、こんな何もない世界のマヨネーズもどきが、あんな詳細な夢を妄想できるとは思えないから、私は本当にあの世界にいた可能性がある。

　あくまで可能性。でも希望は持ちたい。とりあえず今の私は『名無し』とする。あの世界の記憶で適当に自分で決めてもいいのかもしれないけど、何故か今の私の身体がそれを拒否しているように感じた。

　名前は自分で付けられない。名前は誰かに付けてもらうもの。私、覚えた。

　あの世界にいた『私』が私でも、名前は思い出せないし、自分の顔さえ忘れている。家族や友達もいたはずだけど、名前も顔も出てこない。

　うん、次に行こう。

　制服を着ていた〝画〟があったから、たぶん学生かな？　今の私の知識量からして十代の前半か精々十五歳くらいだと思う。夢の『私』が……だけど。

　性別は女の子だと思う。実は男の娘こだったとかそんな穿うがった設定はいらない。小さい時もスカートを穿はいていたし、性格的にも女の子ですんなり嵌はまるような気がした。

　うん。だんだんと自分のイメージが固まってきたんじゃないですか？　このまま自分が誰か……おや？　なんか身体の色が濃くなった？　分離していたマヨネーズが、普通のマヨネーズになっているような感じがする。

　まぁ、とりあえず前よりも悪くなった感じはしないから、このまま夢の記憶を思い出して、自分が〝誰か〟を設定していきましょう。




　そんなこんなで、私が私になってからしばらく時間が過ぎた……気がする。

　だって、ここってお日様は昇らないし、やっぱり眠くもならないし、時間の経過が分からないから、どれだけ経っているのかまったく分からない。

　色々と思い出して、たまに〝設定〟を追加していると、かなり自己を保てるようになったような気がする。（曖昧）

　けれど、最初は問題じゃないと思っていたことで、新たに問題が発生した。

　すんごく暇。

　だってほら、本当だったら自分がこんな状況でどんな状態か理解できなかったら、絶対に不安を覚えると思うんだけど、別に焦燥感もないし、苛ついたりしないし、孤独感から心を病む……なんて兆候もまったくない。

　やっぱりこの単純な身体になった影響でしょうか？　小難しいことを考える思考が必要ない生態なのかもしれない。

　それか……何年もベッドで寝たきりだった影響か……。できれば、元々あまり物事を深く考える性格ではなかった……とは思いたくない。

　そう……『夢の中の女の子』は寝たきりだった。それを考えると、もしかしたら『私』は死んで、地獄にでも落ちたのかなぁ……。その割には苦しくも痛くもないのだけど。

　最初に考えたみたいに、ここが夢だって噂うわさがある。そしてもちろん、そんな希望的な噂を立てているのは私だったりした。

『…………』

　遠くでまた〝あれ〟が跳ねた。

　ここには何もないといったけど、ここにいてある程度落ち着くと、小さな〝虫〟のような物体がいることに気づいた。虫のようで虫じゃない。比較対象がないから分からないけど、凄く小さくて虫みたいな動きをするから、私は『虫』と呼んでいる。

　たぶん最初からいたのかな？　最初は混乱していたから気づかなかっただけかもしれない。それで精神が落ち着くと、視界というか、視覚と聴覚と嗅覚がごちゃ混ぜになった私の感覚がそれを捉えた感じかな。

　もしかしたら、自我を持ってからここを動かない私を、危険ではないと判断して姿を見せてくれたのかも。

　それでも、何もないと思っていたから、正直、動く存在がいるだけで癒やしにはなった。

　うん、よく見ると可愛いんじゃない？　形状はいかにも虫って感じじゃなくて靄もやのような粒のような奇妙な存在だけど、私が何もしないので、そんな観察ができるくらいまで近づいてきてくれた。

　パシッ！

『…………』

　……吃驚びっくり。虫が近づいた瞬間、自分でも吃驚するような速さで飛び出した私が、身体の一部を伸ばして虫を叩たたき潰していた。

　え～～……。私、何してるの？　まぁ、近づいてきた虫を見て、なんか惹ひかれるようなウズウズとした感覚はあったけど、なんでいきなり叩き潰しているの？

　私はネコかっ！　目の前で猫じゃらしを揺らされたネコみたいな反応に自分でも驚いた。

　それよりも……なにこれ……？

　叩く前には確かに虫っぽい何かがいた。でも叩いた瞬間、それは本当に霞かすみのように消えて、花の蜜のように〝甘い香り〟を残した。

　本当になにこれ……？　何故、虫からそんな香りがするのか謎だけど、何故かその香りは、空腹とは無縁だったこの身体に、微かな〝満足感〟を与えてくれた。

　夢の中で幼い頃……小さな花から蜜を吸ったような、そんな懐かしさを思い出す。

『…………』

　ウズ……ウズ……と、この身体になって初めて何かを求める感覚があった。

　癒やしだと思っていた虫を叩いたことよりも、捕食したその香りに魅了され、それに刺激された私のマヨネーズ体がぷるぷると震え始めると、私はその感覚に突き動かされるように周囲を徘はい徊かいし始めた。

　……この身体で、どうやって移動しているの？　虫を叩いた感触からある程度の物理的強度はあると察していたけど、這はいずるのかと思っていたら、何故か進もうとする方向へフワフワと浮かんで移動する。

　私の性格が軽いから……いや、そんなことはないよ。たぶん違うよ。

　それはどうでもいいとして、虫を叩いたときみたいにある程度は速度も出るけど、地面すれすれを浮かんでいるだけで、空を飛んだりはできなかった。ちょっと残念。

　あ、二匹目の虫くんを発見。

　本当はね、ちょっと寂しかったからペットにできないか考えていたの。でもね……

　ペチンッ！

『…………』

　見つけた瞬間に飛び出した私は、また虫を叩いてしまった。……本当にネコみたいね。自分でも自制心がなくて情けないと思う。

　でも、やめられない。この甘い香りには逆らいがたい何かがあるのです。だって女の子だもん。そもそも、目の前でぴょんぴょん跳びはねて、私の純情なネコ的狩猟本能を刺激する虫さんがいけないのですよ。

　この状況に毒されている？　それとも、精神が汚染されている？　それはそれで嫌な感じもするけど、この世界でこの身体で生きていくには必要なことなのだと割り切った。

　それに……完全じゃない夢の記憶を基にした〝私〟も不完全なのだ。その欠けたパズルの隙間に今の私をはめ込めば、それが本当の〝私〟となる……はず。

　……おや？　最初の虫はお花のような香りでしたが、今度はなんというか……フルーティーな香りがした。

　ウズ……ウズ……。もう少し探してみようかな？　うん、そうしよう。けして食欲に負けたわけではないのです。これは知的好奇心なのですよ。

　そのときから、私の暇つぶしと日課は、この虫ちゃんを探すことになりました。

　おやつが欲しいとか、そんなんじゃないんだからねっ。




『……！』

　ペチン、ペチン。

『……！』

　ペチン、ペチン、ペチン。

　その日から虫さんを探して叩き潰す日々が始まった。う～ん、今日も良い香りでした。もちろん、あの『光の世界』で見た甘味に比べれば、どうってことのない簡素な味わいなのでしょうけど、ネコみたいな狩猟本能を満たされるので、それがほどよいアクセントになっている。

　別に虫や小動物を殺して愉しむ趣味はないのです。潰すと消えちゃうので嫌悪感があまりないのですよ。それとたぶん、自分で獲ったものは美味しく感じるというあれですね。

　だからというわけじゃないけど……大きくて元気な個体のほうが美味しい気がする。

　移動して元いた場所から離れると、ネズミのような大きな個体もいた。虫と比べて警戒心が強くて近づいてこないし、逃げ足も速い。

　これはもしかして、ペットにするチャンスじゃないですか？

　ペチンッ！

『…………』

　大変美味しゅうございました。チェリーかイチゴみたいな味でした。




　そんな感じで日々を慎ましく過ごしていると、私の身体に変化が訪れた。

　おやつを食べすぎて太った……とかではなく、濁った黄色の、分離したマヨネーズみたいな身体が徐々に固まってプリンみたいな感じになり、色合いも鮮やかになって、まるで地鶏の新鮮玉子と濃厚クリームを使った高級カスタードのようになったのです。

　……何故、食べ物で例えようとした？

　どうせならカッコイイ色になってくれたら良かったのに、ままならないものである。

　色が変わって形状が固まると、なんかスライムっぽい粘体になった。でも、ぷるぷるする可愛いあれじゃない。出来上がったカスタードクリームを床にぶちまけた感じだ。

　でも、これって成長なの？

　身体が重くなって、浮かばなくなったんですけど？

　もしかして、本当に太った？　ただ、太っただけ!?

　密度が増して高級カスタードと化した私は、もしかしたら色々な味がした虫たちのように、本当にカスタードの味がするのかも？

　私も他から見たら、随分と美味しそうに見えるんだろうなぁ……なんて思っていたら、やはりそんなふうに見えたのか、これまで見たこともなかった〝それ〟が私の前に現れた。

『キィーッ！』

『…………』

　……いきなりデカいのが出てきた!?

　猿だ。見た目は猿だった。途中はどこにすっ飛ばした!?　本当だったら、順番的に私みたいなスライムが出てくるのが筋でしょうがっ。

　でも……もしかして、この辺りに私みたいな存在がいなかったのは、さらに進化したこの猿に狩られた？　ううん、スライム同士が共食いをしてこの猿に進化したのかもしれない。

　なんとなくそんな気がしていた。私もあのちっちゃい虫から〝進化〟したんじゃないかって。それで今の姿になったから、ようやく自我が芽生えたんじゃないかって。

　だとするのなら、この猿は私よりも格上の存在ということになる。

　猿といっても、チンパンジーみたいな大きな猿じゃなくて、見た目は真っ黒な、キツネザルとかそっち系の小さなお猿さんだ。小さいといっても私よりも小さく見えるだけで、身体を構成する密度は私よりも高いと感じた。

『キィー』

　私が若干引いていることに気づいたのか、その猿は、額に特徴的な真っ赤な傷がある顔でニタリと人のように笑った。

『…………』

　うわ……キモいわ。そのキモさで逆に冷静になったわ。いきなりで驚いたけど、あのお猿さんが進化しているとしても、感じる力は私と同程度だと思う。

　いや、どうしよ？　私に戦える？　虫を叩くようにぶん殴ればいいの？　冷静になって（キモいけど）怯おびえるほどではないと思ったけど、それで戦えるかどうかは別問題。

　あ～～……でも、お猿さん……君、随分と〝美味しそう〟だね……。

『キィー……』

　私の雰囲気が変わったことを察したのか、お猿さんが笑うのをやめて警戒したように身構えた。

　私を構成する自我が、形はそのままに黒く変わっていくのが自分でも分かる。

　さあ、始めましょう？

　私が残さず食べてあげるから……。

　お猿さんが飛び出すように身構え、私も粘体の身体を食らいつくように広げた。

　でも──

『──!?』

『キィーッ!?』

　お猿さんと〝私〟が突然怯えるように同時に跳びはねた。

　なに……これっ!?　突然周囲にコールタールのようなどろりとした黒い気配が溢あふれ、その感じる強大さに思わずカスタードボディが崩壊するかと思った。

　あ、こら、待って。お猿さん一人で逃げないで！　この身体、重くなって素早く移動できないのよ!?　私も逃げようと思った。でも、逃げられなかった。

　私は、少し高くなった岩場の上に立つ、一頭の巨大な黒くろ豹ひょうを見た。

　凶暴さを剝き出しにしながらも凜りんと立つ、混じりけのない〝涅く色ろ〟い毛皮。

　私は恐ろしさよりもその美しさに、逃げることもできずに見み蕩とれてしまっていた。

　猿の大きさからして私の大きさが大きめのネコ程度だとしても、その黒豹の大きさは象よりも大きく見えた。

　なんて鮮やかな黒なのでしょう……。鮮やかという言葉と〝黒〟が合わないようにも思えたけど、私にはそれ以外表現ができなかった。

　体長よりも長くしなやかな、二股に分かれた鞭むちのような尾をしならせ、銀色の爪で岩場を砕きながら前に出た黒豹は、この世界で初めて見る〝知性〟を感じさせる白銀色の瞳に私を映した。

『…………』

　怖かった。この世界で自我を持って、初めて感じる純粋な恐怖。

　でも、そんなことは気にならないほど、私は黒豹に見み蕩とれてしまっていた。この素晴らしい存在から目を離すことができなかった。

　ああ……すごく……モフりたい。

　撫なでたい撫でたい、きっと撫でたらさらさらしてるに決まってる。あの胸元なんてフッカフカのモッフモフに決まっている。

　あ～～～～～～～、なんて素敵なのでしょう！

『…………おい』

　そんな私を見下ろしていた黒豹から暴力的な気配が薄れ、やたらと人間くさい仕草で不思議そうに首を傾げた。

『お前は何故、俺を恐れない？』

　──ん!?　それは確かに〝声〟だった。

　聞こえてきたのは、黒豹の微かな唸うなり声──。でも、それは私の中で確かな意味のある〝言葉〟として響いた。

『──!?　──!?　──!?』

　この世界で聞いた初めての知性ある言葉に、私はとんでもなく驚いた。

　意外と良い声です……。黒豹の声は深みのあるおじ様……になりかけの、三十代前半くらいの男性の声だった。

　ぶっちゃけるとかなり好みの声だったので、その想いを表現するように精一杯跳びはねてみせると、言葉にはならなかったが情熱だけは伝わった気がした。

　そんな私を見て黒豹の顔に驚きにも似た表情が浮かぶ。豹なのにっ。

『……俺の言葉が理解できるのか？』

　彼の問いかけに頷うなずこうにも頷けなかったので、全身で表現しているといきなり私を巨大な前脚で押さえ込んだ。

『ほぉ……やはり消えないか。だとするなら、相当確固たる自我があるのだな』

『──!?』

　え!?　もしかして、その自我とか無かったら、踏まれただけで捕食されちゃってたの!?　確かに自我は持っているほうだと思うけど……やばかった。

　そんな思いでぷるぷる震えていると、彼から微かに笑うような気配が感じられた。

『そう怯えるな。いや、怒っているのか？』

　別に怒ってはいないけど……ちょっと腑ふに落ちない？　そんな微妙なニュアンスが伝わったのか、彼は乗せていた前脚をどけて、顔を近づけるように私を覗のぞき込む。

『安心しろ。もうお前をどうこうしようとは思わん。だが、分からないことがある。お前はどうしてまだ、そんな姿でいる？』

『……？』

　どうしてって……私だって好き好んで、こんな美味しそうな感じになっているわけじゃないのだけど。

　とりあえず魅惑のカスタードクリームボディで、出来る限りのボディランゲージを試みていると、なんと、それを理解してくれた彼が呆あきれながらも教えてくれた。

『お前くらい進化した個体は、固形化して重くなった身体をなんとかするため、自然と動きやすい身体に進化する。お前と争っていたあの個体のようにな。普通はそこで初めて自我を得るのだが、お前は特殊な部類だ。気まぐれに勝ったほうを食らってやろうかと思ったが、意外と面白いものがいたものだ』

　あ、危なかった。あのままお猿さんに勝っても彼に食われていた。

『本来なら、本能で進化するはずだが……お前の場合は、その自我の強さ故に、そのままでなんとかしようと考えたのだろう？　だが、身体を作り替えなければ、強い個体に会った場合逃げることもできなくなる。精神の強さ故の弊害だが……悪い話ばかりではないぞ』

『……？』

『自我があるということは、自分に適した強い身体を手に入れやすくなる。本能のまま進化すれば、大抵の場合は猿型になりやすい。弱くはないが能力が平均的で、さらに強い個体になるには運が必要になる。だが、お前は最初に会ったのが俺で運は良かったな』

　本当にそうだね……。

　教えてもらったのもそうだけど、最初に出会った強者が彼以外なら、たぶん死んでいた。

『まずは進化してみろ。俺が見ていてやる』

　……案外親切。彼とか私とか、色々となんなのか気になるけど、それを考えると、とんでもない事実が分かりそうなので、まずは進化に集中しよう。

　自分がどうなりたいか。自分の方向性を決める一回きりの進化なので、慎重に考えないといけない。でも、私が進む道は最初から決まっている。

　それを行うべく、身体をグニャグニャと変形させていると、いきなり彼に強めの力で踏んづけられた。

『お前……舐なめてるのか？』

『──!?』

『いきなり、人型とか、ふざけるのも大概にしろ』

　凄まれて泣きそう。泣けないけど。

　私が進化するにあたってまず考えたのが『人間』だった。やっぱりあの『光の世界』は私にとって特別だったから、それに憧れて人になろうと考えても仕方ないと思う。

　一旦方向性を決めるとそれ以外の姿になるのは難しい。だからこそ人になろうとしたのだけど、彼曰いわく、それは自殺行為と同義でした。

『初めから人型を選ぶのは、愚か者のすることだ』

　人型は弱い。普通に考えれば当たり前だけど、同じ大きさの肉食獣と人間が争えば、大抵の場合は獣が勝つ。人間が強いのは群れをなして武器を作るからだ。

　だけど、こんな世界ではそんな仮定に意味はない。だから強くなるのなら、彼のような獣型か昆虫型が最適なんだって。それでも手足が欲しいなら一般的な猿型で妥協しろと言われました。

　平均的だという猿型でも成長すればかなりの力を得る。実際にゴリラとか肉食獣でもひねり潰すことができたはず。まぁ、そこまで成長できるかが運なのだけど。

　個体によっては角や鱗うろこを持つ者もいる。攻撃力や防御力が高まるのでそれを得るのも手段の一つだと、彼は言っていた。けれど……彼は角も鱗も持っていない。私は彼みたいに無いほうが綺き麗れいでカッコイイと思うんだけど、そんな思いが伝わったのか彼は私を見てニヤリと笑う。

『弱い奴ほど飾り立てる。俺には爪と牙があればいい』

　おお～～カッコイイ。

　それと、凄く力が強くなったら後から人型になる事もあるみたい。ただ、そうするのはもの凄く強い個体で、その地域のボスを名乗るようなものらしい。

　それなら黒豹の彼も人型になりそうなものだけど、さっきの発言からすると、彼は自分の姿に誇りを持っているのでしょう。

　それで、私がどのような進化にするのか話を戻すと、猫耳の獣人みたいな感じならギリいけそうな気もするけど、やっぱり戦力は低下するし、そもそも私の大きさからして幼児くらいにしかならないような気がする。

　やっぱり……彼と同じ獣型かなぁ？　散々ネコネコ言ってきたのでネコ型がいいのかも。彼ともお揃そろいっぽくて良い感じです。

『そろそろ決まったか？』

　私が再び動き出したことで彼が私に意識を向けた。彼は律儀に私の考えが纏まとまるのを待っていてくれた。

　相変わらず圧が強いけど……もう私は、彼を怖いとは思えなくなっていた。

『ならば始めろ。大事なのは自分がどうなりたいか、どのような強さを目指しているのか、自己の投影だ』

『──!!』

　了解です先輩！　そう答えるようにぴょんと跳びはねた私は、自分のイメージを固め始めた。

　イメージするのは、彼のようにすらりとカッコイイ、綺麗なネコ。ふわふわの毛並みも素敵だけど短い毛も好き。抜け毛も気にならない。

　いけない、ちゃんとイメージしないと。綺麗でありながら可愛らしさも重要だ。ワンちゃんも好きなのだけど、体力が無かった夢の中の『私』は一日中遊んでオーラを出している犬といると、とても疲れてしまうのです。

　いけない、また逸れた。イメージ……素早く闇を駆け抜け、牙と爪でシャキッとニンジャのようにやっつけるとカッコイイよね。

　俊敏で飛ぶように大地を駆けて……ん～～？　飛ぶかぁ……鳥もいいよね。鷹たかとかカッコイイと思う。速いのはハヤブサだっけ？　でも速さだけじゃダメだよね？　なんかあったような気がする。洞窟の中とかでもぶつからずに素早く飛んで……。

　いやいやいやいや、そうじゃない。ネコですよ猫っ！　私は猫……ネコねこ猫ネコ、私はネコ。素敵で可愛い子猫ちゃん…………




『……どういうつもりだ？』

『……なんと申しましょうか』

　やったよ！　進化してお喋しゃべりできるようになったよ。でも、そんな喜びとは違って私を見る彼の顔は限りなく渋い。……豹の顔なのに。

　進化が終わると、私は一匹のネコになっていた。

　イメージ通りと言えばいいのか、綺麗で可愛らしいネコちゃんだ。自分でも褒めてあげたい。

　だけど、ネコはネコでも、私はちんまりとした毛玉のような〝子猫〟になっていた。

　背中から生えた、ちっこいコウモリっぽい翼が、とってもキュート。

　カスタードクリームっぽい色合いは、何故か見事な黄金色に変わり、つぶらな瞳はルビーのようで、爪も牙も真っ赤で、透明感のある宝石のように輝いていた。

　正に生きている宝石。世界の至宝。あの夢の世界の『私』だったら、一日中構って抱きしめているほど、はっきり言ってメチャクチャ可愛い子猫でした。

『それで？　お前はどうやって戦うつもりだ……？』

『……え、えーと……』

　やばい、彼が怒ってる。どうしてこうなった？　いや、原因は分かっているんだけど。

　原因は私がバカだったから。そんなおバカの私でも分かる。この身体は、この弱肉強食の世界で戦う姿ではない。

『……え、えへ』

『…………』

　思わず誤魔化し笑いをする私に、彼の視線は吃驚するほど冷たい。

　愛想を尽かされた？　せっかくお話しできる相手に出会ったのに……。

　声も好きだし、できることならモフモフさせてほしかった。自前の毛皮はあるけど、やっぱり別物だ。

『…………』

　ちょこちょこと短い脚で彼に近づこうとして、途中でコケた。コウモリの翼があると思い出して羽ばたいてみると、ふわりと浮かんで、ぺちゃんと落ちる。

『『…………』』

　思わず無言になる、一匹と一頭の獣。

　この気まずい空気をどうすればいいのか、私がわたわたしていると、彼は大きく溜ため息いきを吐ついてから、私の側に近づいてくるとおもむろに牙を剝き出した。

『ひぃう!?』

　く、食われる～!?

『騒ぐな』

　カプ。彼は私を口に咥くわえると、まるで親猫のように歩き出した。

　サイズ的に大型肉食獣に捕食されたハムスターのような構図だけど、どういうこと？

『……えっと？』

『食う気はない。俺も久々に知性のある相手と会話をしたかっただけだ。面倒だが、俺が会話に飽きるまで飼ってやろう。喜べ』

『……はい』

　寂しくてペットが欲しかった私は、こうして彼のペットとなって、二人だけの共同生活が始まったのです。

　とはいえ私のメンタルは女の子。彼は黒豹でも、声は素敵な男性なのです。

　私は彼のペット……なんかその響きにちょっとドキドキ。

『お前、何か碌ろくでもないことを考えているな？』

『ま、まさか。あ～～……そうそう、ちょっと聞きたいことがあったんだけど？』

『……なんだ？』

　疑うような口調だったけど、彼は意外と素直に応じてくれた。

　以前いた場所から移動したこの辺りは、黒豹である彼の支配領域みたいだけど、『住処』ではなかった。睡眠も食事も必要としない私たちにとって、安全を確保する場所はいらないのだ。

　それでも、このか弱い子猫の身体では安全が欲しいけど、私を襲うような強い個体は彼を恐れて近づいてはこなかった。

『この場所って……なに？』

『それは、俺の領域という意味ではなく、この世界のことか？』

『そうそう、それっ』

　おバカな私の曖昧な質問にも、彼は少し目を細めて考えただけで正確な意味を察してくれた。

『奇妙な質問だな。お前は、誰かに〝召喚〟されて、言語や知識を得たのではないのか？』

『召喚……？　ううん、私は生まれたばかりだと思うけど』

『なんだと……』

　彼の驚くような唸り声にびびりながらも、私は自分のことを説明する。

　彼が人型……人間のことを知っていたように、たぶんあの夢に見た『光の世界』も知っているのだと考えた。そうなると、そことはまったく違うこの世界のことも、なんとなくは察することはできるけど、できれば違っていてほしいなぁ……。

『夢の記憶か……。この世界では、流れてきた魂が砕けて、その知識が零れることがある。お前がその知識溜だまりから生まれたのか、それとも〝思い出した〟のか、それは知らん』

『…………』

　やっぱり私が『私』じゃない可能性がある……。

　それにしても、真剣な口調で頷き合う巨大な黒豹と金色の子猫の図は、とてもシュール。

　いまいち私自身に危機感が足りない気もするけど、どうせ私は〝私〟でしかあり得ないのだから、どうしようもないことで悩むだけ損である。

　それにしても彼は意外と簡単に受け入れてくれたなぁ……。知性が高いのもあるけど、強者として細かいことに拘こだわらないのだと感じた。

『この世界のことだが、色々と呼び名はある。真の意味としては最古種でなければ理解できないものであるが……』

　いや、そんな専門的なことを聞きたいわけじゃないのだけど。

『だが人間は、そんなこの世界を一言で表した。ここは『精神界』であると』

『精神界……？』

『……分かるように話してやる』

　……ありがとうございます。

　要するに、人間とか動物とか、命がある生き物が住むのが〝物質界〟であり、それ以外──意思を持つ魂だけが存在する場所が〝精神界〟である。

『上を見てみろ』

『上？』

　彼が見上げた先を追うように顔を上げると、遥はるか高い空に、いつものどこまでも続く霞のような暗雲が広がっていた。

『あれは空ではない。境界を遮る〝壁〟だ。精神界は一つではなく幾つかの層に分かれている。あの向こうは、その一つである『妖精界』だ』

　そう聞いて、驚きはしたけど、混乱はしなかった。

　徐々に納得していると言ったほうがいい。夢の中で寝たきりだった『私』に、兄姉らしき人たちが、そんなファンタジーや神話系の本を持ってきてくれたこともあった。

『……天国もあるの？』

『テンゴク？　そんなものは知らんが、精神界の一番上には〝精霊界〟がある。魂を回収して世界にばらまく役目を負った連中が住む場所だ』

　そうなると、その精霊というのが、私が思う神様や天使みたいな存在なのか。だとしたら──

『……ねぇ』

『どうした？』

『それじゃ、ここは？　精神界のなに？　ううん、私は……私たちは人間から、なんと呼ばれているの？』

『そうだな……。俺たち全体という意味なら、人間たちからは『悪魔』と呼ばれている』

『やっぱりかぁ……』

　なんとなく分かってはいたけどね！

　できれば、闇の精霊とかそっち系だったらいいなぁ……と思っていたけど、現実は非情である。私、そんな悪いことしたっけ？

『呼び方で言うのなら、ここは『魔ま界かい』だ。最下層には『奈落アビス』があるが、あらゆる世界で堕ちた魂だけが弾かれて奈落に落とされ、砕かれてもなお、浄化されなかった魂が魔界に湧き出て、悪魔となる』

『…………』

　……精神的にトドメを刺さなくてもいいのよ？

　そんな感じで自分が悪魔であることを自覚させられたけど、それでも自分のことを知れたのは良いことだと思う。……ことにした。

『まずは、お前のその非効率な格好をどうにかするべきだな』

『非効率って……可愛いでしょ？』

『……それでどうやって生き抜くつもりだ』

　ふざけたことを言ったら、かぶりと嚙かまれた。甘嚙み程度でも死にそうになるからやめてよね。

『落ちるなよ』

『うん』

　彼は、自力で狩りもできない姿になった私のために、餌付けをしてくれるそうだ。

　今回は彼に咥えられての移動ではなく、彼の頭の上に、金髪のカツラのように鎮座している。落ちそうになっても爪を立てたらいけません。また、がぶりとされるから。

　でも、彼は悪魔なのに優しいねっ。……そんなふうに思っていたけど、以前の私と同じようなスライム体を見つけては殺し、あのお猿さんのようなミニ猿を次々と爪で引き裂くのを見て、やはり悪魔なのだと認識を改めた。

　スライム体は微妙だったけど、ミニ猿には確かに自我が感じられた。だって、彼に引き裂かれるとき、恐怖に満ちた顔のミニ猿とばっちり目が合ってしまったのだから……。

　ちなみにミニ猿は、リンゴとかグレープみたいな味がした。

　本当に美味しゅうございました。

　でも……

『これで私は強くなるの？』

『ある程度続ければ、自分で狩れるくらいには成長するはずだ。まあ、お前は勝手に強くなったとは思うがな』

『え？　どういうこと？』

『悪魔の強さは、我がの強さだ。最初からある程度の自己を持って、残忍なまでに食い散らかしていたお前は、今の時点で小さな猿など問題にはならないはずだ』

『残忍って……』

　他に言い方はなかったの？　ただちょっとだけ食欲が暴走しただけなのに……。

　あんな小さな猿に勝っても強いとは思えないなぁ。あの傷のあった猿は少し大きかったけど。それにしても猿とか彼とかお前とか、分かりづらい。

『ねぇねぇ、黒豹さん、あなたの名前って……』

『〝黒豹〟だと？』

　私が声を掛けると同時に、食い気味に遮られた。

『俺をそんなふうに呼ぶな。悪魔に生まれついての名前はない。仮に悪魔同士で名付けをし合えば存在の否定となり、弱体化することになる』

『え～～～……』

　要するに精神界の住人に名前はない。彼が言ったように、悪魔が悪魔に名を付けることは存在の否定という攻撃行為であるらしい。だから自分で名付けもできなかったのか。

　けれども、魔界には名を持つ悪魔も存在する。そういった存在は、召喚などで物質界に呼ばれたときに他種族から名付けられるみたい。

　物質界の住人なら悪魔に名付けができる。

　名付けられた悪魔は自己を強化してさらに強くなる。

　でも、デメリットも存在する。脆ぜい弱じゃくな人間が名付けをできるのは、その悪魔が召喚した者より弱い場合だけだった。名付けられたことで魂の繫つながりができて、下手をすると、どちらかが死ぬまで使役されてしまうことがある。

　強大な悪魔に人間が無理に名を付けようとすれば、人間の魂が砕けてしまうこともあるそうだ。怖いね。

　彼ほど強大になると、もう物質界の生物に名付けは難しい。最上位の竜とかなら……いるのか、ドラゴン。……そんな存在なら名付けはできるかもしれないけど、ほぼ悪魔と敵対しているので無理だと言っていた。

『なら、あなたをなんて呼べばいいの？』

『名はないが称号や種族名ならある。肌の色や住む場所で呼び方が違うようにな。俺は他の存在から〝暗くらい獣けもの〟と呼ばれている』

『……暗い獣……』

『同種は俺しかいないから、俺を呼ぶときはそう呼べばいい』

　暗い獣……それも面倒だから〝彼〟でいいか。彼の話を聞くと、種族というより学術名称みたいな感じっぽい。まぁ、彼一人しかいないのならそれでもいいのか。

　ちなみに彼が殺しまくったミニ猿の悪魔は、ただの『猿』と呼ばれている。大雑把。

『それなら、暗い獣さん。私はどうなるの？』

　悪魔は自分で名付けもできないから厄介だ。

『種族名に〝さん〟はいらんぞ。適当に呼べばいい』

『うん。それで私は？』

『お前の種族名か？　……そうだな。お前みたいな姿は珍しいからな……』

　私や彼みたいな獣型は珍しいみたい。彼も私が進化するまでは、知性があっても、どうせあの猿みたいな感じになると思っていたらしい。酷い。

　彼の〝暗い獣〟という種族名も、永い時の中で知性のある存在たちから、いつの間にかそう呼ばれていたとか。

『よし決めた。お前は俺と種族的に近い姿をしているから〝金きん色いろの獣けもの〟としよう』

『あ、ありがと……』

　金色のネコで、金色の獣かぁ……随分と適当だな、おい。

　でも言えない。そんなドヤ顔で言われたら何も言えない、と私はこっそりと溜息を吐いた。
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　それからしばらくして、私も随分と悪魔として生きることに慣れてきた。

　あの彼には怯えていたミニ猿も、さすがに私のような子ネコ相手には牙を剝くけど、慣れてしまうと意外と簡単に倒せるようになった。

　彼が言っていたように、私はこの姿の時点である程度の力を持っていたみたい。

　倒す瞬間の怯えた瞳も気にならなくなってきた。たぶん、悪魔の本能としてそんな細かいことを気にする繊細な心は持っていないのでしょう。

『お前が元から持っていた性質だな』

『……は？』

　何を言ってくれるのでしょうね、このデカ猫が。

『悪い意味ではない。お前が不完全でも記憶を持っているのは、お前に〝霊体〟が残っているからではないかと、俺は考えた』

　また、訳の分からんことを……。

　要約すると、魂とは〝生命〟となるための器であり、記憶はまた別となる。

　魂を持つ生命体は、意識を持つことで魂を中心に自我を形成する。それが人間なら経験を積むことで成長し、その人と同じ姿をした『霊体』になるそうだ。

　霊体は、記憶と感情を経験として蓄積する。もし『転生』というものがあるのなら、その経験値を消費することで、次の人生に高い能力を得ることも可能であり、次の人生に記憶を丸ごと残せたとしたら、能力値のボーナスは皆無ということになる。

　それだと、私が無能みたいじゃないか……。

『記憶を残したまま、高い能力値を持った人間はいないのね』

『いるぞ』

　いるのかよ。

『ただその場合は、高位の悪魔か、超常の存在に魂を縛られている。記憶を残した人間は、次の人生もあると思い込んで無茶をするが、大抵の場合は、死んだらそれまでの経験をすべて奪われて、羽虫からやり直すことになる』

『マジか』

　話を戻すと、霊体が残っていると身体が霊体の影響を受ける。逆に霊体も身体の影響を受けるようになる。

　一般的に転生で記憶を残していても、記憶ではなく記録として感情は消えるそうだけど、そのときに、頑なに前世の感情に固執すると、霊体が馴な染じまず、新たな経験値が溜まりづらくなるみたい。

『私の場合は？』

『お前の場合、すでに記憶が記録となっているだろ？　お前の霊体が砕かれた記録の集合体か、前世があったのか分からないが、悪魔であることを受け入れたことで、今の霊体がどんな姿をしているのか想像もつかない』

『そうなんだ……』

　夢の記憶の基もとになる霊体が残っているから、元の性格も残っているのではないかと彼は考えたみたい。

『ただ、記録に影響を受けたとしても、お前はお前だ。金色の獣だ。今の自分を誇るといい』

『うん……』

　ありがとう……。私は私なんだ。

『ちなみに魂の経験値が俺たち悪魔の餌となる。たっぷりと経験を積んだ人間の魂は美味いぞ』

『お、おう……』

　なんか、台無しだよ。




　そんな感じで、彼とは沢山お喋りをした。

　ミニ猿みたいに、明らかに感情がある相手もいるけど、どうして彼らとは話をしないのかと聞いてみると。

『お前、バカと話して愉しいか？』

『なるほど』

　ミニ猿以外にもこの魔界には知性のある存在はいる。ただ、それらのほとんどが、彼に言わせると『会話にならないバカ』か『尊大なアホ』らしい。

　だから、私みたいな脅えもせずに普通に会話をできる相手は、本当に久しぶりだと言っていた。

『私との会話は愉しいの？』

『お前の夢の話は、面白いぞ』

　私も彼との会話は楽しい。凶暴そうな外見のくせに……実際、凶暴で恐れられまくっているけど、こうして話すと、永い年月を生きただけの知識と知性が感じられた。

　でも、たまに会話がないときがある。

　お互いに猫科のせいか、地面に寝っ転がってゴロゴロしているのも楽しいし、遊びとじゃれ合いの嗜し好こうが似通っているのでしょう。

『ふにゃ』

　微睡んでいた私のモフモフのお腹に、彼が鼻先を突っ込んでモフモフし始めた。

　くすぐったい。彼もたまにこういうネコっぽいところがある。

　さすがに舐められたら引ひっ搔かいてやろうかと思っていたけど、鼻先で毛玉のように転がされたり、臭いを嗅がれたりする程度で爪を立てるほど子どもじゃない。

　だって私も彼の毛皮でモフモフさせてもらっているからね！

　彼の毛皮はさらさらしているけど、胸の部分は力を抜くとモフッとした感じになる。私はそこに埋まるように突っ込んで、全身でモフらせてもらっているのです。

　それがまた、良い香りがするんですよ……。

　ほんのちょびっとだけど、ほんのりと甘くて、まるでお酒を舐めたみたいに軽い酩めい酊てい感かんを与えてくれるのです。吞のんだことないけど。……もしかして私のお腹もそんな香りがするのかな？

　あ、こら、舐めちゃダメだって言ったでしょっ！
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　私たちは二人で永い時を過ごした。

　時間の流れが適当な精神界なので正確な時間は分からないけど、私の変化がそれを実感させてくれた。

　私の姿は、ただ可愛いだけの子ネコから細身ながらも大人になり、大きさも毛玉から山猫くらいの大きさにはなった。大きさは彼には全然届かないけど、それでも、彼と同じくらいの速さで走れるようになったのです。

　たまに翼を使っちゃうけどね！　でも、本気で翼を使ったら、彼よりも速いかも？

　強さもそれなりに上がっている。……暴飲暴食のせいかしら？　だって、彼がいっぱい獲物を獲ってくれるし、あのときからほとんど一緒にいるから、私も食べちゃうわけでして。

　私もおやつが欲しいときには自分で狩っているし、自分が強くなっていることを嫌でも実感する。

　ほら、今も結構大きめのお猿がいるけど、私が姿を見せた瞬間にじりじりと後退し始めた。

　でも、このくらい大きい猿は珍しいね。たまにムカデとか私たちみたいな獣型もいるけど、ここまで大きな個体はあまり見ない。

　ここまで大きくなると、見た目はすっかりチンパンジーだ。でも……あれ？

　あの額の赤い傷って……

『君って、あのときの〝お猿さん〟かな？』

『キィー……キサマ……』

　喋ったっ！　まぁ、ここまで進化していたら喋るか。実際にミニ猿でも古い個体は普通に話すみたいだけどね。……私たちは断末魔しか聞かないだけで。

　この猿はおそらく、私が初めて会った進化個体。あのとき私と戦いになりそうだったあのお猿さんだと思う。

　懐かしいねぇ。元気だった？　随分と大きくなったね！

『キィーッ!!』

『あ……』

　……近づこうとしたら逃げちゃった。相変わらず見事な逃げっぷり。追いつこうと思えば飛んで追いつけると思うけど、思わず啞あ然ぜんとして見送ってしまった。

　どうしたのかしらね……。別に、濃縮イチゴジャムみたいで美味しそう、とか、口に出したりなんてしてないのにっ。

　猿系悪魔って何故か、果物系の香りがするの。不思議！

　ああいう顔をされると、自分が強くなったんだと実感しちゃう。でも、いまだに彼とじゃれ合うと、最後には押し倒されてお腹をモフモフされるのよね。

　私って、本当に強いのかな……？　今度は負けないぞ。

　そんなことをしていたある日のこと……。

『……ねぇ、あれってなに？』

　結局、じゃれ合いに負けてモフられて、あんまりしつこいから鼻を嚙んだらお詫わびにモフらせてもらっている途中、彼の胸元に顔を埋めていた私は、ふと視界の隅にそれがあることに気づいた。

『なにって……『召喚門』だ。以前教えただろ』

　すると、彼は突然不機嫌な声で、チラリと視線だけを向けてぶっきらぼうに答える。前に答えたものをもう一度聞かれたのは面倒なのだと思うけど……

『違うって。あの召喚門に小さいのが引っ張られているけど、あれなに？』

　本当にもう、さっきまで機嫌が良かったのに、なんだろね？

　召喚門は前に教えてもらった。要するに、物質界の魔法使い？　見たことないけど、そんな人間が、向こう側から作った『扉』で、それに悪魔が入ると向こう側に召喚されるらしい。

　ちなみに本当かどうか分からない。私は夢の記憶と、彼から聞いた話だけで、実際に人間がいることも、その世界があることも見たことはないから。

　だって、私は入れないんだもん。初めて聞いたときは、あの『光の世界』に行けるのかと喜んだけど、私ではその扉を潜ることができなかった。

　その理由は、扉の大きさが向こう側の召喚術を使う魔法使いの力に影響されるからだ。

　小さな扉は小さな悪魔しか通れない。私の身体は小さいけど、私の力はすでに彼と取っ組み合いができるほど強くなっていて、私では脚の先しか入らなかった。

　……片脚突っ込んでかき回したら、向こうから断末魔みたいな悲鳴が聞こえて、かなり驚いた経験がある。

　彼もずっとずっと昔、小さな悪魔だった頃に、何度か向こうに行ったことがあるみたいだけど、今は爪の先でも無理だと言っていた。

　魔法かぁ……見てみたかったなぁ。

『わきゃ!?』

　そんなことを思い出していると、寝転がっていた彼が私を跳ね飛ばすように起き上がって、また不機嫌そうに口を開いた。

『……意志の弱い個体は、ああやって強制的に呼び出されている。そうなると、まともな契約をすることもできずに強制的に使役されることになる』

　あ～……なるほど。確かに引き込まれているのは、スライムとかネズミくらいの自我が虫並みの連中ばかりだ。

　魔界にいる悪魔は物質界からの召喚に応じると、向こうで召喚者と『契約』をすることになる。それによって魂とか生いけ贄にえを願いの対価に捧ささげられるが、物質界の住人はかなり〝ケチ〟らしい。

　良い対価を貰もらえれば、向こう側に制限なしの『顕現』が出来るから、強い力で願いを叶かなえてあげられるのだけど、人間は悪魔に力を与えすぎることを恐れているみたい。

　契約があるから無茶はできないのだけどね。そこら辺の契約の穴を突いてどれだけ自由にできるかが、悪魔の腕の見せどころなのだけど。

『世の中、悪い人が多いからねぇ。私も契約には気をつけよう』

　自慢じゃないけど、自制心の無さには自信がある。

『お前は……そうだな。気をつけろ』

『……そこはお世辞でも、大丈夫だとか言うところじゃない？』

　結構付き合いは長いのだから。

『お前はどこか、ゆるいからなぁ……』

『むぅ』

　私がちょっとむくれて、彼の顔を肉球でぺんぺん叩くと、彼は楽しそうに笑った。

　でも──

『えっ!?』

　不満そうに叩いていた私を笑っていた彼が、突然真顔になると急に私を撥はねのけて、私の背中に牙を突き立てた。

『ちょっと、痛いって』

　悪魔だから肉体の痛みはないけど、徐々に削られていく感覚と、少しずつめり込んでくる牙から強い思いが伝わり、それを〝痛い〟と感じた。

　彼にこれほど強く嚙まれたのは初めてなので、初めて会ったときを思い出してゾッとする。

　でも……この痛みは、彼の精神が荒んでいることを私に伝えてくれた。

『ねぇ……』

『金色の獣……お前は、どこにも行く必要はない。……ここに居ろ』

『…………』

　初めて聞くような怖い声……。私は彼が牙を放してくれたことで立ち上がり、荒んだ彼の鼻先にそっと自分の鼻をすり寄せた。

『もう……困った人ね』

『……ひとじゃない』

　彼のすねたような呟つぶやきに私は少しだけ笑う。

『大丈夫よ……どこにも行けないもの』

『…………』
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　黒豹の悪魔、魔界の野獣、暗い獣──

　やっぱり彼は恐ろしい悪魔で、自分が欲しいものは必ず手に入れる。

　その日から、彼の私への束縛が強くなった。

　別に彼から離れたいと思ったわけじゃないんだけどなぁ……。それでも、どこにも行けないと言った言葉は噓うそじゃない。彼もそれを察して、私がふらりとどこかに消えないか気にしている。

　そんな感じだと思うけど、ちょっと束縛が強くない？

　彼ってこんなに独占欲が強かったっけ？

　私たちはずっと一緒にいたけど、四六時中一緒にいたわけじゃないんだよ。小腹が空いたときとか、ふらりと一人で狩りに出ることもあるし、彼は彼で強めの悪魔がテリトリーに侵入すると、喜び勇んで戦いに行っていたからね。

　でも、今はずっと私の側にいる。私が移動すると付いてくるし、離れると咥えて連れ戻される。

　でも、一番の問題は、あまりモフらせてくれなくなった。彼は私のお腹をモフモフするくせに、私が彼をモフろうとすると、私が嫌がる嚙みつきまでしてくるようになった。

　むぅ……もしかして、躾しつけられている？




『あれ？』

　あるとき、気がつくと彼の姿がどこにも見えなかった。珍しい……今のうちにおやつでも確保しとこうかな？　そんなことを思った瞬間、もう彼が戻ってきた。

『どうしたの？』

『……獲ってきた』

　そう言って彼が二股の尻尾に絡めていたものを私の前に落とすと、それは怯えるようにぷるぷると震えていた。

『悪魔の……幼体？』

　彼が生きたまま獲ってきたのは、虫型から進化したばかりのような、靄とも粘体ともつかない、四体の小さな悪魔だった。

　でも、この辺りの悪魔とは少し違う。あまり見かけない漆黒が二体と、進化前の私みたいな黄色が一体に、見たこともない白い個体までいた。……随分と珍しいものばかり見つけてきたみたいね。

『これを探すために出かけていたの？』

『……ついでだ』

　なんのついでなのだか……どれもこれも、ほんのりと私が好きそうな花の香りがした。それでもどの香りもこの辺りでは嗅いだことはなく、色合いも珍しい。

　これってもしかして、男の子が花を贈るような……感じだったり？

　ジッと見つめる私に、小悪魔たちがさらに怯えて震え始めた。そりゃそうだ。魔界でも強者である〝暗い獣〟に捕まって、その後に彼の眷けん属ぞくと思われている〝金色の獣〟の前に突き出されたのだから、自我が確立してなくても本能がどうしようもなく怯えていた。

　彼は私が好きな味を覚えていて、獲ってきてくれたのだと思うけど……ちょっと勿もっ体たいないな。

　……本当に美味しそうだけど。

『────!!』

　その瞬間、小悪魔たちが怯えて飛び上がった。

『こ、怖くないよ？　食べたりしないよぉ？』

　我ながら説得力が旅に出たまま戻ってこない。

『どういうつもりだ？』

　私が、彼が獲ってきてくれたものを食べないと言ったことで、彼が声を低くする。

『ねぇ、暗い獣……この子たち、私が飼ってもいい？』

　私の言葉に彼が少しだけ目を細めた。

『あなたが、獲ってきてくれたからよ』

『そうか……好きにしろ』

　彼はそう言って地面にごろんと寝転がる。

　相変わらず反応が分かりにくくて分かりやすい。ま、いいか。彼も私がペットを飼うことで気が紛れると思ってくれたらしい。

　それは間違いないのだけど……せっかくだから本気で遊んでみようか。

『これから宜しくね』

『────!?』

　優しく微笑ほほえんだつもりだったのに、何故か小悪魔たちから怯えられた。




　その日から私の小悪魔育成計画が始まった。

　どういうわけか、あれほど私の側を離れなかった彼も、この子たちを育てている間はある程度自由にさせてくれている。

　まぁ、この子たちが彼を異様に怖がっているので、自重してくれたのかもしれない。

　彼が自重……？　はっ。（鼻で笑う）

　それなら私はどう思われているのか？　……お察しだよ。

　それなら……よしっ、あの手でいこう。

　私は怯える四体を口で咥えてぽいぽい背中に乗せると、落とさないように慎重に走り出し、徐々に速度を上げて、コウモリの翼を広げながら大空に羽ばたいた。

　大空……どこですか？　暗い雲しかありませんね。それでも飛ぶのは気持ちいい。今の私の翼は体長の数倍はあるほど立派になっているので、見た目もかなりカッコイイ。

　それで育成計画はどうするか？

　そんなもん、〝乱獲〟に決まっている。

　超高速で暗い空を舞い、ミニ猿たちを見つけた側から爪で引き裂いていった。ここまで力が上がると、通り過ぎるだけで粉々にしてしまったような気もするけど、大丈夫。私が気にしない。

『──！　──！』

　最初は怯えていた小悪魔たちも悪魔を殺して餌にしていると、次第に脅えはなくなって、私の背中で喜ぶように跳びはねるようになった。

　こら、落ちちゃうから暴れたらダメよ。でもこの喜びようは、餌を貰えて喜んでいるのか、悪魔的に惨殺行為で喜んでいるのか微妙な感じかも……。

　まぁ、細かいことを気にしたらダメ。

　こういう育成ゲームみたいな感じは私の性に合っていたのか、私は小悪魔たちの育成にのめり込んでいった。こうしている間は、あの世界への憧れも忘れちゃうしね。

　そんな生き生きした顔で、毎日暗い空に飛び立つ私を、彼は微妙な顔で見送っていた。

　さて……今日も始めますか。

　ぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺちぺち……

『──待ていっ、ここがこのヒラ──』

　べちんっ!!

　なんかいた!?　結構強い悪魔のような気がしたけど、私は急に止まれない。

　調子こいて一直線上にいる悪魔を肉球パンチで潰していたんだけど、途中で何かを跳ね飛ばしたような…………うん、私は何も見なかった。

　私は後ろを振り向かない。前だけを見て生きるの。……どうせ私の全速に追いつけるような悪魔なんて見たことないし。

　でも、危なかったぁ。あれ、私よりも強いかも？　彼はこの辺りに私に勝てるような悪魔なんていないと言っていたけど、魔界は広いね！

　実際、上と下は狭いけど、精霊界は宇宙と同じくらい広いらしいので、魔界でも強い悪魔とは滅多に会わないはずなんだけどなぁ。

　調子に乗って全速力で飛びすぎて、彼のテリトリーから随分と離れてしまったみたい。

　仕方ない。全速力で戻ろう。……ついでにこの辺りのミニ猿でも潰しながら。

　でも、うちの子たちは凄いわ。私の背に乗っているとはいえ、アレを轢ひき逃げしても普通に喜んでいたからね！

　ぴょんぴょん跳びはねている姿が可愛く見えてきた。ようやく私に怯えなくなったみたいで一安心。私は少し獲物を狩るペースを落として、小悪魔たちに語りかけた。

　あの『光の世界』の夢で見た、母のように、姉のように、先生のように、ゆっくりと何度も話しかける。

　……悪魔にこんなことして大丈夫なのかな？　自己否定みたいになって、消滅したりはしないよね？　……ま、そのときはなんとかしよう。どうせ私も悪魔だし後先は考えない。

　深く考えるのはやめて、この子たちがお喋りできるくらいには頑張ろう。あなたたちも、きっと楽しいはずだから。ね？

『────!!』




　そんな生活を続けていると、教育の成果か、小悪魔たちの知性が高くなった……気がする。

　だいぶ大きくなったし、お腹が減ったら自分でおやつを獲ってきて食べるようにもなりました。そろそろ進化のお年頃？

『お前が種族名を付けてやったらどうだ？』

『種族名って……先に付けてもいいの？』

　彼にそう提案されて私も少し驚いた。ようやく少し手が離れてチビッ子たちを構っていないときは、また彼にモフモフされているので私は結構忙しい。

『普通はそんなことを理解する知能はないからな。だが、お前が育てたそいつらは、お前の知識を吸収して、かなりへ……個性的になっている』

　今、『変』とか言わなかったか？

『お前がイメージして上手く導いてやれば、一般的な猿型ではなく、固有の姿を得られるかもな』

『へぇ……それなら、私のときもそれを──って痛い！』

　文句を言いかけたら軽くお腹を嚙まれた。それで痛いと言ったら舐められたから、彼が何をしたいのかいまいち分からない。もう好きにしてよ……。

『それで？　どんな種族がいいのよ』

『どうせお前には、奇妙な知識があるのだろ？』

『むぅ……』

　彼の少しだけ突き放したような物言いに、私もプイッとそっぽを向いた。どっちも子どもか。

　でも……ちゃんと考えてみると悪い案じゃない。

　種族か……何がいいかな？　せっかくだから夢の世界にあった宗教系の本からでも拾ってくる？　いやいや、あれって悪魔じゃなくて半分神様みたいなものだから、私のイメージが追いつかない。だったら神話系のモンスターとか？

　普通のモンスターじゃなくて、悪魔系とか死霊系とか、それか神獣なんかもいいかも。そんなことを考えながらブツブツと呟いていたら、四体のちびっ子悪魔たちも不安に思ったのか、私の周りで跳びはねていた。……あ、白いのだけは勝手に遊んでる。

　ちびっ子たちの性格は、同じ知識を与えたはずなのに随分と違う。なんとなくだけど、この子たちにも私や彼みたいに〝性別〟さえできかけているのだと感じた。

『そうねぇ……あなたとあなたは、色が近いから兄妹って設定にしちゃおうか？』

　私がそう決めると、黒い色の二体が喜ぶように跳びはね、黄色い子が期待するように私を見上げ……顔はどこ？　白い子も遊ぶのをやめて近づいてくる。

『こんな感じで種族のイメージを固めていこう』

　そうやって私はこの子たちの設定を、種族イメージに沿って作っていった。

　……でもいいのかなぁ？　もしかしたらこの子たちにも理想があって、なりたい自分があったのかもしれない。でもこの四体の悪魔たちは、私が設定した種族とイメージを当然のように喜んで受け入れてくれた。

　ちょっとだけ不安になって、彼にこれで良かったのか聞いてみると、そんなに不思議なことじゃないみたい。

『不定形の幼い段階で物質界に召喚でもされないかぎり、魔界にいる悪魔が自分でイメージを作るのは難しい。だから性別すら曖昧な、醜い猿のような姿になる』

『……そもそも、どうしてお猿さんなの？』

　それでも魔界には、少ないけれど彼や私のような猿以外の悪魔もいる。虫系や魚みたいな奴もいたし、もう少しバリエーションがあってもいいのでは？　そんな気になったことを聞いてみると、彼も一瞬考えて首を捻る。

『さあな。おそらくだが、物質界にいる人間が待つ悪魔のイメージが流れてくるんじゃないか？』

『へぇ……』

　だから、なんで悪魔が猿なんだよ。

　実際は悪魔だけでなく、精霊界の精霊たちも物質界に現れるとき、火精霊がトカゲ、土精霊が小人や獣、風や水の精霊が乙女の姿になるのは、人が持つイメージが影響しているらしい。

　ロマンか？　ロマンなのか？　確かに水の精霊がおっさんじゃ嫌だ。

　……と、いうことは、悪魔が醜い、だから猿ってなるのか？　危ない危ない……四体のちびっ子たちは、私が毎日可愛い可愛いと言って育てているので、きっと可愛らしい悪魔に成長することでしょう。

　そしてついにちびっ子たちが成長するときが来た。




『……どういうことだ？』

『……なんと申しましょうか』

　なんてことでしょう。なんとなく既視感を覚えます。でも前回と違うのは、彼の声が怒っているのではなく思いっきり呆れていることでした。

『『『『アルジタマ～』』』』

　若干舌っ足らずだけど、それも可愛い、ちゃんとお話ができるまでに成長した四体の悪魔たち。

　やばい、めっちゃ可愛い。問題があるとしたら可愛すぎることしかない。

　最初に兄妹って設定した黒い二体は、お饅まん頭じゅうのようにまん丸な魅惑ボディーに、紫色のつぶらな瞳をキラキラさせて私を見上げていた。

　悪魔的なのは、同じく真っ黒な山羊の角くらいかな？　でも、あれ？　若干大人しいというかのんびりしているほう……妹に設定した子の角は、山羊じゃなくて羊っぽい。

　……まあいいか。二本の角がツインテールな髪型みたいで可愛いから問題なし。

　その横で、構って構ってオーラを全開にしている黄色だった子は、私の真似をしていたせいか色合いが私に近くなった。でも蛇。ネコじゃなくてヘビ。何故か鱗じゃなくてお肌がモッチモチになっているけど、それも可愛いじゃないか。

　そして最後の自由気ままに遊んでいた白い子は、猿型になった。でも醜い猿じゃなくて、ふわふわの真っ白な毛が可愛らしく、すばらしいモフモフ具合である。

　でも何故か、顔にピエロのようなお面を被っていたんだけど、よく見るとお面じゃなくて普通に素顔でした。
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『……金色の獣』

『あ、うん。分かってる』

　それ以上は言わなくてよろしい。これ、ただの愛玩動物だよ。





＊＊＊






　新しくお喋りができる家族が増えて、私たちの生活も彩りが増えた。

　ちびっ子たちもすくすくと成長して、今日はどんな敵と戦ったとか、自分よりも大きい悪魔を食べたとか嬉うれしそうに教えてくれる。……ちょっと話題が殺伐に振り切れているけど。

　でも、……私も分かっている。

　暗い獣……〝彼〟が私にこの子たちを飼うのを認めてくれたのは、私がどこかへ消えてしまわないように付けた、未練という名の〝鎖〟と〝首輪〟だ。

　実際、私たちの前で遊んでいる四体の悪魔たちを見ていると、自分でも心が穏やかになっているのが分かる。

　でも……暗い獣……あなたは知っている？

　私たち悪魔に、そもそもそんな感情がないってことを。

　心が穏やかになると、なおさらあの夢で見た『光の世界』を思い出してしまうことを……。

　この子たちの設定を考えるときに、一生懸命思い出した夢の世界の知識は、私が諦めていたあの世界への憧れを強く……焦がれるほどに抱かせた。

『──帰りたい──』

　そんな言葉にできない想いが溢れて、強い望郷の念が炎となり私を内側から強く焦がす。

　帰りたい。でも帰れない。

　あの光り輝く場所は、本当に在あるかどうかも分からない『夢の世界』なのだから。

『…………』

　そんな私に気づいて、〝彼〟はずっと私の側にいる。

　彼だけじゃない。四体の悪魔もどこかへ消えそうな私の雰囲気に気づいて、どこか不安そうに私を見つめていた。

　帰りたい。でもあの世界へは帰れない。

　でも、同じ光がある人が住む世界へなら……




　バチンッ!!




　その瞬間、何かが弾けるような大きな音が響いた。

『──!?──』

　何が起きたのか分からず警戒する〝彼〟と四体の悪魔たち。

　でも、私は知っている。ううん、一瞬で理解した。この場所のどこかに向こう側からの〝扉〟が開いたことを。

　向こう側から開けられた召喚魔法陣という〝扉〟を、私の想いが引き寄せたことを。

　私たち悪魔が物質界に行くのは簡単なことではない。魂に纏わり付く暗い感情こそが魂の罪であり、魂の重さだからだ。

　罪の重さを持つ魂は地に堕ちる。だから普通の悪魔がそこから這い上がるには、向こう側から門をこじ開けてもらうしかなかった。

　私が魂の重さを無視できるほどに強くなったのか？　それとも光の世界の知識を持つからか。

　理由は分からない。でも、向こう側と私がこじ開けた〝扉〟は、私自身を包み込むように巨大な召喚門を創りあげた。
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『なんだとっ！』

　それに気づいて〝彼〟が駆け寄ってくる。でも、強大な力を持つはずの彼が召喚門の光に拒絶するように弾かれた。

　それは当たり前のことだった。当然のように理解できた。この召喚魔術陣は私だけの──私という存在が向こう側に行くためだけに、私のために生まれた召喚門なのだから。

『待て！　行くな！』

〝彼〟が声を張り上げ、体当たりを繰り返す。

　でもこの召喚門には、私のすべての力が込められているから、いくら〝彼〟でも簡単に壊すことはできない。

　召喚門から溢れる仄ほのかな光……あの夢で見た懐かしい光に包まれながら、私の身体が召喚門の扉へと消えていく。

　もう意識が……途切れそう……。最後に私が生まれて育ったこの魔界を見ようと目を開くと、そこには恐ろしい形相をした〝彼〟が私だけを見つめていた。




『〝金色の獣〟ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!』




　耳に響く〝彼〟の声……ごめんね。また怒らせちゃった。





＊＊＊






　光が見える……。暗い海の中から空を見上げるように、少しずつ光が満たされていく中で私の意識が覚醒する。

　ここは……どこ？　私は夢の世界……光在ある世界に辿たどり着くことができたの？

　目が見えない……音もよく聞こえない。微かに聞こえるざわめきのような音が響く中で、私は身体を動かすこともできなかった。

　召喚に失敗したのかなぁ……。だとしたら、久しぶりに感じる存在が消えてしまう恐怖に思わず身がすくんだ。でも──

　ペチンッ……と身体が叩かれる衝撃を受けて、怯えていた私は思わず息を吸い込んだ。

　……え？　私、呼吸をしている？

　耳を打つ、小さな生き物の泣き声。それが自分の口から漏れているのだと気づく前に、意思のある〝誰か〟の声が聞こえ、それが〝言葉〟だと理解した瞬間、意味をなさなかったその言葉が組み替えられ、理解できる〝言葉〟として私に届いた。




「ああ、愛しい子……私の〝ユールシア〟……」




　その瞬間、雷に打たれたような衝撃が魂に響く。

　名も無き悪魔として生まれ、力を使い果たして召喚された物質界において、初めて意思のある存在に『名』を与えられた私は曖昧だった存在が確定し、そのすべてを理解した。

　魔界の悪魔である〝私〟が、すべての力を失い、なんの力もない人間の赤ちゃんとして、この世界に生まれたのだと。





第二話　人間になりました







　ヤバい。それはもう色々とヤバい。最近ではもう口癖になっているほどにヤバい。

　もちろん口には出しませんよ。そもそも言葉にすらならない。私が声を出そうとすると──

「うー、あー」

　──みたいな声になる。よく考えなくても当たり前である。だって今の私は『人間』の赤ちゃんで、歯も生えていなければ、舌だって上手く動かせないのだから。

「なんて可愛らしい……っ！　ユル様、いかがなされましたかぁ？」

　私が声を出すと、すぐにメイド服？を着た、金髪の可愛らしいお姉さんが無茶苦茶表情を緩ませながら、赤ちゃん言葉で語りかけてきた。

　うん、まぁ、仕方ないね。赤ちゃん可愛いしね。でも、どうしましたか？　と言われてもどうしよう？　特に用はないからペンペンとメイドさんの手を叩たたいたら、こっちがどん引きするほど凄く喜ばれた。……そっち系の趣味はないのよね？

　赤ちゃんに赤ちゃん言葉を使うのは、言葉を覚えるのに悪いらしいけど、私は平気。

　でもその……『ユル様』って……。名前がユールシアだから『ユル』が愛称なのは分かるけど、悪魔として存在が確定した名称である『ユールシア』でないと、一瞬、自分のことだと気づけないときがある。

　それは良い。悪魔としては良くはないのだけど我慢する。

　でも、『ユル』って愛称が何か引っかかる。私だけかもしれないけど、夢の世界の知識を持つ私からすると、まるで緩い感じの〝ゆるキャラ〟みたいな感じがするの。

　それはどうでもいいけど、この世界に生まれて二ヵ月ほどが過ぎて、色々と分かってきたことがあります。

　存在が確定して色々と理解したつもりでいたけど、状況として理解しただけでこの世界のことは何も理解してはいなかった。頭が緩いからユルなのか……。

　それで私、ユールシアは、結構お金持ちの家に生まれたみたい。毎日のように見上げている高い天井には綺麗な装飾があるし、お部屋も広い。メイドさんも黒髪やら金髪やら栗くり毛げやら、若くて可愛い綺麗どころが揃っているし、そんなお姉さんたちから『ユル様』とか呼ばれて、毎日ちやほやされていたら、それはもう〝お嬢様〟で決まりでしょう。

　……ん？　待って。私って女の子だよね？　ちょっと不安になって脚をこすり合わせてみたけど、それらしい感触はないのでちょっと安心した。

　悪魔には明確な性別はないけど、女の子としての意識が悪魔の身体からだにもフォルムや言動などで影響していたから、今更変わっても困る。

　最初は不安だった。人間の赤ちゃんとして上手くやっていけるのか……と。でも、あまり問題はなかった。元が精神生命体なので精神が肉体の影響を受けやすいのか、気を抜くと勝手に寝て、勝手に泣いて、勝手に出してくれる。

　色々問題がある中で言葉の問題があった。意識して聞こえる言語は夢の世界にあった、知っている言葉じゃない。そんな初めて聞く言葉を私が理解できているのは、たぶん悪魔の力だと思う。

　私の悪魔イヤーは、聞こえる言語を勝手に理解できる言葉ではなく〝意味〟に訳してくれる。よく考えると、暗くらい獣けものである〝彼〟の言葉も、最初は唸うなり声だったしね。

　たぶん喋るほうもなんとかなりそうな気もするけど、できればこっちの言葉を覚えたい。だって今はいいとして、成長してヒヤリングはできるのに読み書きができないとか、残念お嬢様すぎるでしょう。

　そして食事の問題。現在、私の主食は母乳であります。

　これがまたキツい。いや、お母さんのお乳は美お味いしいからいいのだけど、何故か、乳母の人がくれるお乳はあまり美味しくない。飲みにくい。水を飲まされても味がしない。そもそも私ってお腹がまったく減らない。……どうしてお母さんだけ平気なんでしょ？

　でも、飲む量が少ないとお母さんが心配そうな顔をするので、無理に飲む。

　さて……そして一番の問題が残っている。

　今の私って……『人間』？　それとも『悪魔』？

　もし悪魔のままだとしても、少なくとも、この家にいる人たちが私を召喚したとは思えない。

　私がこの家で顔を見たことがある人間は、たった五人。

　まず、お母さん。名前を貰ったからか分からないけど、凄く大好き。人間の赤ちゃんとしての私と悪魔の私が同時に好きだと感じている。しかも凄く若い。高校生くらいにしか見えない。金髪の凄く可愛い人だ。

　それから乳母のトルフィさん。二十代半ばくらいで裕福そうな奥様って感じがする。最近、二人目の子どもが一歳になって離乳食になったとかで、私の乳母をしてくれることになったみたい。

　何故それを知っているのかというと、トルフィさんが一度、その一歳になった男の子を連れてきてくれたことがあるからだ。

　私の従者？にどうかとか言っていたけど、その子が私と目が合った瞬間に硬直したので、それ以来連れてこなくなった。……そんなに私の顔は怖いのか。

　そして、私のお世話をしてくれる三人のメイドさん、ヴィオとフェルとミン。……続けて呼ぶと、どっかで聞いたことがあるような無いような。

　この三人も凄く若い。たぶん、中高生くらい。凄く可愛い。……この世界って美人しかいないの？　名前からして本名か愛称か分からないけど、今の私に確かめる術はない。

　裕福そうな家だから他にも料理人とかいそうだけど、少なくともこの家にいそうな人で悪魔を呼び出せるような召喚魔法を使える人はいなかった。

　そもそも魔法ってあるの？　実はある。メイドのヴィオが使っていた。お部屋の明かりをつけるときに魔法みたいなものを使っていたの。

　こっちの世界の召喚魔法で来たのだから魔法があることに驚きはなかったけど、やっぱりあの夢の世界とは違うのだと、ちょっぴりへこんだ。

　もし私が悪魔として召喚されたのだとしても、この家の人たちは私を普通の赤ちゃんとして扱っているのだから、私を悪魔だと思っていないことになる。

　そうなると偶たまにあるらしいけど、召喚魔法ではなく自然現象で次元に穴が空いた？　それとも、どこかの魔法使いの人が失敗して事故が起きたとか？

　でも、それは大きな問題じゃないのです……。問題は〝私〟がこの物質界で精神生命体ではなく肉体を持って『顕現』していることなのです。

　そう……私は『誰』を『生け贄』にして、この世界に顕現したのか？

　悪魔は簡単に召喚できない。呼び出すのには必ず対価を必要とする。呼び出すのにはえっと……魔力？　なんか目に見えない力を対価にして呼び出すけど、知性の無いちびっ子ならともかく、千恵のある悪魔を働かせようとすれば、目に見える他の対価が必要になる。

　一般的で、なおかつ最高の対価は、この世界で自由に力を振るえるようになる〝肉体〟……つまりは、上質な生け贄を貰うこと。その上で悪魔が好き勝手をできないように〝契約〟をするのが普通だ。

「…………」

　思わず、たらりと冷や汗が流れる。

　一番の可能性は、この身体からだ……赤ちゃんの身体を生け贄にしての顕現である。

　生まれたての無む垢くな魂と肉体。この裕福さからして高貴な血筋とかだとしたら、悪魔の生け贄として充分な気がする。

　ヤバい、ヤバすぎるでしょ、私っ。

　こんなに優しいお母さんから、赤ちゃんを奪って成り代わるとか、非道すぎる。

　どうしよう……。などと日々頭を悩ましていると、ひょんな事から私の苦悩は杞き憂ゆうとなった。




　ある日、私が頑張ってお乳を飲んでいると、そんな様子にお母さんとトルフィさんがしみじみと語り始めた。

「ユル様が、こんな元気に……。本当に良かったですね、リア様」

「ええ、本当に……。この子が死産と聞いたときは絶望しましたが、突然息を吹き返すなんて。頑張ってくれたヴィオには感謝しないといけませんね」

「ヴィオは、常々、リア様のお役に立ちたいと願っていましたから。だから、何度も魔力が尽きるまで治癒魔法を掛けることができたのでしょう。あの子も嬉しそうでしたよ」

　要するに、この身体は生まれたときに死んでしまった。そこにヴィオが何度も治癒魔法を使ってくれた。

　でも、掛け続けたってことは生き返れなかった。死産ではなく、最初から魂が宿らなかった可能性もある。だから、そのときに召喚された私が偶然入り込んだ？

　肉体だけの生け贄で顕現するのも無理がある気はするけど……。少なくとも、赤ちゃんの魂を生け贄にした可能性はなくなったので安心した。

　それにしても、この身体に憑ひょう依いしたとしては親和性が高すぎない？　まったく違和感がないんだけど？　もしかしたら本当にお母さんの子どもとして生まれ直した可能性があるのかも。だって、今の私は悪魔としてまったく力を持っていなかったから。

　あの召喚門でほとんど力を使い切ってしまったのかな？　悪魔として、言語能力とかお腹が減らないとか、人じゃない能力もあるけど、それ以外はまったく何も出来ないのです。まだハイハイどころか寝返りすらできないとか、私のスペック低すぎない？

　要するに今の私は、悪魔っぽい力の残りかすがあるただの赤ん坊である。これで本当にただの人間だったら逆に問題はないのだけど、悪魔っぽいから困っている。

　とりあえず今は、この世界がどうなっているのか情報収集しながら、様子見をするくらいしかできそうにないなぁ……。
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　私が生まれてから一年が過ぎました。情報収集はほとんど進んでおりません。

　その理由としては、私がほとんど敷地から出してもらえなかったから。まぁ、赤ちゃんだから仕方ない。治癒魔法とかあるから出生率はそれなりに高いと思うけど、夢の世界のお医者さんレベルの魔法を使える人がいないと、赤ちゃんは危ないのだと思う。

　一歳になってようやくハイハイができるようになったずぼらな私は、お庭にさえ一人で出ることもできないのだけど、まさか、お買い物にも連れていってもらえないとは思わなかった。

　なんか……お母さんもメイドさんたちも過保護すぎない？

　それでも、分かったこともある。この家はお屋敷と言えるくらい豪華だけど、窓から見せてもらった他の家よりも小さい。

　大富豪の別荘か、大商人の邸宅って感じがする。そのせいで、いまだに私がどの程度の身分なのか分からない。

　お母さんの名前はたぶん、リアステア。リアが愛称なんだね。歳はまだ二十一歳。つまり二十歳で私を産んだことになるけど、この世界だと一般的なのかな？

　お父さんは、一年経ったけどまだ会ったこともない。お母さんとヴィオたちの会話から察するに、私がまだ目がよく見えていない頃に会ったことはあるらしい。

　良かった……生きていて。一歳の誕生日には玩具とか届いたから、愛されていないことはないと信じたい。きっとお仕事が忙しいのね。たぶん。

　新しく分かったお屋敷にいる人は、料理人におじさんと若い人がいて、庭師と警護を兼ねているっぽい三み十そ路じの男性がいる。ちなみにヴィオに気がある感じだったけど、年齢差がありすぎて相手にもされていなかった。そろそろお嫁さんが欲しいのかもしれないけど、焦っちゃあかんよ。

　そして、やっぱりというべきか、この世界に電気はない。西洋の中世から近世くらい？　夢の世界の価値観で語っても意味はないけど、科学はないけど魔法があるから見た目は中世でも文化的には上だと感じている。ぶっちゃけ清潔感はかなりある。これ大事。たぶん、石油製品に頼らなくても問題のない世界なのでしょう。

　それにしても、あの夢の世界の文化と似すぎている感じもする。この国も夢の世界にあった中世の国のように王制で貴族とかもいるみたいだけど、ここまで似ていると、もしかしたら私みたいに異世界の知識を持って転生して広めた人がいたのかも。

　でも、ご飯は美味しくない。かなりの問題だ……。

　理由は分かっている。料理人の腕とか、この国の食文化とかの問題じゃなくて、私の味覚的な問題なの。……水がまったく無味無臭だった時点で嫌な予感はしていたのよ！

　初めて離乳食を食べたときの衝撃は忘れられない……。味はする。甘みも塩分もちゃんと感じる。でも、私はそれにまったく〝旨み〟を感じることができなかった。

　まったく旨みのないプリンとか、あれは地獄の食べ物だと思う。

　ある程度の解決法はあったんだけど、それは普通の料理には使えなかった。

　お母さんとトルフィさんから貰うお乳の味が違うのは、体質とか個人差じゃなくて、お母さんから良い匂いがしているからだと気がついた。ほんの少し甘い香りで、お母さんは元々良い香りがするけど、それとは違う。

　魔界で〝彼〟をモフっていたときに感じたあの軽い酩酊感。あれに近い匂いをお母さんからも感じる事ができて、そのおかげでお乳の味も美味しく感じているように思えた。

　まぁ、これからはもうほとんど離乳食になるから、意味はないんだけどね。（涙）

　それにしてもなんの香りなんだろ？　いつか解明しないと……まともな食生活のために！




　一歳になって少し経った頃、突然綺麗なおべべを着せられた。別に夢の世界にあった着物じゃないし、普段着ている服も綺麗なのだけど、要するによそ行きの服を着せられた。

　そうなのです。私は今日初めて、屋敷の外にお出かけするのです！　嬉うれしい、ヒャッホー。




「…………」

　最悪だ……。本格的にヤバい。

　お母さんとのお出かけでウキウキしてきた気持ちが、シュルシュルと萎んでいく。

　お出かけする馬車の中には、メイドさんのフェルとミンも乗っている。この二人も若いなって思っていたら、二人ともまだ十四歳だった。ヴィオもまだ十六歳だけど、今回、彼女はお屋敷でお留守番なのです。

　それはそれとして、約小一時間、ガタコト揺れる馬車の中で三人からベロベロに甘やかされている途中で、とんでもない事実が発覚した。

　ここは、『聖王国』とか呼ばれている、宗教色がとても強い国で、沢山の宗教があって沢山の教会があって、数え切れないほどの神官がいる。一応、国が推奨する国教と呼ばれるものはあるけど、国民は自分に合った神様と宗教を勝手に崇めている。

　そしてその教会にいる神官は、ほぼ全員が『神聖魔法』と呼ばれる聖なる魔法を使えるらしい。

　それで、この国では生まれた赤ちゃんに、教会で聖水による『祝福』を行う風習があるそうです。多少の寄付金をしないといけないから強制ではないんだけど、信心深いこの国の人たちはよほどのことがないかぎり祝福を受ける。

　でも、何故か今回に限って、半年前に一歳になった子から、あと半年くらいで一歳になる子を全員集めて、全額国負担で司祭によるガチ祝福をするようにお触れがあったとか……。

　全員とは国中の赤ちゃんすべてだ。無宗教だろうが、旅人だろうが、スラムに住む戸籍のない子だろうが、全員調べて祝福を受けさせる。つまりは完璧強制である。

　ヤバいよね。これってヤバいよね。ガチ司祭のガチな祝福と聖水なんて、弱い悪魔ならそれだけで消滅しそうでしょ！

　今の私ってただの赤ちゃんだよ？　すんごく弱いのよ!?　悪魔っぽい部分が残っているだけに、そのまま消えちゃうんじゃないの!?

　そんな恐怖でぷるぷる震える私に、お母さんやフェルやミンは、馬車が良くないとか、初めてのお外だからとか、馬は大きいけど怖くないとか、色々慰めて甘やかしてくれたけど私の気が晴れることはなかった。晴れるわけがないでしょ！

　どうして今回に限ってそんなことするのぉ……。




　教会に着きました……。この国の教会も夢の世界で見た教会とそんなに変わりない。教会のシンボルが十字なんだけど、どちらかというと十字手裏剣に見える。よく飛びそう。

　ここは豊ほう穣じょうの女神様を奉っているのですよ……ってミンが教えてくれたけど、赤ちゃんにそんなことを言われても。

　そんな現実逃避はさておき、教会の中には私と同じような赤ちゃんを抱いた女の人が結構いました。今日集まっているのは、今月一歳になった赤ちゃんたち。それでも何人も並んでいたので待つのかな？　って思っていたら、お母さんは出迎えにきた女性神官に案内されて、女神像の前にいた凄く偉そうなお爺じいさんの前に連れていかれた。

「大司教様、お久しぶりにございます」

「おお、これはこれはリアステア様、ようこそおいでくださりました」

　お母さんが挨拶をすると、お爺さんが優しそうに微笑ほほえんで出迎えてくれた。怖い。大司教ってどういうこと？　私ってそんな凄い人に祝福されるの？

　お母さんの知り合いみたいだから、わざわざそんな凄い人が祝福してくれるらしい。

　本当に私、消えちゃいそう……。

「それで……この子が」

「はい、私の娘でユールシアと申します」

「良き宝を得ましたな。お父上によく似ておられる」

「ありがとうございます」

　お爺ちゃん大司教の見定めるような視線に、思わず私の頰が引ひき攣つる。

「では、始めましょうか。お気楽になさってください」

　お爺ちゃんが何事か唱え始め、手の中に生まれた〝光〟を私に浴びせかけた。

　……でも、結局何も起こらなかった。いきなり肌が焼けたり、苦しんだりするかと覚悟もしていたけど拍子抜け。聖水を掛けられたときには冷たさにビクッとしたけど、神聖魔法も聖水も、どちらも問題なくて一安心だ。

　お爺ちゃんが呟いた言葉は、たぶん神聖魔法の詠唱なのかな？　小さな声だったのでよく分からなかったけど、私の自動翻訳機能が『光ひかり在あれ』と言っていたように聞こえた。

「よく泣きませんでしたね。偉いですよ」

　お爺ちゃんはそう言って、私の頭を撫なでてくれて、機嫌が良さそうに微笑んでいた。

　機嫌が良いというよりもホッとしている？　赤ちゃんだから水を掛けられたら泣いても仕方ないと思うのだけど、それは違うのかな？　他の普通の司祭に祝福をしてもらっている子は、結構泣いている子もいるのに──




　──ドガンッ!!

　…………は？　少し離れた場所から、いきなり物が壊れるような音が聞こえた。

『よくもオレ様に聖水なんぞ掛けやがったなっ！』

　まるで生物以外のモノが無理矢理出したような歪いびつな声。辺りから悲鳴が聞こえ、連鎖するように赤ちゃんの泣き声が響く中、私を庇かばうように強く抱きしめたお母さんの腕の中から、私は別の赤ちゃんから湯気のように立ちのぼる〝人型の靄もや〟を目撃した。

　なにあれぇ……。いきなり、柄の悪そうなおっちゃん……人か？　自分の姿も忘れたのか随分と不細工になって、人じゃなくなったモノが現れた。

「やはり、赤子の中に潜んでおったな！」

　お爺ちゃんが私たちを庇って前に出る。え？　赤ちゃん全員を集めていたのは、あれを探していたの？　すっごい迷惑だね！

「神官たちよ、赤子と母親を護れ！　こやつは儂わしが浄化する！」

『ひゃっはっは！　老いぼれが、この俺を倒せるとでも思っているのか！』

　たぶん悪霊かな？　見た目はあれだけど、随分と長いこと悪霊を生なり業わいとしているみたいで、見た目が悪魔っぽくなっている。悪魔じゃないけど私よりも悪魔っぽい。

　もしあれを、国家が総力をあげて探し出し、滅ぼそうとしているのなら、国が危険になるレベルの邪悪な存在なのかもしれない。そんな奴がこの国にいるなんて、なんて酷い話なのでしょう。

　だとしたら、今年の祝福を神官だけではなく司祭クラスの人まで行っていたのは、その邪悪が現れたときに滅ぼすためなのかな？

「邪悪よ、滅びよ！」

『ぬおぉおおおおおおおおおおっ！』

　お爺ちゃんの神聖魔法と悪霊の邪悪な力がぶつかりあって激しく光が迸ほとばしる。まあ、綺麗。でも、避難誘導を終えた司祭や神官たちが戻ってきてお爺ちゃんに加勢すると、聖なる光で悪霊の身体が半分くらい削られた。

『よくもやりやがったな、クソが！』

「いかんっ！」

　不利を悟った悪霊がこちらに向かってきた。赤ちゃんの身体に隠れていたということは、力を上げるためにその魂を狙っていたのでしょう。……あれ？　もしかして私が狙われている？

　お母さんもフェルもミンも、突然の恐ろしい出来事に身がすくんで動けない。特別枠で奥にいたことで避難が後になってしまったみたい。

　今の力を失った私だと何もできない。でも──

『──!?』

　悪霊と目が合った瞬間、硬直した。……悪霊が。

　霊体のくせして目が零こぼれそうなほど大きく見開き、肉体も無いくせに器用にもだらだらと汗を流して、超高速振動でもしているのか、ってくらい震え始めた。

『……ひぃいいいいいいいいいいいいっ!?』

　あ、逃げた。なんだかよく分からないけれど、悪霊はこっちに逃げてきたわけで反転してまた戻ったら……

「滅びよ！」

『ぎゃああああああああああああああああああああっ!?』

　追いついてきたお爺ちゃんやら神官さんやらが纏まとめて放った神聖魔法を受けて、悪霊が塵ちりになるように消えていった。

　…………なんだったの？　あれ。




　その後、お爺ちゃんが『悪魔は滅びた』とかなんとか言って、うやむやのうちに私の一歳の祝福は終わりました。あれって悪魔じゃなくて悪霊なのだけどそれで良かったの？　でも、他の人たちも怪我はないみたいだし、まあ良かった？　取とり憑つかれていた赤ちゃんも無事みたいだしね。

　終わったことはどうでもいいのだけど、あんな国家が邪悪認定するほどの悪霊さえも退治する神聖魔法を受けて私が平気だとすると、今まで考えていたことが怪しくなってくる。

　私は力をなくした『人間っぽい悪魔』なんだと思っていたけど、もしかしたらただ『悪魔っぽいだけの人間』である可能性がある。

　これはひょっとして、本当に人間として生まれ変わった？　……とは言い切れないほど悪魔っぽいのだけど、それに限りなく近い状況なのではないでしょうか？

　私が無理に物質界に来たせいで色々とおかしくなっている気もするけど……まあ、事故ですよ、事故。不可抗力なのです。

　そのあと私たちは、教会から出てお買い物をしてから家路についた。お買い物の間は、お母さんとフェルとミンに代わる代わる抱っこしてもらっていたけど、ちょっとおかしくない？

　周りにいる裕福そうな人たちは、皆さんベビーカーのような物を使ってたまに抱き上げている程度でした。うちも裕福そうなのにどうして使わないのでしょ？
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　大陸中央に位置する大国、聖王国タリテルド。

　宗教に寛容なお国柄から多数の宗派が教会を置き、そのせいか国民は信心深く、他国からも多くの者が巡礼に訪れる聖地として知られていた。

　王家が住まう聖都ヴェルセニアは百万近い民が住む大都市であり、王都であるその地を中心に五つの公爵家が五ご芒ぼう星せいを形作るように守護する国家の総人口は一千万にもなる。

　その五大公爵家の一つ、西方を守護するコーエル公爵家は、先代が夫人ともども早世したことで王家の第二王子が婿に入った。王家を離れた第二王子は『トゥール』の名を与えられ、トゥール領がコーエル公爵が住まう領地の名となり、第二王子が公爵となることで同家はさらなる発展を見せた。

　コーエル公爵直轄地の中で最大の領土を誇るトゥール領の街は、国内でも王都に次ぐ大都市であり、トゥール領内とその周辺の寄子である貴族家はコーエル公爵の家臣として、王家に向けるものと変わらぬ忠誠を彼にも捧げていた。




　聖王国の中でも国民の半数が信徒であり、国教としても認められている豊穣の女神コストル教のトゥール領本部総責任者、大司教モルトの朝は早い。

　齢六十を過ぎても清貧な生活を心掛ける彼は、朝日と共に目を覚ますと身を清めてから礼拝を済ませ、教会の裏手に作った個人的な菜園の世話をしてから、教会の者たちと朝食を摂る。

　食後に教会の主立った者たちと茶を飲みながら本日の予定を確認し、すべての指示を出し終えてようやく一段落がついたモルトは、信者たちには見せない疲れた顔で自分の肩を揉もみ、気合を入れて重く感じ始めた腰を持ち上げた。

　この一年ほどは忙しかった。この数ヵ月はモルト自身も動かなければいけないほど多忙を極めた。それもこれも、一年前に起きた事件の影響である。

　このトゥール領郊外で、悪魔崇拝組織による大規模な悪魔召喚事件が起きた。

　首謀者であり、自身も高名な召喚術師であったヘーデン男爵の他に、数名の貴族が参加したこの大規模悪魔召喚儀式には、戸籍のない貧民や旅人ら百名の命が捧げられ、事件当日に襲撃をした騎士団の活躍によって組織のほぼ全員を殲せん滅めつ及び捕縛することに成功したが、騎士団と兵士に少なくない死傷者が出た。

　その当日は、全員を捕縛するため、トゥール領の騎士と兵士だけでなく、コストル教の神官戦士を含めた総勢千名により、とある貴族家への強襲が行われた。

　彼らがそこで見たものは、通常大きな物でも小部屋一つに収まるものを庭園全域まで広げた、巨大な召喚魔法陣だった。

　事前に情報を摑つかんでいたことから多くの拉致された被害者を救うことはできたが、すでに百人を生いけ贄にえとした前段階の儀式は行われた後であり、大規模悪魔召喚儀式を強襲した彼らを、数体の〝悪魔〟が待ち構えていた。

　悪魔とは、物質界の対極にある精神世界の一つ、『魔界』の住人たちだ。

　その姿は人よりも大きく、薄汚れた黒い獣毛や鱗に覆われ、二足歩行でありながら獣を超える速さと力で兵士たちを蹂じゅう躙りんした。

　そのおぞましい姿は生ける者の本能的な恐怖を呼び起こし、その暗い眼差しは生者を呪うようであり、薄汚れた牙を覗のぞかせる口元は、人間たちの恐怖を感じて喜びに歪んでいた。

　そんな下級悪魔レッサーデーモンが十数体。さらにはそれを超える力を持つ上位種、上級悪魔グレーターデーモンまでもが三体も召喚されていた。

　下級悪魔と上級悪魔には、地力の差の他にも体格や武具の有無など明確な差が存在する。だが、最も大きな違いは、『知性』であり『魔法』だった。

　この世界には、『魔素』が満ちている。魔素とは精神界より流れてくるもの……もしくは輪りん廻ねする魂から発生するものだと言われており、生物は呼吸や食事により魔素を取り込み、『魔力』という活用できるエネルギーに変換して使用する。

　精神界の住人である精霊や悪魔は魔力こそが血であり、すべての行動に魔力を帯びていた。

　下級悪魔でさえも爪が掠かするだけで斬撃が刻まれ、魔力を帯びていない武器ではその強きょう靱じんな身体に傷をつけることすらできない。その強さは上級騎士である近衛騎士と同等となり、一般兵士なら十人がかりでようやく対等となる強敵だった。

　それが上級悪魔ともなれば、人間のように魔術の詠唱も必要とせず、咆ほう吼こうだけで火の玉を撃ち出し、氷の矢を雨の如く降らせることもできる。もし人間がそれに対抗しようとするのなら、聖王国でも最高峰に位置する、二十余名しかいない神聖騎士を連れてくる必要があるだろう。

　人間側が数十名の死傷者で辛くも勝利できたのは、悪魔が顕現する肉体を持っていなかったことと、対悪魔用に騎士たち全員が魔力を帯びた武器を所持していたこと、悪魔に対抗できるコストル教の神官戦士たちが多くいたこと……そして、召喚魔術に対する相談役として招かれていた魔術学園の者が、強力な精霊魔法を使えたことにある。

　精霊魔法は、術者の魔力を対価として精霊に力を行使してもらう。

　同じ精神界の精霊界の住人である精霊は、魔界の悪魔と同格とされ、魔術学園の術者は中位精霊までしか呼び出すことはできなかったが、肉体的な顕現ができなかった悪魔たちは魔力の回復ができず、人との繫がりで魔法を行使する精霊に敗れることになった。

　だが……それで終わりではなかった。

　それは〝始まり〟にすぎなかった。

　おぞましい悪魔たちも、その犠牲になった兵士や騎士たちも、すべてが巨大な召喚魔法陣が呼び出す『本命』の〝生け贄〟であり、生き残っていた悪魔崇拝組織側の者たちの命も捧げて、大いなる悪魔が呼び出されようとしていた。

　精霊は召喚された場合、その属性である火や水を依り代として顕現し、悪魔は人間の魂を対価に血肉を依り代として顕現する。

　騎士や魔術師、神官のような強い魂を対価に呼び出された、高い知性を持つ高位悪魔が依り代をもって顕現したならば、それは天変地異を起こすとされる『大精霊』と同等の存在である可能性もあった。

　過去に大精霊と同等の力を持つ『大悪魔アークデーモン』が出現した際には、討伐まで多くの血が流れ、小国の一つが滅んだとされている。

　この国でそんなことを許すことはできないと、騎士や兵士たちは死にもの狂いで戦った。だが、騎士の一人が首謀者であるヘーデン男爵の胸を剣で貫いたとき、ニヤリと笑うヘーデン男爵の背後で、巨大な魔法陣が黄金に輝き、〝何か〟が出現した。

　それは、あまりにも美しい『金色の猫』であった。

　その愛らしさと神々しいまでの美しさに、誰もが息を吞み、胸を貫かれたヘーデン男爵でさえ、死ぬことすら忘れて瞬きもせずに見つめていた。

　これが本当に悪魔なのか？

　間違って天の使いでも呼び出してしまったのではないのか？

　誰もがそう思い、そう願う傍らで、滅び掛けていた最後の上級悪魔が、恐れ戦おののくように膝をつき、敬うように深く頭を下げた。

『──金きん色いろの獣けもの──』

　その言葉を残して上級悪魔は塵となり、その意味に、悪魔に詳しい神官と魔術学園の術者が戦慄する。

　悪魔が他の存在を『獣』と称する場合、それは同族さえも畏怖する最も凶悪な存在であることを意味していた。それはこの『金色の獣』と呼ばれた存在が、大悪魔さえも超える凶悪な高位悪魔である可能性があるということだ。

　これが解き放たれることになれば、聖王国でさえも滅亡する危険がある。

　この国はどうなるのか？　この悪魔をどうすれば良いのか？　誰もがその思いを胸に手を出せずにいる中でただ一人、恍こう惚こつとした顔で『金色の獣』に近づこうとした死にかけのヘーデン男爵が魔法陣に足を踏み入れた瞬間、ヘーデン男爵が黄金の光に弾かれ、粉々になって消滅した。

　同時に召喚の核となっていた術者が生け贄になることなく消滅し、召喚魔術が中断された『金色の獣』は、黄金の光の柱となって天へと消えていった。




　こうして多大な犠牲者を出した悪魔召喚事件は、一応の決着を迎えた。

　だが、悪魔が天に消えた。これが問題になった。

　通常、召喚を中断された悪魔は召喚魔術陣の中に消えて、魔界に帰る。ならば、『金色の獣』と呼ばれた悪魔はどこへ消えたのか？

　この件を重く見たコーエル公爵は聖王国の王族や宰相などと協議の上、騎士団やコストル教と共に悪魔の探索を行うことになった。

　魔界に戻った可能性もある。存在が消滅した可能性もある。だが、あの悪魔が高位の存在で、もし依り代を得ていたとしたら、国家どころではなく世界の危機である可能性があった。

　魔素濃度の高い地域や、高位精霊などが降臨した霊的な場所などを中心に探索したが、その存在の痕跡すら見つけることができず、最後にコストル教は他の宗派にも協力を求めた。

　邪悪な存在が赤子などに取り憑いている場合があるとして、あの日より前後半年以内に生まれたすべての乳児に、司祭級の人間による聖水を用いた祝福を行い、これが不発に終われば、彼かの悪魔は消滅したものとして扱うことにしたのだ。

　モルト自身もこの半年で数百人の乳児に祝福を与えた。もちろん、このトゥール領だけでもそれ以上の赤子はいるが、彼が祝福を与えたのは、もっとも悪魔に依り代とされる可能性が高い、あの日の前後に生まれ、国家の極秘調査で判明した魔力保有量が高いと思われる子どもたちだった。

　その最も危険な役目を、モルトは自ら買って出た。そうすることで若い司祭の負担を減らし、危険から遠ざける意味もあった。

　それ故に一人一人、気を抜くわけにもいかず、モルトが疲弊するのも当然であった。




「今日で一段落つくかな」

　モルトがそう呟くと、彼の補佐をしていた若い神官が肯定する。

「はい、モルト様。まだ子どもたちは残っておりますが、危険だと思われる魔力が高い子どもは、今日であらかた済ませることができるでしょう。あとは私どもでも、なんとかなります」

「うむ。では、気を抜かずに最後までやるとしよう」

　確認とはいえ予定通り進んでいることに、モルトは満足げに頷いた。

　まだ半年ほど祝福は続くが、国家と魔術学園の予想では、この月に祝福を受ける子どもに何事もないのなら、悪魔は本当に消滅したと考えられる。

　モルトはそこまで楽観視はできないが、それでも頑張ってくれた神殿の者たちに、屋台で買ってきた焼いた鶏肉と酒の一杯でも振る舞おうと思えるほどに安あん堵どしていた。

　だが、それも今日を終えてからの話だ。そんな思いを胸にモルトが祝福を行っていると、最後に一人の高貴な女性が赤子を抱いて現れた。

　知り合いの子爵家の娘で、彼女が生まれたときに祝福をしたのもモルトだった。

　妻子のいないモルトにとって、リアステアは実の娘のような存在であり、今は事情があって公の場には出られない身であるが、ずっと思いを寄せていたあの方との間に子をもうけた彼女は、元から目を引くほどの美しさに母性まで加え、眩まばゆいばかりに輝いて見えた。

　今はリアステアと簡単に会うことができない友人には悪いが、彼女の子ならモルトにとっても孫も同然。その子も、美しい金色の髪に金色の瞳をした天使のように愛らしい子で、モルトも思わず頰を緩めた。

（……ん？）

　ユールシアと名付けられたその子は、何かに怯えているように見えた。

　確かに初めて会った大人に触れられて、頭から水を掛けられたら脅えもするだろう。逆に泣き出さないだけでも、やはりあの方の娘なのだと感心もした。

　それでも脅え方が普通とは違うように感じる。普通の赤子とは違う何かを感じているのか？　そう考えた瞬間、他の司祭が祝福を行っていた赤子から邪悪な存在が出現した。

「やはり、赤子の中に潜んでおったな！」

　立場があり、悪魔召喚事件の解決に直接は参加できなかったモルトだが、それを気に病み、身を粉にして働いたことで、ついに隠れていた悪魔を見つけられたのだと考えた。

　報告では、悪魔は『金色の猫』のような姿をしているという話だったが、悪魔は依り代によって姿を変えることもある。おそらくは人に化けるためにその本性も人に近づけたのだろう。

　だがそのせいか悪魔よりも人に近くなり、悪霊に近い見た目となったが、やはり召喚途中で放り出された影響か、かなり力は弱まっていると感じた。

　それでもその場にいた司祭と神官全員でも倒しきれないほどの強さはあったが、悪魔も決め手がなく、そのままでは負けると感じていただろう。不利を理解した悪魔は新たな依り代を得るべく、清らかな魂を求めて逃げ遅れていたリアステアたちのほうへ向かった。

　リアステアは貴族として魔力は高くても戦えるような気質ではない。モルトは最悪の事態も考えたが、悪魔は清らかな赤子であるユールシアを目にした途端、突然脅え始め、それを好機と捉えたモルトたちの手により、ついに滅びることになった。

　おそらくユールシアは、その清らかな魂で悪魔の存在に気づき、無意識に怯えていたのだろう。そして悪魔がユールシアに怯えたのも、その魂の清らかさからだと考えた。

　そのことはモルトの脳裏に、若い頃、当時の大司教から聞かされたある伝説を思い出させた。

　悪魔のような邪悪な存在は、『聖女』の清らかな魂に怯えると聞く。

（そうか……そうだったのかっ！）

　モルトは唐突に理解した。この赤子──ユールシアは、悪魔召喚事件によって暗い影が差した聖王国に神が遣わした『聖女』なのだと。

　聖王国には古くから〝勇者〟と〝聖女〟の言い伝えがあり、聖王国が宗教国家となったのも、初代国王の第一王女が大地の女神から信託を受け、勇者と共に大いなる悪を祓はらったからだと言われている。

　その王女が勇者と結ばれ、『真の聖女』と呼ばれることになった王女が、大地神を豊穣の女神として奉るコストル教会を作り、国王が国教とした経緯があった。

　それだけこの聖王国にとってもコストル教会にとっても『聖女』とは特別な存在だった。

　それこそ、王家の者やコストル教の教皇猊げい下かよりも……。

　もしかしたら聖女はこの国の悪を祓うためではなく、もっと大きな悪に立ち向かうために顕れ、聖女が生まれることを察した悪魔が、彼女を害するために悪魔召喚を利用して聖王国に現れた可能性すらあった。

　ユールシアの出生に合わせて強大な悪魔が現れ、彼女の祝福の儀に悪魔が現れたことこそがその証拠だと、モルトは迷いもなくそう考えた。

　モルトが最後に『聖女様』に触れさせていただくために頭を撫でると、ユールシアはまるでモルトを労うように天使のような笑みを浮かべた。

　それを見てモルトは、やはりユールシアこそ神が遣わした聖女なのだとこのとき確信した。彼女から感じる高い魔力も聖女だからだと思えば納得できる。

　彼女はこれから聖女として数あま多たの試練に立ち向かうことになるのだろう。モルトは、この時代、このとき、自分が大司教となったのは聖女である彼女の力になるためなのだと、大いなる神の声を聞いた気さえした。

「おお、神よ。この出会いに感謝いたします」

　モルトは自室に戻ると、聖女となる者を見いだしたと、王都にいる国王陛下と教皇猊下に向けて書簡をしたためた。





＊＊＊






　お屋敷のメイド三人娘の一人であるヴィオは、魔術学園を卒業した十五歳のときからリアステアの専属メイドとして勤めている。

　平民ではあるが貴族にも劣らぬ教養と類い稀まれな美貌ゆえ、学園の職員から貴族のお妾めかけまで、表から裏から色々と誘いは来ていたが、ヴィオはすべてを蹴ってリアステアの侍女となる道を選んだ。

　すべては大恩あるリアステアお姉様のため。

　平民でありながら貴族が通う王都の魔術学園に通うことを許されたヴィオは、優秀さと目立つ容姿から、貴族からのやっかみもあり肩身の狭い思いをしていたが、魔術学園では上級生が下級生を導く慣習があり、五学年上の貴族であるリアステアも〝お姉様〟から良くされたと言って、平民のヴィオを妹のように可愛がってくれた。

　それだけでなく、神聖魔法の才能のせいで一部の宗派から巫み女ことして教会に入ることを強要され、それを断り実家の商店が嫌がらせを受けると、貴族であるリアステアが店の手伝いまでしてくれて、コストル教の大司教に頼み込んで保護までしてくれた。

　そんな大恩あるリアステアが子を授かったと聞いて、卒業間際だったヴィオは頼み込んでまでリアステアに仕えることを望んだ。

　産まれてきた子どもは死産だったが、運良く蘇そ生せいし今は元気に育っている。

　リアステアや屋敷の皆はヴィオが治癒魔法を掛け続けたおかげだと言ってくれるが、ヴィオは自分の魔法が効果を発揮したとはとても思えずにいた。

（本当に神が居るのでしょうか……）

　一部の過激な宗派のせいで神を信じられなくなったヴィオだが、リアステアとその子が神に祝福された『神の愛し子』のように思えたのだ。

　その子──ユールシアと名付けられた子は、とても普通の子とは言えなかった。

　あまり泣かない。夜泣きもほとんど無い。吃驚びっくりするほど手間が掛からない赤ちゃんにヴィオは奇妙な違和感を覚えた。

　極めつけはその容姿だった。産まれたてはともかく、数日もすると驚くほどに美しくなった。リアステアも旦那様も容姿は優れていて、赤ん坊はそれだけで愛らしいものだが、ユールシアはその範はん疇ちゅうを大きく超えていたのだ。

　ヴィオより後に雇われた二つ年下のフェルとミンは、まるで魂でも抜かれたようにデレデレに可愛がっていたが、ヴィオはユールシアの、お伽とぎ噺ばなしに出てくる天使のような容姿と、意思を感じさせるその強い眼差しに強い興味を引かれるようになった。




　そして、その日からヴィオのユールシアお嬢様の観察が始まった。

　ある日、ユールシアは摑まり立ちを試みたのかベビーベッドの枠を摑み、なかなか起き上がれずに反動を付けて立ち上がろうとしたところ、ベッドの柵に全力で頭突きをかまして悶もん絶ぜつしたため、慌ててヴィオが治癒魔法を掛けるはめになった。

　ある日、音がしたのでユールシアのいる部屋を覗いてみると、デタラメな鼻歌のようなものを歌っているらしく、思いっきり大口を開けていたせいで、窓から飛び込んできた虫が口に入って盛大に咽むせる様子を見て、メイド総出で虫を吐き出させる作業をすることになった。

　ある日、食の細いユールシアのために、ミンが丹精込めて作った乳幼児でも食べられるソフトクッキーを与えてみたところ、珍しく気に入ったユールシアが口一杯に頰張り、歯が生えてないので嚙むことができずに頰をリスみたいに膨らませて、困った顔をしていた。

　ある日、絨じゅう毯たんの上をハイハイさせていたユールシアが、一瞬だけ目を離した隙にいなくなり、屋敷の家人総出で捜したところ、見つかったときには居間のゴミ箱に逆さまに埋まってもがいていた。

　それらを見てヴィオは思う。

　神に愛されたような幸運な子ども。知性を感じさせる瞳の神が遣わした天子。天使の如く愛らしく可愛らしいお嬢様。それなのに……

「……とても残念なお嬢様です」

　せっかく色々と神様から贈り物を受け取っておきながら、ユールシアはなんと残念なお嬢様なのだろう……。

　そう理解すると同時に、ヴィオの中からユールシアに対する違和感は消えていた。

　見た目と行動とのギャップなのだろうか、ユールシアが生まれてから屋敷の中が明るくなり笑顔に溢れるようになった。

「お嬢様は、本当に天の使いかも知れませんね」

「どうしたの？　ヴィオ」

　不思議そうに問い返すリアステアの髪を梳すかしながら、ヴィオは嬉しそうに微笑む。

　この決して幸せとは言い切れないリアステアに、ユールシアは幸せをもたらすために舞い降りた本当の天使のように思えたのだ。

「ヴィオ……これからもユールシアのこと、よろしくね」

「はい、リア様。この屋敷の皆は、ユルお嬢様のことが大好きですよ」

　リアステアとヴィオはユールシアを思い出し、顔を見合わせて笑い出す。

　そうしてこのお屋敷に小さな〝お姫さま〟が誕生した。

　誰もが美味しいと思う料理人の料理よりも、メイドが思いを込めて作った簡単なおやつのほうを喜ぶ彼女は、きっと下々の心が理解できる素晴らしいお嬢様となるだろう。

　……ただし、あまりにもユールシアが可愛らしくも危ういので、常に誰かが彼女の側にいるようになり、何処へ行くにも抱きかかえ、乳母車さえ使わない過激なまでの過保護状態に陥っていることを、そのお嬢様は知らなかった。

「ふふ……」

　それを思い出したヴィオがくすりと笑い、そろそろ戻ってくるであろう、一歳の祝福に出かけた主人とお嬢様のために心を込めてお茶の準備を始めた。





第三話　二歳になりました







「……これは酷い」

　誰もいない広いお部屋……私には広く感じるけど、たぶんこのお屋敷では小さめなお部屋に、子どもらしく愛らしい声が零れた。

　淡い桃色に塗られた下地に職人さんが可愛らしいお花の画を描いた壁。真新しい小さめのベッドには天蓋まで付いて花柄レースのカーテンが揺れて、お部屋にはオママゴトにでも使うような小さな鏡台と小さな椅子まで置いてあった。

　大人の目線では誰もいないように見えるけど、少し目線を下げればその存在に気づくでしょう。この世界ではまだ大きな硝子は貴重品なのに、この部屋には金額すら想像もできないほど巨大な姿見が備えられ、その前にいる小さな金色の幼児を映していた。

　はい、私、ユールシアです。

　この度、めでたく二歳となった私は、初めてまともに見る自分の姿に啞あ然ぜんとしていた。

「……なんということでしょう」

　私のお母さん……いえ、お母様はとても綺麗な人です。

　ふわふわの金髪は柔らかで良い匂いがしますし、お母様に抱っこされると私はつい嬉しくなってお母様の髪に顔を埋うずめてしまうのです。

　教会で祝福された後に、初めてお父様とも会いました。お仕事がお忙しいのでしょうか？　そのときは教会で悪霊が出たので心配して来てくれたみたいですが、お父様はあまり会いに来られないことをお母様に謝っていました。

　お父様はとても素敵な人でした。二十代半ばくらいかな？　赤みがかった金髪のかなりの美形で色気がムンムンなのですよ。

　お二人を見るに、きっと素敵な出会いだったのでしょう。久しぶりに会ったお父様とお母様は、砂糖を蜂蜜で練り合わせたようなかなり甘々な感じでした。

　そんな美しいお二人の娘なのですから、そりゃあもう私は、将来の自分の容姿に絶大な期待をしていました。

　王子様とかそんな高望みは面倒なのでしませんが、そこそこの家柄の跡取りとか、ほどよい感じに美形で、ベロベロに甘やかしてくれるナイスミドルに見初められる程度の美貌は確保できると、小市民的な思考しかできない私は、将来苦労することはなさそうだと高を括っていたのです。

　少なくとも、赤ちゃんの頃にお母様に抱っこされて、夜の窓硝子に映る自分を見て、これだけ可愛い赤ちゃんなら『これはイケる』と思っていました。

　そうです。……思っていました。

「これは〝無い〟わ」

　いえいえ、ちょっと勘違いしそうになるけど、見た目が悪いわけじゃないのですよ。ある意味、すんごい美人だとは思うの。

　でもねぇ……それは数年先で良いのよ。十歳か、そのちょっと前くらいから美貌が開花してくれれば充分なの。それまでは可愛らしいとか、愛らしいとか、まあ、お宅のユールシアちゃんは天使みたいね、とか言われるくらいで良いのですよ。

　私がゆっくりと首を振ると、肩まで伸びた癖のない金の髪がさらりと揺れる。

　なんだこれ？　金色だけど金髪じゃないぞ。完璧に元の姿の『金色の毛皮』そのまんまだよね？　こんなの金髪じゃなくて『黄金で出来た糸』だよ。

　お肌の色は普通に白い肌色……だけど、よく見ると毛穴がない。人間の肌なんてよく見ると皺しわがあるのに、それもほとんど無いのだけど？

　顔立ちは上手いこと両親の良い部分だけを引き継いだみたいで、桜色の小さな唇も、黄金の長い睫まつ毛げもとても綺麗で可愛らしい。

　お化粧は目鼻立ちをはっきりさせるためにするものだけど、それが造形だけでナチュラルに再現されているとか、ちょっとあれじゃない？

　……まぁ、ここまでなら私も、ちょっと派手だけど綺麗に生まれて良かったなぁ……で済んだのに、私の外見の問題はそれだけで済まなかった。

　えっとね……〝歪み〟がね……無いのですよ。

　何を言っているのかと言われると、何と言えば良いのやら。

　要するに、人間は生き物なのです。当たり前のことですが生きていれば、血管、骨格、生活習慣、食事の癖や歩き方でも、この世に生きて成長する生物なら、必ず生じるはずの〝歪み〟が、私にはまったく存在しなかったのです。

　それだけならまだいい。いや、良くはないけど、とりあえずは納得できる。近所のおばちゃんにお世辞で言われる『お人形さんみたいね』って評価が、本当の意味で使われるだけだから。

　だけど残念なことに私は『お人形さん』ではない。こんなお人形が本当にいたら嫌すぎる。

　私の瞳はね、お父様ともお母様とも似ている、桃色がかった金色なの。

　だけど、〝眼力〟が強すぎじゃないですか？

　こんな優しい色合いなのに、どうしてこうも異様な眼光というか、奇妙な迫力を無駄に撒まき散ちらしているのか。たぶん私だけの評価じゃないよ。私の容姿を見慣れているはずのメイドさんたちだって、私がジッと見つめると目を逸らすもの！

　これは〝無い〟。こんな怖い二歳児なんていない。

　この一年で私の身体に何があった？　この髪か？　やっぱりこの悪魔の体毛のせいなのか？　坊主にでもすれば解決するのかもしれないけど、それは普通に可愛らしくありたい私にとって本末転倒である。私はこの『光の世界』で普通に女の子として生きたいから、〝彼〟の怒りを買ってまでこの世界に来たのです。

　この世界の人たちは、私の歪みのことには気づかないかもしれない。

　でも、〝私〟には分かる。あの夢の世界で見た夢の知識を知る私は理解できてしまう。私はそれに気づいてゾクッと寒気がした。

「これって、〝人間〟の姿じゃないわ……」

　この姿は、完璧に作られた３ＤＣＧに近い。人が理想とする完璧な虚像なんて、そんなものが現実に現れたら完全に周りから浮いてしまう。

　二歳になって初めて与えられた自分の部屋で、私は鏡に映った自分を見つめたまま、呆然としてそう呟いた。




　はい、私の人生目標が決まりました。これからの私は『人間らしく生きよう』と思います。

　普通の人なら、『人としてお天道様の下を歩けるような真面目な人になろう』という意味になると思いますが、私の場合は、そのまんまの意味だったりする。

　雰囲気美人じゃないけど、容姿が人から外れているのなら、せめて中身だけは普通の人間っぽく振る舞って雰囲気で誤魔化そう……という、人間の社会に紛れたか弱い悪魔の『生活の知恵』でございます。

　よく思い出してみると、二歳の誕生日におめかしされた私を見て、お父様が花束を落としたのは怯えていたのかもしれないわ……。

　お忙しいお父様には会う機会が少ないけど慣れてもらうしかない。少なくとも、お母様とお屋敷の人たちはかなり慣れたので、最近は硬直しなくなった。

　今度会えたら、ネコのようにすり寄ってみよう。ネコは本業みたいなものだし得意分野だ。




　さて……二歳となった次の月になりましたが、その日は、私とお母様とヴィオの三人で……あ、御者をしているお兄さんもいたわ。とにかくその面子でお出かけすることになりました。

　そして今回も、凄く時間を掛けて着せ替え人形にされたあげく、もの凄くおめかしをされました。

　深い青のサテン地で、真っ白なレースと銀糸で刺し繡しゅうがされた、ゴシック風のドレスです。

　これ……子ども服じゃないよね？　大人が着るような豪華なドレスをお人形用に仕立てた、硝子ケースに飾っておくようなドレスだよね？

　これ一着で一般家庭のお給料を超えてない？　完全なオーダーメイドだよね？　大人のドレスよりもお金掛かっているよね？　来年は着られないよ？

　本当もう、うちの経済観念はどうなっているのかと、二歳児ながら心配になります。

「ユル、どうかしたの？　気分でも悪い？」

「ユルお嬢様、何かお飲みになりますか？　果実水と紅茶がございますよ？」

　馬車の中で物思いにふけっていた私に、お母様とヴィオが心配そうな顔で声を掛けてくれた。

「ううん」

　私はニカッと微笑ほほえんで小さく首を振る。お母様たちに心配を掛けてしまった。こんな怖い私でもお母様が普通に娘として見てくれていることが嬉しい。そんな思いでニコニコとしていると、お母様にぎゅっと抱きしめられた。……その後ろでヴィオの指先がわきわきしているのは何か病気なのでしょうか？

　とりあえず、うちの家計のことは置いておこう。お金のことなら将来的に子どもモデルとかで家計に貢献できるかもしれない。

　まずそれより私は、今日のお出かけをずっと楽しみにしていたのです。

「お母様、まだー？」

「もう少しよ、ユル。向こうに着いても、大人しくお利口さんにできる？」

「できるー」

「沢山お喋りできて偉いわね、ユル」

　お母さんやヴィオもニコニコしている。

　二歳児の割に随分と流りゅう暢ちょうにお喋りしているように思えるかもしれないけど、実は違う。悪魔としての『言語補正機能』を緩めると、実際はこんな感じに聞こえるはず。

『おかーた、またぁ？』

『できゅー』

　舌っ足らずの二歳児は可愛い。そしてあざとい。

　それにしてもお母様、大人しくできる？　とは言いますが、私が動こうとしてもすぐに誰かに抱っこされてしまいますので、わたくし、まともに走り回ることすらできませんのよ？

　今もお母様のお膝で抱っこされていますし、私が死産で生まれて息を吹き返した経緯から過保護になるのも分かるのですけど、それでもお屋敷の皆さん過保護すぎません？　私が普通の子どもだったらまともに歩けなくなりますよ？

　お屋敷で私がすることなんて、スプーンでご飯を口に運ぶだけ。それでも味覚が変だから小食なので、油断をするとすぐにスプーンを奪われて、ひな鳥のように食べさせられるのです。

　それはどうでも良いとして、それで今日はなんのお出かけかというと、あの教会があった街に分校がある、『魔術学園協賛二歳児からの魔法教育、子ども魔力検査の日』であります。

　魔力検査……魔法っ！　そうです、今日は私の魔術適性を調べるのです。

　やっぱり、ファンタジーは魔法だよね……。

　せっかく魔力がバカ多い悪魔として生まれたのに、唯一の話し相手は根っからの脳筋だし、しかも暴君だから知性のある相手も物理的に喰くいまくり、もう魔法を使える機会はないのかと諦めていたのです。

「さあ、着きましたよ、ユル。馬車から降りましょうね」

「はぁい」

　ようやく馬車から降りて歩けるのかと思ったら、お母様は私を先に降りていたヴィオにパスするように受け渡した。

「ヴィオさん、私、歩けるよ？」

　ちなみに今の言葉も実際には──

『びおしゃ、あぁし、あーけりゅぉ？』

　──となる。ほとんどわかんねぇな。まぁ、どうでもいいんだけど、何故かこんな幼児言葉でも完璧に解読しているヴィオは私にニコリと微笑んだ。

「とんでもございません、ユルお嬢様にはまだお外は危のうございます。どうか私がお運びすることをお許しください。それと、私ども使用人のことはどうぞ呼び捨てに」

「う、うん」

　ま、いいか……。でも凄いね、ヴィオ。さすがメイド三人娘の最年長。

　大人っぽいけどまだ十七歳だっけ？　ヴィオは背が高めの黒髪美人さんで、可愛らしいお母様と一緒にいると、私たちと同じ子ども魔力検査を受けに来た若いお父さんが二人に見み蕩とれて、その次に私が人形じゃないと気づいてギョッとするまでがお約束。ちくしょー。




　馬車を降りた私たちが魔術学園分校の正門を通ると、その先には芝生や庭園が広がっていた。そもそも魔術の素養がある人は貴族が多いし、卒業生が寄付もするので学園の設備も意外とお金が掛けてある。

　今日みたいな日は学園もお休みなのかと思ったけど、ラフな格好をした十代の学生みたいな人たちをチラホラ見かけた。

　あっちで男の子と女の子が手を繫いで歩いている。なんかいいなぁ……。

　私もこの学園に入学してみたい。お父様やお母様、そしてヴィオも魔術学園の卒業生らしいのでなおさら憧れる。

　でも、魔術学園なのだから、魔術か魔法が使えないと入学できない。もし魔術の素養がなかったら、フェルやミンが通ったという普通の学校に通うことになる。

　普通の学校は、保有魔力が少ない人や魔術の素養がない人に一般教育をするところで、文字の読み書きや算術、歴史や道徳、希望すれば礼儀作法や剣術とかも教えてもらえるみたい。

　ただし、教育期間は七歳からの六年間だけ。フェルやミンはそこで礼儀作法とメイドの技術を学んで、十三歳でうちのメイド見習いになったんだって。

　……教育終わるのが早い。確かこの国の成人は十五歳らしいのだけど、二人ともその前に就職しちゃっている。

　その代わり、魔術学園は九年間教育する。なんか夢の世界の制度と似ているけど、十五歳の成人で卒業になり社会に出ることになるので、自然とそうなったんじゃないかな。一般教養の他にも魔術とか習うし、貴族が多いからそれ専用の教育もされる。しかも制服もあって、学生としての身分も保障されるし、優秀なら飛び級もあるそうだ。

　やっぱり貴族が多いと教育に差が出るのね。普通の学校にも貴族や裕福層用のクラス分けはあるみたいだけど、私は普通の甘酸っぱい男女の青春っぽいことをしてみたい。それはやはり、夢の世界で見た『私』がずっと病室にいたので、なおさら憧れているのかもしれない。

　貴族とかなら十代初めから社交界デビュー？　──って奴をするらしいけど、そこでの出会いなんてお見合いみたいで味気ない。私は小学生ではなく、せめて中学生の甘酸っぱい男女の青春がしたいのです。

　だからこそ、私は魔術学園に入りたい。不純な動機だけど、魔術の適性がないと自動的に普通の学校に通うことになるから、魔力検査、がんばるぞー。




　そうして『子ども魔力検査』の会場に入ると、そこにはすでに結構な数の親子連れがいた。

　でもパッと見て私のような幼児は十数人くらいかな？　ヴィオに抱っこされたまま私たちが受付に向かうと、私に気づいた受付のお姉さんがビクッと身をすくませた。

　人の顔を見て驚くとは失礼な……。私、そこまで酷くはないよね？　さすがに傷つくよ？　そんな思いを込めて半分涙目で見つめると、お姉さんはもの凄く慌てたようにお母さんに検査の説明を始めた。

　お母さんとヴィオは何事もなかったかのように、お姉さんの話に頷うなずいていた。それって私がいると変なことが起こることに慣れているとか？

　私は『人間らしく』振る舞わないといけないのに、なんかもう挫くじけそう。

　それで説明を聞いて分かったことは、検査は実際に魔力が使えるか試してそれを見るんだって。物語にありがちな、水晶玉に手を置いて『君の適性はこれだーっ』みたいな感じではなく、仕切りで隔てられたブースに置いてある専用の杖つえを振ると小さな魔法が飛び出すらしく、出たら合格、出なければ不合格の、とっても単純なものだった。

　まあ、二歳児相手なら単純なのも当然か。だけど二歳児に魔力の込め方なんて分かるの？

　そもそも魔力ってなに？　それ美お味いしいの？　そんな状態の私にそれができるのかと不安になっていたら、どこかの幼児が握った杖の先にライターみたいな小さな火を出していた。

　とりあえず杖を握ればなんとかなるみたい。あの幼児がいた場所は〝火〟のマークが付いていた。もしかしたら複数の属性を得られることもあるのかも。

　まず私は、普通の魔術を試すらしい。

　普通？　普通ってなんだ？　そもそも説明にも『魔術』と『魔法』があるのは何故？　悪魔の翻訳機能で文字を読んでみると、普通の魔術は魔術だったけど、他は魔術だったり魔法だったりしている。

　呪文を唱えるのが魔術？　呪文を使わないのが魔法？　魔術学園と言うからには、勉強して使うのが魔術で、勢いで使うのが魔法なのかも。そして普通の魔術には火と水と土と風の四種類のブースがあった。なるほど、普通に汎用性が高そうね。

「……で、では、お嬢様にはこちらの杖を握らせてください」

　火のブースのお兄さんに怯えられた。……どうして二歳児に怯えるの？

　お母さんがお兄さんから受け取った杖……鉛筆？　そんな感じの小さな杖を渡してくれたので、私は勢いよく振ってみる。

　ピシ……ッ!!

「…………」

　割れた……。鉛筆みたいな杖が縦に割れて、全員が微妙な表情で黙り込む。

「も、もう一度、試してみましょう！」

　お兄さん前向きね。怖がらせてしまったけど、あなたは立派なお兄さんだわ！　そしてお兄さんが新しい杖を用意してくれたけど、その杖は振るうまでもなく私が握った瞬間、また割れた。

「「「…………」」」

　沈黙が痛い。私とお兄さんの顔が泣きそうになり、お母さんとヴィオの顔がまた、なんとも言えない微妙な感じになっている。

「私の……杖を使いましょう」

　何が彼にそこまでさせるのか。お兄さんは幼児用の杖を諦め、彼自身が使っている私の身長ほどもある杖を差し出した。そこまでされて私が尻込みしたら女が廃すたる。私は彼の心意気に応えるためにも、気合を入れて杖を摑つかんだ。

「「………………」」

　崩壊したわ……杖が。一瞬で黒い塵ちりになって崩れ去る様子は、思わず動画にして投稿したいほどの清々しさがあった。

「……どうやらお嬢様には、火魔術の適性……いえ、才能がないようです」

　……何故、言い直した？

　まぁ、できなかったものは仕方ない。私は前向きに生きるのです。普通の魔術は、まだ土も水も風もある。そのうちどれかでも適性があれば魔術学園に入ることができるのだから、まだ慌てる時間じゃない。

　そう考えて私が辺りを見回すと、こちらの様子を窺うかがっていた他のブースの人たちが一斉に杖を仕舞って、『休憩中』の札を出した。ふざけんな、バカヤロウ。

「ユルお嬢様、まだ精霊魔法が残っていますわ」

　ヴィオの優しさが辛い。でもそれって、試すまでもなく諦めているのよね？　もういいもん。こうなったら精霊魔法は絶対に合格してやるんだから。

　でも、なんで杖が壊れたのでしょ？　才能がないって……才能で杖が壊れるの？　なんだろう？　魔力の問題なのかなぁ……。




　残りのブースは、あと六つ。精霊魔法が四つと、……あれ？　普通の魔術もそうだったけど、この世界って光とか闇の魔法ってないのかな？　精霊なら光も闇もいそうだけど。

　残りの二つは……と最後のブースを探してみると、お母様とヴィオも残り二つのことを考えていたのか、何やらこそこそと相談していた。

「リア様。召喚魔術は、まだ印象が良くありませんが……」

「あの事件からまだ日が浅いから仕方がないわ。それでも悪魔召喚以外ならそれほど危険はないのだけど、一般の人から見たら分からないのかもね」

「…………」

　悪魔召喚かぁ……。私が言うのもあれだけど、確かに印象は悪そうだね。

　それでも二人の話をこっそり聞いていると、召喚魔術は魔法陣の研究が欠かせない学術的な分野で、貴族でも研究職として生業としている人もいるそうだ。ちょっと面白そう。

　それで召喚魔術はいいけれど、最後の一つはなんだろ……って思い、それらしき一番奥のブースを指さす。

「お母様、あっちはなにー？」

「あそこは……神聖魔法ね。人の病気や痛いのを治したりするのよ」

　あ～……あれか。教会でお爺じいちゃんや神官さんたちが使っていた、ピカピカ光るやつか。

　病気や怪我を治せるのなら便利そうだし、食いっぱぐれはなさそうな気がする。でも、私は人間っぽいけど中身が悪魔だから、たぶんダメかもね……と思っていると、私を抱っこしたヴィオが辛そうな顔をして、私を何かから護るように抱きしめた。

「……リア様。神聖魔法が使えると、いずこかの教会に取り込まれる危険性がございます」

　我が家で唯一神聖魔法を使えるヴィオが顔を顰しかめながらそう言うと、お母様が困ったように苦笑いを浮かべた。お母様は大司教のお爺ちゃんと知り合いだからね。困ったもんだ。

　ヴィオがここまで言うのは、よほど嫌なことでもあったのでしょう。あの夢の世界でも怪しい宗教はあったし、この国でも変な宗教があったのかも。

　でも、ヴィオが宗教関係に属していないのなら、神聖魔法と神様はなんの関係もないってことなのね。

「とりあえず、すべてを試してみましょう。ユルの可能性を私たちが決めて、狭めてしまうのは良くないと思うの」

「……申し訳ございません。差し出口をいたしました」

「いいのよ、ヴィオ。ユルのことを考えてくれてありがとう」

「……お姉様」

「ふふ、ヴィオにそう呼ばれるのも久しぶりね」

　あらあら、二人とも魔術学園に通っていたそうだけど、その頃から知り合いだったみたい。

　ヴィオがうちに来たのが十五歳とか言っていたから、学園を卒業してすぐにお母様のメイドになったのね。

　そんな当時の呼び方がポロリと出てくるほど落ち込んでいる気がしたので、私もポンポンと彼女の頭を撫なでてあげたら、泣きそうな顔で笑いながら私をギュッと抱きしめてくれた。

　……ごめん、私、柔やわだから潰れそう。




　さて、気を取り直してお次は精霊魔法でございます。

　魔術じゃなくて魔法。普通の魔術みたいに学術的に呪文とか研究された感じじゃなくて、精霊に呼びかける感性が大事だと教えてもらえました。

　だから召喚は魔法陣を使うから魔術で、精霊魔法は感覚でやるから魔法。ムズカシイ。でもそうなると魔法は何を勉強するの？　単に魔力のありなしで分けているだけなのか。

　でも精霊魔法にはちょっと期待している。だって、悪魔と精霊は、同じ精神界の住人だし、広い意味では親戚みたいなものじゃない？

　精霊魔法のブースには、あらかじめ小さな精霊たちが召喚されていて、私たち幼児との親和性を確認するみたい。楽しみねっ。

「…………」

　……あの、風精霊のチビ助ども。私の顔を見た瞬間、全力で逃げ出しやがった。

　親和性どころか声を掛ける暇もなく、私を抱っこしたヴィオがブースの結界内に足を踏み入れた途端、盛大に顔を引ひき攣つらせて、まさしく風の如く一目散に逃げ出した。

　担当試験官のお兄さんも、精霊を留めておくはずの結界を破ってまで逃げ出すとは思っていなかったらしく、啞然として固まっていた。

　人間にたとえたら、鍵の掛かった硝子窓を体当たりで破って逃げ出すようなものだから、そりゃあ啞然としますわ。

「では、次に参りましょう」

　早いわ、ヴィオ。諦めるのが早いわ。仕方ありませんね……。私もあんな二歳児にびびって逃げるような精霊に興味はございませんわ。

「…………」

「ヴィオ……？　この水精霊の子はどうしたのかしら？」

「分かりません……が、どうやら泣いているのかと」

　……泣かれた。顔見た瞬間に泣かれた。

　ちっちゃい女性型の水精霊は、私が近づいただけで突然その場に蹲うずくまり、彼女を呼び出した担当試験官の女性が何を言っても動こうとしなかった。

　いったい水精霊に何があったのか？　でも私は知っている。術者は意思を伝えることはできてもその呟きまでは聞き取れないらしくて慌てていたけど、私にはちゃんと水精霊の『言葉』が聞こえていた。

　水精霊はずっと……

『ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ここに居るのは間違いなんです、ごめんなさい、ごめんなさい、来たくて来たんじゃないんです、ごめんなさい、ごめんなさい、私は食べても美味しくありません、ごめんなさい──』

　……そう呟いていただけなのだから。

　え？　なんでそうなったの？　私、何もしないよ!?　オトモダチになってほしいだけだよ？　私はいい悪魔だよ？　食べたりなんてしないよ？　……ホントウダヨ。

　だから、ちょっとその防御を解いて、お顔を見せてごらんなさい……。

　──ビシッ!!

「うわっ!?　なんだ？」

「土の精霊がっ！」

　いきなり何かが割れる音がして、向かい側のブースが騒がしくなったので何事かと思ったら、どうやらこちらの様子に気づいた土の精霊が、床に穴を掘って逃げようとしていたらしい。

　そのあと、床下に消えた土精霊くんを、担当試験官のおじさんが何度も呼び出そうとしていたけど、二度と呼び出しに応じることはなく、水精霊のブース共々『本日終了』の札が掛けられた。

「…………」

　なんでやねん。

　私か？　私が悪いのか？　せめて顔くらい見なさいよ！

　その点、精霊の中で一番気性が荒々しいと言われる火精霊はマシだった。火トカゲみたいな姿をした火精霊は私と目が合っても視線を逸らすことなく、私を睨にらみ返かえしてきた。

　火精霊は他の精霊よりマシだった。でもダメでした。

「……火の精霊さん、こんにちは」

『…………』

　ボンッ！

「火の精霊が消えた!?」

「何故だっ、何故消滅したっ!?」

　他のブースが閉鎖になって暇になった精霊魔法の試験官たちが騒ぎ出す。

　……いきなり自殺かよ！

　そりゃあ、精霊も悪魔と一緒で、物質界で滅んでも精神界で再構築されるよ？　だからって自滅はないでしょ！　物質界で滅ぶと力は下がるし、下手をすれば再構成されるときに別の要素が混ざって、前の個体と違う場合もあるんだよ!?

　どんだけ私が怖かったのよ！

「申し訳ございません……どうやら、お嬢様と精霊との相性は最悪のようです」




　さて、次は本命である召喚魔術です！　──ん？　別に落ち込んでなんかいませんよ。この程度で落ち込むほど悪魔のメンタルは弱くないのです。……ホントだよ！

「では、こちらの魔法陣の適当な部分に触れてみてください」

　召喚魔術のブースで、背筋のピンとした、いかにも『教授』って感じのお爺さんがそう言った。

　抱っこしていたヴィオが椅子の上に私を降ろしている間、お爺さんはつらつらと授業のような説明をしていたけど……もしかして、それ私に言っている？

　とりあえず教授の話を要約すると、テーブルの上にあるこの『汎用型召喚魔法陣』は、大きな生き物は呼べないけど、適当な場所に繫がって、そこにいた適当な昆虫とか、魔力が強ければ強いほど遠くにいる適当な小動物を呼び寄せるという、とっても適当な代物だった。

「うん」

　とりあえず私も適当に頷いて召喚魔法陣にお手々で触れてみると──




　……オォオオオォオオオォオオオオオオオオォオオオオオオオオオオオ……




　まるで、どこか果てしなく遠い、地獄の奥底から響き漏れるような、聞き覚えのある〝獣〟の唸うなり声が魔法陣から響いた。

　バンッ！

　思わずというか、無意識に召喚魔法陣を手で叩たたくと、汎用型召喚魔法陣から光が消えて、ぶずぶすと嫌な臭いと煙を漂わせて、あの〝声〟も消えていた。

　あの声を聴いたお母様やヴィオも顔色を悪くして、それを間近で聴いた教授は一気に老け込んだ酷い顔色をしながらも汎用召喚魔法陣を調べて、首を傾げながらも私たち振り返る。

「失礼をいたしました。汎用型召喚魔法陣が不良品だったようで、奇妙なところへ繫がってしまったのだと思います」

「わ、分かりました。では、試験はどうなるのでしょうか？」

　お母様が顔を青くしながらも私を心配して教授に問う。あれ？　これってもしかして試験が失敗ってこと？

「失敗ではありません。とりあえず繫がりましたので、お嬢様には不確定ではありますが、召喚魔術の適性があると思われます」

　やった。とりあえず合格は貰えた。ギリギリだけど。見る限り魔力さえあれば誰でも発動しそうな気もするけど、それは気にしない。

　でも……やばかったぁあ！　あれって絶対にあれでしょ？　あの声は、やっぱり怒ってる。これだとしばらく里帰りはできないわ。帰り方も分からないけど。

　あの子たちも無事だと良いけど……。

「良かったわね、ユル。魔術学園に通えるわ」

「うん！」

　試験をしてくれた教授にお礼を言って召喚魔術のブースを後にすると、母校に娘が通えることを喜んだお母様が自ら抱っこして私を最後のブースに連れていってくれた。

「おめでとうございます、お嬢様」

　笑顔で喜び合う母子に対して、賛辞を述べるヴィオの表情は仄ほのかに暗い。

　やっぱり最後のブース……神聖魔法はヴィオにとって鬼門なのか。仕方ないので、私は何も分からない幼児の振りをして不思議そうな顔をしながら彼女に手を伸ばすと、ヴィオもやっと笑って私の手に触れてくれた。

　……そんなに宗教が嫌なの？




　さて、最後の神聖魔法だけど、そんなにヴィオが嫌なら試験を受けなくてもいい。もう魔術学園の入学は決まったのだから、はっきり言ってどうでもいい。

「いえ、先ほどリア様が仰ったとおり、誰かの思惑でユルお嬢様の可能性を狭めることはしたくありません。リア様……どうか、お嬢様の試験をお続けください」

「わかったわ」

　そこまで言われては受けないと逆にヴィオが気に病むことになる。

　それで神聖魔法の試験なのだけど、ブースに入るとそこには何故か、鯖さばのような姿をした赤と白の水玉模様のお魚さんがいた。

『……ミ、ミズ……』

「…………」

　喋れるんかい。悪魔の翻訳機能もそこまでしなくていいのに……。

　その水玉模様ってなに？　元から？　それとも病気？　あ、そうですか。鮮やかな水玉は新鮮な証だと神聖魔法の担当試験官が教えてくれました。

　そのお魚さんですが、まな板のような物に乗せられて苦しんでいるらしく、徐々に水玉模様が薄くなっている。

　試験は死にそうになるお魚さんを神聖魔法で癒やせるか試すそうです。

「神聖魔法に術式や呪文はありません。他者を慈しみ、弱者を救いたいと願う清らかな願いのみが神聖魔法を発動させてくれます。新鮮な状態でこの鯖を食したいのなら、この水玉が鮮やかな状態になるまで癒やさなければいけません」

　食う気満々だな。

　この人、試験官だけど、どこかの宗教の人だよね？　さっきの慈愛とか弱者を救うとかの話はどこにいったの？　こんな事をされて、お魚さん可哀想……。

　だから私は──

「おおおっ、素晴らしい！」

　私が握る杖の先から強い光が放たれ、お魚さんがビクンビクンとまな板の上を跳ね回る。

「新鮮で美味しそうですね」

『ギャアッ！』

　お魚さんはエラ呼吸ができず、苦痛と渇きの中でずっと耐えてきた。私はその生にしがみついて苦しみ足あ搔がく愛らしい姿をもっと見ていたくて、お魚さんが生き続けることを願ったのです。

　その結果として、こんな感じになっちゃった。……我ながら酷い。
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「そちらのお嬢様は神聖魔法に強い適性をお持ちのようですね」

　マジかよ、悪魔だよ？

　生きる活力と希望を抱いた瞬間に活いけ締じめされるお魚さんの断末魔を聴きながら、私にできることはもう、試験官が作る鯖料理を、カトラリーを持って待つことしかなかったのです。

　私って……やっぱり悪魔かも。





＊＊＊






　聖王国と呼ばれ、周辺国家の中でも大国とされるタリテルドは、自然と共存している国である。

　その背景として、国教である豊穣の女神の教えに、『人の子よ、自然と共にあれ』というものがあり、敬けい虔けんなタリテルドの民が何世代にもわたり実践した結果、街には街路樹が植えられ、自然を公園のように残した緑の多い街づくりがされていた。

　貴族や裕福な者にとっては屋敷内にも樹木があるのが当たり前で、特に裕福な者たちは街中の屋敷の他にも、自然溢れる場所に別邸を持つのが普通だった。聖王国西部にあるトゥール領でもそれは同じで、綺麗な小川が流れる森の中にも幾つかの屋敷が建てられていた。

　そんな閑静な森の中の屋敷へ向かう二頭立ての馬車があった。華美ではなく丁寧な作りのその馬車は、分かる者ならよほど良い家の持ち物だと分かるはずだ。

　もしもこの場所が街から離れた街道の森であったら、盗賊や山賊に狙われそうなものだが、護衛を兼ねるはずの御者が欠伸あくびをしているのを見るに、ここは比較的安全な地域なのだろう。

　だが、どれほど衛兵が巡回しようと完璧な安全は得られない。

　野生の狼おおかみはいなくても野犬はいる。山賊は出なくても手癖の悪い輩はどこにでもいるからだ。

　そんな不届きな者たちにとって、街からの帰りで気が抜けた大人と小さな子どもはよい獲物になり得た。だが──

　森が違う。空気が違う。人間は皆、それに少しだけ違和感を覚えながらも、誰もその違和感の正体に気づけなかった。

　虫の音が聞こえない。鳥の声が聞こえない。人では気づけない〝何か〟を感じたのか、獣たちは息を潜め、そんな森の様子に気づけた運の良い者は近づくまでもなく森を離れた。

　地震が起きる地域から鳥や動物が逃げ出すように、小動物が飢えた獣から身を隠すように、森に生きる生き物たちはその何かに怯え、それが通り過ぎるのを神に祈るように待ち続けた。




　その森の近くに傭よう兵へいらしき一団が暮らす天幕があった。

　元々は戦争のあった南部の国より流れてきた難民であったが、どこの国でも受け入れてもらえず、民兵の経験もあった彼らは旅費を稼ぐために商人の護衛をしながら、どこかの国に受け入れてもらえるまで『傭兵団』として生きることにした。

　民に寛容だと言われる聖王国でなら受け入れてもらえるかもしれない。そんな淡い希望を抱いてこの地に来た彼らだったが、どこの場所でも傭兵としては受け入れられても、難民として入ることはできなかった。

　若い者の中には、このまま傭兵団として生きようという意見もあったが、やはり所属する国と帰るべき故郷は欲しい。四家族十五人。その中にはまだ幼い子どももいて、帰りを待つ者たちのためにも〝家〟が欲しかった。

　だが、子どももいて女性もいる傭兵団で、働ける者は成人したばかりの者を含めても八人だけで、国民となるための住居を購入する金など早々貯まるものではなかった。

　未成年の子どもは三人いて二人は十歳を超えていたが、一人だけ幼い子どもがいた。

　まだ四歳の柔らかそうな栗色の髪で愛らしい顔立ちをしたその男の子は、幼いながらも利発で、誰に言われることなく家族のために手伝いをしていた。

「おーい、ノエル。それが終わったら稽古をつけてやるぞ」

「うんっ」

　薪として拾った枝を急いで天幕の側に置いたノエルが、その中からちょうどいい枝を選んで声を掛けた壮年の男に駆け寄っていった。

　男はノエルの父親ではない。一団となって生きる彼らにとって子どもとは全員の子であり、皆が家族だった。その中で物心がつく頃から今の生活をしてきたノエルにとっても、彼らは家族でありかけがえのない〝仲間〟だった。

　それ故に仲間の一人として家族の役に立つことを願ったノエルは、安住の地で普通の生活を夢見るのではなく、早く一人前の戦士となることを望んでいた。

　それは子どもらしくいじらしいが、普通ではない。

　周りの大人たちはノエルを鍛えることで、もし自分たちが死んだとしても生き抜ける術を伝えたかったのかもしれないが、強くなることを望むノエルは家族に甘えることよりも、戦士として仲間の役に立つことを夢見るようになった。

「よし、いいぞ、ノエル。これなら良い戦士になれるぞ」

「本当っ？」

「本当だとも。そのためにはいっぱい食べて早く大きくならないとな」

「うん！」

　街で宿に泊まれるほど裕福ではないが、食材を買えないほど貧窮してもいない。夕ゆう餉げの手伝いを買って出たノエルは家族の一人から芋を洗うように頼まれ、近くの小川へと駆けていった。

　この場所で野営をしているのも、幼児を一人で芋洗いに行かせるのも、この辺りが比較的安全と聞いていたからだ。

　これまでの国なら、貴族の屋敷があるような場所で野営などできないが、この地の領主は寛容な人物らしく、次の仕事が決まるまでならとお目こぼしをされていた。

「冷たい……」

　季節はもう秋になり、昼間はまだ暑さも残るが陽が傾けば、小川の水も冷たく感じられた。あと一ヵ月も経てば霜も降りて野営には厳しい季節になる。そうなればこの国のどこかで安い住居を借りて冬を越さなくてはいけなくなるだろう。

　他国の国籍でも残っていれば借り家でも一年間なら市民権を貰えたが、無国籍の難民である彼らは住居を購入しないかぎり、子どもを学校にも通わせることもできない。

　年上の子どもは数年だが学校にも通ったことはある。だが、このままの状況が続けばノエルだけが学校へ通えなくなるだろう。

　ノエル本人は幼すぎてそれを残念にも思わなかったが、年上の子どもたちが学校で学んだこの世界の歴史に現れた、本物の〝勇者〟や〝聖女〟の話を聞いて、幼心に憧れを抱いた。

　光り輝く剣を掲げた自分が勇者となり、金髪の綺麗なお姫さまのような聖女を護りながら、悪と戦う。ノエルにとって『聖女さま』とは絵本で見たお姫さまそのものであったのだ。

「……聖女さまって、きれいなんだろうなぁ」

　ノエルがそんな呟きを漏らした、そのとき──




「おい、ガキがいたぞ」

「あれが難民か？」

　突然、小川の向こう側から現れた男たちが、ノエルを見てそんな言葉を漏らした。

「……だ、だれ？」

　男たちは野盗には見えなかった。少なくとも平民らしき服装をしていた。だが、彼らは不自然なほど身み綺ぎ麗れいであり、その動きはまるで訓練された兵士のようであった。

　会話から察するに彼らはここに難民がいることを知っていた。そんな男たちが無表情で小川を渡り、大きな麻袋を広げるのを見てノエルは即座に彼らが〝賊〟だと判断した。

「だれか──」

「大人しくしろっ」

　声をあげようとしたノエルに男の一人が語気を強めて腕を伸ばし、その瞬間、ノエルは洗っていた芋を下手から投げつけた。

「むっ」

　男が咄とっ嗟さに芋を腕で払う。避ける必要さえないものであったが、こんな幼児が反撃をしてくるとは思わず、反射的に訓練通りの行動をしてしまった。

「待てっ！」

　その一瞬で背を向けて走り出したノエルを男たちが追う。子どもにしては驚くような機転で、相手がただの野盗ならそれで逃げられたはずだが、男たちもただの人ひと攫さらいではなかった。

「わぁ！」

「騒ぐな」

　子どもと大人の差か、慌てることなく追いついた男の一人がノエルの頭を摑んで持ち上げる。だが、ノエルが稼いだその十数秒の時間と、騒いだ声は無駄でなかった。

「ノエルっ！」

　異変を察したノエルの家族である壮年の男と若者の二人が、武器を持って駆けつけてくれた。

「ノエルを離せ！　この人攫いが！」

　普段着のままだが槍やりを構えた男二人に人攫いの男たちが顔を顰めると、摑んでいたノエルを投げ捨て、一番後ろにいた男が初めて口を開いた。

「やれ」

「「はっ」」

　腰の後ろから短剣を抜き放つ人攫いたち。傭兵たちの槍に対して明らかに劣る短剣でありながら、訓練されたその構えと自信のある顔つきに、傭兵の二人も警戒する。

　護衛の仕事で世間話をした商人の話では、二年前にこの国で『悪魔召喚事件』が起きたとき、生け贄目的で大勢の子どもが攫われたらしい。最近でも旅人の子どもが攫われるという噂うわさがあったことから、傭兵たちはこいつらの事かと怒りを漲みなぎらせた。

　ガキィンッ！

　若い傭兵が繰り出した槍を人攫いが短剣でいなす。

　傭兵たちの槍は実戦で鍛えたものだが、人攫いたちはやはり正規の訓練を受けているらしく、間合いの短い短剣を巧みに使い、傭兵たちを徐々に追い込んでいった。

　人攫いたちは何者なのか？　どこかの兵士なのか？　そんな人間がどうして子どもを攫うのか？

「みんな、無事か!?」

「おおっ、来てくれたか！」

　そこに物音を聞きつけた残り六人の傭兵が駆けつけてきた。

「……ちっ」

　実力では人攫いたちのほうが上だったが、相手の数が倍以上になれば、間合いの差で不利になる。

「もう逃げられないぞ、人攫いども！」

　一瞬で逆転した状況に前に出ていた二人の人攫いたちが後ろに下がり、指示を出していた男が、呪文詠唱らしきものをし始めた。

「魔術がくるぞっ！」

　壮年の男が仲間たちに叫ぶ。傭兵たちは学ぶ機会がなく、魔力があっても簡単なことしかできないが、これまでに戦った盗賊の中には攻撃魔術を使える者もいて、その危険性はよく知っていた。

「──【風の防壁ウィンドウォール】──」

　男が最後の言葉を放つと、戦闘区域全体が風で覆われ、外部との音を遮断する。

　攻撃魔術が来ると思っていた傭兵たちの反応が遅れ、男はすぐさま次の呪文を唱え始めた。

「──我が声が聞こえたなら、我が呼びかけに応えよ──」

　だがそれは攻撃魔術でも先ほどのような補助魔術でもなく、〝精霊魔法〟だった。

「出でよ、【火サのラ下マ級ン精ダ霊ー】──」

　その声に応じて、男の腰に下げた火ほ口くち箱ばこから炎のトカゲが現れた。

「火サのラ下マ級ン精ダ霊ーよ、我が敵を打ち倒せ」

　召喚者の命令に仔こ犬いぬ程度だった火の精霊が、虎ほどの大きさの竜に姿を変え、一瞬で上昇した周囲の気温だけでなく、その威圧感に傭兵たちは脂汗を垂らした。

　下級とはいえ精霊は厄介な相手だった。〝下級精霊ローエレメンタル〟は〝下級悪魔レッサーデーモン〟と同格の存在であり、悪魔と同様に普通の武器ではほとんどダメージが通らない。人間ができる対抗手段は魔力による攻撃か、攻撃の瞬間に『滅ぼす』という意志の力で精霊の精神力を上回るしかなかった。

「……くそっ」

　それを知る壮年の傭兵は心が折れかかっていた。自分たちの貧弱な武器では全滅もあり得たからだ。せめてノエルだけでも逃がしたいと願ったが、ノエルは投げ捨てられたときにどこかを打ったのか蹲ったまま動けずにいる。

　若い傭兵たちも壮年の傭兵の様子に息を吞み、それを見て人攫いたちが歪んだ笑みを浮かべた、そのとき──

『──────』

　今にも傭兵たちに襲いかかろうとしていた火精霊が唐突に動きを止めた。

　精霊にも意思がある。悪魔は契約によって行動を縛れるが、精霊はあくまで精霊の意思で人間に協力をしている。

　だからといって精霊が正義に目覚めたわけではない。精霊は悪魔の〝邪〟に対する〝正〟の存在ではあるが、精霊は害意を向けられないかぎり人間の善悪を理解できず、召喚者が悪人であったとしてもその命令に逆らうことはない。

　精霊は自分の領域を穢けがされるまで、その命令を忠実にこなすのだ。

「……どうしたっ!?　【火サのラ下マ級ン精ダ霊ー】──行けっ！」

『──────』

　もう一度召喚者が火精霊に命じるがぴくりとも動かない。

　火の精霊は他の精霊より破壊衝動が強いと言われ、戦いに恐れをなしているとは思えない。それなのに闘志で燃えさかっていた全身の炎がしゅるしゅると縮みあがり、燃え尽きたかのような顔でぶるぶると、まるで怯えるように全身が震え始めた。

　精霊が気にするような、よほどの事でもあったのか？　火精霊は視線の定まらない瞳を森の一点に向け、そのとき一瞬だけ、木々の隙間を一台の貴族が乗るような馬車が通り過ぎた。

『──────ッ!!』

　その瞬間、全身の炎をネコのように逆立たせた火精霊が、召喚者の張った【風の防壁】を打ち破るようにして、全力で反対方向へ逃げ出した。

「「「…………」」」

　尻尾を股の間に挟んだ負け犬のような姿で逃げていく様子を、その場にいた全員が啞然として見送っていた。

「…………あ」

　そのとき、倒れていたノエルから微かに声が漏れて、啞然としていた男たちが我に返る。

「──て、撤退だ！」

　どう表現して良いか分からない出来事に人攫いたちが退いていくと、訳が分からない傭兵たちも慌ててノエルを確保した。




「もう大丈夫だ。帰ろう、ノエル」

「……うん」

　ノエルも動けはしないが大きな怪我もない。壮年の男がノエルを抱えて、傭兵たちが野営地に戻ろうと道に出ると、ちょうど先ほど見えた馬車が通りかかり、その馬車とすれ違うときに顔を上げたノエルは、馬車の窓から外を見る自分よりも幼い金色の幼女を瞳に映す。

　ノエルは彼女を見た瞬間──その清らかな美しさに心を打たれ、きっと精霊も悪人に手を貸したことを恥じて逃げ出したのだと思った。

（……ああ、〝聖女〟さまだぁ……）

　その姿はノエルの幼な心に焼きついて、幼い少年は生まれて初めての小さな〝想い〟をその胸に宿した。





第四話　三歳になりました







「ユールシア……私のことを覚えているか？」

　今日は私の三歳の誕生日。私を真正面から見つめたその男性は、不安そうに揺れるその瞳に私を映しながら、そう呟いた。

　私ももちろん覚えている。覚えていないはずがない。

　その方が私の『お父様』である以上に、こんな素敵な〝美人〟な男性を忘れるなんて、私には無理なことでございます！

　でもまぁ、一年に一回か二回？　その程度しか会いに来られないのだから、幼い娘が父親である自分の顔を忘れても仕方ない……なぁんて、思いがひしひしと伝わってくる。

　ですが、ご安心あれ、お父様っ！　この私ユールシアはあの神聖魔法の一件以来自分が悪魔であることを認識して、以前よりも『人間らしくあろう』と振る舞っているので、もちろんあなたの娘としても頑張らせていただきますわ！

「……おとぅしゃま？」

　おお……三歳になっても舌っ足らずが治ってない。それでも一生懸命そう呼んでちょこちょこと近づいていくと、お父様の顔に驚きょう愕がくと喜色が同時に浮かぶ。

「ユールシア……私を〝父〟と呼んでくれるのか」

　あれ？　今まで呼んだことなかったっけ？　あ、なかったわ。そんなわけで初めて父と呼ばれたお父様は、震える手で私に触れようとして躊ちゅう躇ちょする。

　ちょっとお父様？　三歳の娘に怯えすぎじゃないでしょうか？　実の娘といえども私は非人間的な外見をしておりますし、自覚もしておりますが、そこまで怖がられると悪魔メンタルでもへこみますわよ？

　でもっ、そこで挫くじけてはいけないのです！　人間社会に紛れるか弱い悪魔としてはお父様のような素敵な男性に護ってもらうのが一番なので、ここが正念場です。

　決して〝年上美形の小父様が好き〟とかそんな理由ではないのですっ!!

　今日はせっかくのお誕生日なので、お父様には〝私〟に慣れていただきましょう。




「ユールシア、三歳のお誕生日おめでとう」

「「「ユルお嬢様、おめでとうございます」」」

「ありあとー」

　そのパーティーで、私はお母様から銀製の櫛くしをいただいた。これって悪魔が使っても平気なの？　でも、よく考えたら毎日銀製のカトラリー使っているじゃない。

　そんで三人メイドさんからはなんとお給料から出し合って、『三歳からできる幼児魔導書』なる書物をいただいた。……この世界ってまだ本が高いんじゃないの？　無理してない？　でもそんな小市民的な心配を三歳のお嬢様ができないので、笑顔で喜んだら、三人で手を合わせて可愛らしく喜んでいました。

　乳母のお仕事を終えて家に戻っていたトルフィさんも来てくれて、お部屋に飾るとっても素敵な絵画をいただいた。彼女の息子さんで私の乳兄弟？となる四歳のトニーくんも来たけど、私を見るなり寝てしまった。それはもう気絶でもするみたいに。……来年はもうこないな、この子。

　そして、馬車を飛ばしてきたのか疲れ気味のお父様からは、私よりも大きいクマさんと、ディフォルメされたウサギのヌイグルミ、それから抱えきれない百合の花束、王都で有名なお店の焼き菓子をいっぱい貰いましたっ！

　お菓子……お菓子かぁ……。

　相変わらず味覚の障害は治っていない。ミンが作るお菓子も大丈夫なときと大丈夫じゃないときがあって、料理長の作るご馳ち走そうはお菓子も味が足りなく感じる。

　最近は私が慣れてきたのか、彼が私に慣れたのか随分マシになってきたけど、最初の頃なんて、スープとかただの温かい塩水だったし……。

　それが有名店か何か知らないけど、知らない人が作ったお菓子なんて甘くて柔らかいアスファルトみたいな感じだった。アスファルトは食べたことないけど。

　でも、頑張って美お味いしそうに食べないと、みんなが悲しそうな顔をするから、心で泣きながら完食した。




　そうしてお誕生日パーティーは終わり、お忙しいお父様はいつもすぐに帰ってしまうけど、今回は私に慣れてもらうために、じゃれついて足止めを試みる。

　私を抱っこすることもなく、撫でることも躊躇するお父様にちょこちょこ歩いて近づき、ソファーに腰掛けているお父様のお膝に触れてみた。

「……どうした？　ユールシア」

　私がジッと見つめると見つめられたお父様の視線が少し泳ぐ。……もっと大胆にいかないとダメかもしれない。

「おとしゃま、だっこ」

「お、おお……」

　お父様の目が見開き、返事というか呻うめきというか、よく分からない声をあげたお父様が救いを求めるように視線を巡らすと、温かな瞳で見つめていたお母様が微笑ほほえみながら頷うなずき、お父様は覚悟を決めたようなお顔で力強く私を抱き上げ、座っていたお膝の上に乗せてくれた。

　そんなに覚悟がいるのか……。でも、なんかお膝の上に感動。

　娘的にじゃなく乙女的に。

「「…………」」

　お膝抱っこ状態になったのは良いのだけど、なんとなく父娘で無言になる。

　私はただ美人な男性の大きなお膝と、男性らしい厚い胸板に感動していただけなのだけど、お父様は人間離れをした外見の娘にどう接して良いのか分からないみたいです。

　ですが心配無用ですよ、お父様！　人間らしい娘として覚醒した私には一つの策があるのです。

　そう、私はネコだ。ネコになるのだ。元々本職だから大丈夫。決して私が本能のままにじゃれついているわけではないのです！

「ユールシア……？」

　スリスリと鼻先をお父様の胸元に擦り付けると、お父様が微かに震えた。

　でもそんなことは気にしない。さらにスリスリ顔を擦り付けていると、お父様が恐る恐るという感じの手つきでそっと髪を撫でてくれた。

　お父様、ダメです。お母様はもっと愛情を込めて撫でてくれましたよ！　もっとちゃんと撫でてください──というように、私はお父様の大きな手にも頭をスリスリ擦り付けた。

　……あれ？　なんかお父様から良い匂いがする。

　魔界の〝彼〟や、お母様からも感じた、あの〝ほんのりと甘い酩酊感〟に、私がさらにスリスリしていると、不意にお父様の声が聞こえた。

「……寂しかったのか？」

　まるで自分自身に問うようなその言葉に、私も、『あれ？　そうだっけ？』と顔を上げると、お父様は沈痛な面持ちで私の瞳を真っ直ぐに見つめていた。

　えっと……なんて言えば良いの？　なんかむず痒がゆい感じがする。甘い酩酊感のせいで顔も熱くなって、見つめ合うことも恥ずかしくなった私はお父様の胸に顔を埋うずめる。

「むぅ……」

「フフ……ユールシアは甘えん坊さんだね。それなら私が甘やかしてあげよう」

　まるで怯えていたのが噓のようにお父様の声が愉しげに変わり、髪を撫でていた大きな手がうなじや耳元をくすぐる。

　私がくすぐったさと恥ずかしさで身を捩よじると、お父様は愉たのしそうに微笑みながら私を捕まえた。

「ほら捕まえた」

　なんでしょう……この感覚？　まるで〝彼〟が私をモフっていたときのような……もしかして私、躾しつけられている？

「みぁあ」

　なんか自分でも理解できない声をあげて、お父様の大きな手から逃げるように大きな胸元に顔を埋めると、甘ったるい声で耳元に囁ささやかれた。

「ハハハ、ユールシアはまるで子ネコのようだね」

「みぁあ!?」





＊＊＊






　聖王国タリテルドにフォルトという男がいた。

　彼は武に優れ、智に優れ、周囲の者は彼の将来に多大な期待を寄せていたが、フォルトは自分からその力を奮おうとはしなかった。

　フォルトには姉と兄がいた。三人とも性格は違うが仲の良い姉弟で知られていた。

　姉は勝ち気な性格だが下々には優しく、誰からも愛される姉は兄弟の誇りであり、遠くの国に嫁いだ後も兄弟に強く影響を残した。

　兄は豪胆であるが繊細な人物でもあり、その武はフォルトをしのぎ、その勇猛さと慈愛は多くの者たちを魅了した。

　フォルトは姉と兄を心から尊敬し、姉も兄も、賢く優秀な弟を愛して自慢に思っていた。

　だが、そのフォルトの優秀さが仇あだとなった。

　兄弟の家は、聖王国で最も強い力を持ち、それを継げるのは一人だけだった。フォルトは多くの者から尊敬される兄こそがそれに相応しいと考え、兄が家を継いだときにそれを助けるのが自分の仕事だと、さらに智を求めて研けん鑽さんを積んだ。

　だが……そうなると、フォルトこそが次を継ぐのが相応しいと考える者も現れる。

　フォルトは自分にその気はないとそれを否定したが、そう考える者たちの考えを変えられないと分かると、フォルトは父のところへ赴き、家名を捨てることを選んだ。

　だが、それを止めたのは誰であろう、フォルトの兄であった。彼はフォルトの努力を誰よりも知っていて、その才を惜しみ、何よりもフォルトの人柄を家族の誰よりも認めていた。

　兄はフォルトが望むのなら家督を譲っても良いとさえ考えていた。フォルトにはその力も人望もあると考えていたが、それと同時に弟がそれを望まないことも知っていた。

　弟を自由にしてやりたい。けれども、弟が努力をして身に付けた、その力を奮って自分の側にいてもらいたい。

　相反する思いに悩んだ兄は、フォルトに恨まれるのを承知で弟が望まない策を講じた。

　その策はある意味、正道とも言えるだろう。

　それは弟を、娘しかいない遠縁の家に婿に出すことだった。

　その家に入りその位を弟が継げば、今ほどではないが近くにいてくれる。弟の努力を無駄にせず、兄が望み、フォルトが望んだ、家族を支える仕事ができる。それはただ家名を捨てた男には出来ないことだった。

　普通に考えればなんの問題も無いことだ。誰もが思いつく理想的な結果を得られるが、実際には色々な問題を孕はらんでいた。

　その遠縁の娘は、艶えん聞ぶんの浮き名を流した娘で、弟に彼女を娶めとらせることに兄は苦い思いがした。

　そして、弟には互いに憎からず思い合っていた相手がいた。彼女はフォルトの乳母であった者の娘で、美しく優しい娘だった。

　フォルトが今の立場のまま彼女を迎えるのなら問題はなかった。位の高い貴族家に養子に出してから彼女を迎えれば良い。

　だが、フォルトを婿に出すには彼女の家では位が足りず、だからこそフォルトは共に家名を捨てても良いという彼女と一緒になるために、家を出ることにも躊躇はしなかったのだ。

　そのことに気づいた兄は悩んだ。だがすでに遠縁の娘との話は進められており、様々なしがらみからすでに止められない段階にまで来ていた。

　弟は兄を恨むだろうか？　弟と想いを通わせていた娘も悲しむことになるだろう。それでもフォルトの努力と才が埋もれることを恐れた兄は、強引なまでに親戚の家とフォルトを近づけた。




　遠縁の家に婿として入ったフォルトは、務めとして二人の子をもうけた。最初は他の親戚から養子を貰うことも考えていたが、それは幼馴染みでもあった妻が許さなかった。

　本意ではない婚姻だったとしても、フォルトは妻や二人の娘を愛そうとした。だが、二つ年上の妻は我が強く、娘たちも同様に勝ち気な性格をしており、母が蔑ろにする父を敬うことなく母親の言葉だけを聞いていた。

　そんな生活の中でフォルトは考える。自分は本当に妻と娘たちを愛せているのかと……。

　社交界の薔ば薇らと呼ばれる妻に似て二人の娘も美しく、他人はそれを羨ましいと言うけれど、フォルトはそれを理解できなかった。彼女たちに愛されている実感がなかったからだ。

　兄がフォルトのためにそうしたことは理解している。

　兄のため、父のために働けることは本当に嬉しく思う。これまでの努力が実り、多方面で活躍する場を与えられたフォルトは、その意味では充実していた。

　だが、その思いとは裏腹にフォルトの心労は嵩かさみ、日を追うごとに憔しょう悴すいしていった。

　愛する弟をそんな境遇に追い込んでしまった兄も心を痛め、もう一人の被害者である人物を救うためにも、兄はフォルトに心休まる場所があると伝えた。

　憔悴し、心が荒んでいくことを感じながらも、フォルトは兄がそう言うならと半信半疑でその場所に向かう。

　その場所はフォルトが婿に入った土地の片隅にあった。森の中にある小さな屋敷。そこで彼を待っていたのは、フォルトだけを愛して待ち続けてくれた乳母の娘であった。

　聖王国と呼ばれるタリテルドで一夫多妻は一般的ではないが、フォルトの立場なら彼女を第二夫人に望むこともできただろう。だがフォルトは、愛する彼女が苛烈な妻の怒りを買うことを恐れて、彼女を愛することを自制していた。

　でも、再び彼女に会ったことで溢れる愛情を抑えきれず、二人は互いへの愛を深く知り、神は二人の間に愛らしい〝天使〟を遣わした。




　死産ながら奇跡的に息を吹き返した愛娘は、そうとは思えないほど健やかに育ってくれた。

　だがフォルトは、あまりにも清らかで愛らしい娘に触れることを躊躇する。

　こんな自分が娘に触れてもいいのだろうか？　妻子に疎まれ、そこから逃げるように外の女性に会いに来るような男が、父としてこの清らかな娘に接していいのだろうか……と。

　そんな考えが頭をよぎり、娘を心から愛しながらも娘に会うことを躊躇ためらい、仕事に逃げるようにのめり込んでいった。

　そして娘の二歳の誕生日。フォルトはほぼ一年ぶりとなる娘を見て動揺する。一年前まではただ愛らしいだけの赤子であった娘は、たった一年で……たった二歳で恐ろしいまでの美しさを備えていた。

　娘は本当に人間なのだろうか……本当に神が遣わした〝天使〟様ではないのか？

　自分の娘でありながらそんな考えに至った自分に怯え、フォルトはことさらに娘に触れることを躊躇った。

　それでも目を閉じれば、愛する女性と愛する娘の顔が浮かんでくる。自分が怯え、距離を置くことで父の存在を忘れ、妻や子どもたちのような冷たい視線を向けられたらと考えると、不安に胸が張り裂けそうになるほど恐ろしかった。

　娘の三歳の誕生日。そんな恐れを抱いてフォルトが娘に話しかけると、幼い娘は拙い言葉ながらもフォルトを『お父様』と呼んでくれた。幼さ故に忘れられても仕方がない……そう思っていたのに。

　それでも離れていた時間が長く、娘にどう接して良いのか分からない。すると娘は、彼女から歩み寄るように父に抱擁をせがみ、そのいじらしい姿にフォルトは自分の愚かさに気づかされた。

　娘は寂しかったのだ。父に会えない寂しさで悲しんでいたのだと気づいたとき、フォルトは娘への愛を抑えきれなかった。

　ただ、並外れて美しいというだけで、どうして愛する娘を遠ざけたのか。自分に愛する資格がないからと、どうして罪のない可愛い娘に寂しい思いをさせてしまったのか。

　フォルトは心の中で神に誓う。

　二人を愛そう。一生をかけて、たとえこの世界の何者を敵に回してでも。




　娘は誰にも嫁にやらん。
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　魔術学園にセリナという少女がいた。

　今年で二十歳になり、『少女』と呼ばれるのは、恥ずかしいを通り越して本気でやめてほしかったが、童顔のせいか、彼女を学生の頃から知っている職員や教師が全員でセリナを少女と呼称するので、彼女は訂正するのを諦めた。

　さっさと結婚退職でもすればいいのだが、いまだに良い男は引っかかってくれない。

　魔術学園王都本校、事務受付。それがセリナの正式な仕事である。

　数年前に魔術学園を卒業した彼女は『召喚魔術』を専攻しており、研究が楽しかったセリナはだらだらと学園に居残り、ようやく卒業となった矢先、発生した『悪魔召喚事件』のせいで内定を貰っていたすべての職場からお断りをされてしまった。

　しかも平民のセリナに魔術関連の仕事に就ける伝手はなく、それを不ふ憫びんに思った召喚魔術の教授が、彼女の描く魔法陣の精密さを活かして補助教員に推薦してくれたのだが、生来の愛想の良さが災いして事務受付に回された。

　そんなセリナだが、今の仕事にそれほど不満はない。

　好きだった魔法陣研究への欲求は空いた時間に教授の仕事を手伝うことで満たされ、受付仕事も専門知識があるので外来者の受けが良く、臨時賞与もいただいた。

　人当たりが良いおかげか良家からの縁談もあった。そのときは相手が四十過ぎだったのでお断りしてもらったが、もし良い人が見つかったとしても、セリナはもうしばらくはこの仕事を続けたいと思っていた。

　セリナは極度の『可愛いもの好き』であり、学園に通う子どもたちを見るのは好きだったが、月に一度の魔力検査のときには、さらに沢山の愛らしい幼児を見ることができて、とても満足していた。

　可愛いは〝正義〟であり〝真理〟である。

　その言葉は、セリナが召喚魔法陣の実験中、偶然が重なり繫がった高位世界の言葉であり、言語は理解できないものであったが、迸ほとばしる魂で理解したセリナは、それを〝神託〟と受け止めた。

　まぁ、それはどうでもいい話だが。




　ある日、そんなちょっと変わったセリナが、召喚魔術の恩師に誘われ、人手が足りないと要請があったトゥール領の支部へ赴き、魔力検査の日の受付をしていたところ、そこにメイドを連れた高貴な身分らしき女性が現れた。

　その女性はふわふわの金髪の綺麗な女性で、メイドの女性もかなりの美人だったが、そのメイドが抱いている幼児が〝本物〟だと気づいて度肝を抜かれた。

　最初は〝お人形〟かと思った。黄金を糸にした髪に、貴族が趣味に意気込み、作らせたドレスを纏った本物のお人形を抱いて、冷やかしに来たのかと思ったほどだ。

　富裕層の中には、子どもをペットのように扱い、まるで自分を飾るアクセサリーのように飾り立てる親も稀にいる。この人たちもそんな人たちなのかとセリナはげんなりとした気分になった。

　だが、その幼児がセリナに顔を向けたことで、セリナは心臓が止まるような衝撃を受けた。

　人形……？　そんなはずがない。目鼻立ちが完璧すぎてお人形のようだが、こんな、神か悪魔が創ったような『完璧な人形』などあり得ない。

　こんな幼女に普通の子ども服を着せるなんて神への冒ぼう瀆とくだ。セリナの信仰への侮辱に等しい。

　セリナはそのとき、その幼女の金の瞳に〝神〟を見た。

　その幼女が硬直したセリナを見て、唯一人間味のある少しだけ垂れ目な瞳を潤ませ泣きそうな顔をしたことで、ようやくセリナもその幼女が人間だと理解できた。

　その金色の幼女は召喚魔術と神聖魔法に適性があるようで、セリナが思ったように彼女が高位の貴族なら、数年後にはここの支部ではなく王都にある本校へ入学するはずだ。

　それを今から楽しみで仕方なく、召喚魔術なら教授に頼み込んでお近づきになれるかと、セリナは幼女の名を調べてぐっと拳を握りしめた。




　──カツンッ。

「ひっ……」

　不意に聞こえた硬質な足音にセリナは驚いて顔を上げた。

　セリナは記憶に残る金色の幼女の姿を何度も反はん芻すうしてたまに仕事が遅れがちになり、数日に一度はこうして溜まった書類仕事を片づけるために残業をしていた。

　気がつくと残っている職員は自分だけで、暗くなった学園の事務室で灯っている明かりはセリナの作った魔術光だけになっていた。

　もちろん、教授や研究生も残っている可能性はあるが、彼らもこんな遅くに事務室まで来たりはしない。

　残る可能性は警備員だが、セリナも一人で残って何度か𠮟られた記憶があるので思わず身構えていると、聞こえた硬質な足音が近づき、シンプルだが仕立ての良いシックなドレスを着た美しい女性が、ハイヒールの踵かかとを鳴らして現れた。

「──あら、まだ残っていた人がいたのね」

「ふ、副学園長さま!?」

　驚くセリナに副学園長と呼ばれた女性は悠然と……美しくもどこか猛もう禽きん類を思わせる微笑みをセリナに向ける。

　副学園長と言っても彼女はまだ若く、見た目は二十代の半ば。セリナの知る実年齢でもまだ二十代の後半だったはずだ。

　情の激しさを感じさせる豪ごう奢しゃな赤い髪と、艶やかな真っ赤な唇。その碧あおい瞳は思わず目を逸らしたくなるほど強い光を湛たたえ、顔立ちはきつめだったがそれさえも彼女の魅力のように美しかった。

　もっとも、〝可愛い〟を信仰するセリナの好みではない。

「お仕事、ご苦労様。……そうね、一つお願いできるかしら？」

「は、はい……なんでしょうか？」

　こんな時間外労働中でも、彼女の頼みを断るような根性はセリナにはない。

　でも、疑問には思う。副学園長は理事の中から選ばれた持ち回りの名誉職であり、これまで彼女が学園を訪れたのは年に数回しかない。それがこんな夜遅くに一人で学園にいる理由がセリナには分からなかった。

　そんな困惑の表情を隠しきれないセリナに、副学園長は気分をほぐすように目を細めて笑う。

「そんな難しいことではないわ。ここ数年……三年分もあれば良いのだけど、魔力検査に合格した子たちの名簿を見せてくださる？」

「はい……」

　どうしてそんなものを見たいのだろう？　少しだけそんな疑問が頭をよぎったが、そんな思いも読まれていたのか彼女は親しげな声で教えてくれた。

「将来的に国に仕えるかもしれない子が、どれだけいるか知りたかったのよ」

「すぐに取ってきます！」

　そんな表面上の説明よりも、彼女の笑顔の奥に潜む〝何か〟を感じて、セリナは何度も隠れ見ていた名簿をあっさりと取り出して副学園長に差し出した。

「ありがとう。少しだけ待ってくれるかしら」

　彼女は名簿をパラパラと……読むのではなく探すようにページをめくり、一瞬手を止めてページを確認すると、すぐに名簿を閉じてセリナに返した。

「もう結構よ。手間を掛けたわね。それと若い女の子がこんな時間に残っているのは良くないわ。仕事が溜まっているのなら、朝早くにしなさい」

「はいっ、申し訳ありません！」

　至極もっともな指摘に、セリナが軍人のように起立して返事をすると、副学園長は薄い笑みを浮かべて、杖に灯した魔術光の明かりを揺らしながら暗い廊下の奥へと消えていった。

「…………」

　しばらく気をつけの体勢で固まっていたセリナは、彼女の足音が完全に聞こえなくなるまで立ち尽くしてから、崩れ落ちるように椅子に腰を落として、心底疲れたようにぼそりと呟いた。

「……帰ろ」
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　魔術学園王都本校、副学園長。彼女の名をアルベティーヌという。

　彼女は本来なら平民が言葉を交わせるような身分ではなく、どこに行くにも数名の侍従を連れて歩く立場だが、彼女の護衛や侍従は、彼女の指示によって学園にある庭園に隠れるように待機させられていた。

　どこに誰の目があるか分からない。大勢を引き連れて目立つわけにもいかない。あの事務員らしき少女もおかしな態度をとっていれば、明日から行方不明となっていた可能性もあった。

　完全に信用できる者以外は誰も信用しない。

「ズマナ」

　廊下を歩くアルベティーヌが吐息を漏らすように呟くと、二十代前半の細身の男が現れ、彼女に向けて恭うやうやしく頭を下げた。

「子どもたちはもう眠っていて？」

「はい、お嬢様方は、奥様と旦那様がお帰りにならず、寂しがられておいででしたが、先刻、お二人でお休みになりました」

「そう……」

〝居ないのね〟……と言葉にせず、唇だけで息を漏らすようにそう呟いた。

　本人も意識していないほどの小さな呟きに、ズマナは彼女から声を抑えきれないほどの激情を感じて、微かに目を伏せる。

「付いていらっしゃい」

「はい」

　振り返らずに歩き出したアルベティーヌに、執事姿のズマナが黙礼をして後に続く。

　ハイヒールの音だけが響く、魔術光の明かりが照らす暗い廊下を二人の男女が進む先に、隙間から微かな光を漏らす一つの扉があった。

「ガスパール教授、いらっしゃいますか」

　アルベティーヌが大きくも小さくもなく、ただ語りかけるような声を扉に掛けると、数秒の間を置いて一人の老紳士が扉から現れた。

「これはこれは、アルベティーヌ様、ようこそ」

　こんな夜更けに訪れた、今の上司でありかつての優秀な生徒である彼女を、ガスパール教授は親しげな笑みをもって出迎えた。

「散らかっておりますが、中へどうぞ」

「お邪魔いたしますわ。……あら、教授はまた新しい研究を？」

　アルベティーヌが生徒であった頃からほとんど変わらない研究室で、彼女は見たこともない新しい召喚魔法陣を見て、『研究マニア』と呼ばれていた彼のあだ名を思い出してくすりと笑う。

「ハハハ、去年のことですが手伝いで赴いた地方の魔力検査で、強い魔力を持つ子がいましてな。その子が入学してくるまでに、強い魔力に耐えられる魔法陣を作りたいと思っていたのですよ」

「それは……どちらで？」

「はて……？　ああ、そうそう、確かアルベティーヌ様のお膝元かと」

「そうですか」

　アルベティーヌは先ほど見た名簿の内容を思い出して、少しだけ目を細めた。

「お掛けください。茶でも入れましょう」

「いえ、ありがとうございます。あまり長居をしてもなんですので……例の召喚魔法陣の研究のほうはどうでしょうか？」

「そちらはほぼ完成しております。この強い魔力に耐える術式を組み込めば、さらに効率は上がりますが、強い魔力を扱うと、強制力が低くなるのでそこら辺が問題でしょうか」

　アルベティーヌはガスパール教授に特別な召喚魔法陣の研究を依頼していた。

　それは、魔物、精霊、妖精など種類別のランダムな召喚ではなく、強い個体を術者のイメージを使って選別する新しい召喚魔法陣だった。

　ガスパール教授はそれを面白い試みだと思った。同じ人間が別の日に火の精霊を呼び出したとしても、それは同じ個体ではなく、呼び出された精霊の過ごした年月によって強さに差が生じる。

　術者が精霊側に気に入られて、〝取とり憑つかれた〟状態になれば、その個体は成長して知性を増し、強さが増すことが知られていたが、よほどの術者か、よほど精霊との親和性が高くないとそのような状態にはならず、それを術者の意思で同じ個体を呼び続けることができるのなら、行使する魔術のランクを上げることも可能になるだろう。

　だが──

「そのようなものを、何にお使いになるので？」

　その場の空気がわずかに変わり、ガスパール教授の瞳がアルベティーヌを見つめる。だが、その射るような視線に、アルベティーヌはニコリと微笑んだ。

「わたくしも魔術の研究は好んでおりますの。それにあの忌まわしき事件以降、召喚術師への風当たりがまだ強くありますので、その払拭と、お忙しい旦那様への助けになれば……と」

「……なるほど。さすがはアルベティーヌ様。感服いたしました」

　その模範的な答えにガスパール教授も微笑みを返し、あらかじめ用意してあった実験用の試作魔法陣を取り出す。

「こちらでございます。実験はくれぐれもお気をつけて」

「ありがとうございます。確かに」

　本日の目当ての品を手に入れ、アルベティーヌは作り笑顔ではない、わずかに緩んだ口元で息を吐く。

「それでは教授。このお礼はいずれ必ず──」





第五話　三歳児の華麗な日常







　私の三歳の誕生日から、早くも半年が経ちました。

　さすが三歳。もうお姉さんなので二歳とは格が違いますわ。この半年で周囲が色々と変わりまして、色々なことが分かってきた今日この頃なのでございます。

　まず、欠かせないのが素敵なお父様のことです。

　これまで年に数回だったこのお屋敷への訪問が、いきなり月に数回に増えた。

　……何がありましたの、お父様？　お仕事大丈夫ですか？　クビになったりしませんか？

　いやいや、そんな事あるはずないですよね。あれだけ素敵なお父様ですもの、どこの高級店だろうと、お父様を飾っておくだけで女性客が二十四時間訪れること間違いありません。娘の私が保証します。なんのお仕事か知らないけど。

　それから、あのぅ……毎回、お土産にお菓子はいりませんから。知らない人が作ったお菓子なんていりませんから。そんなにいっぱい食べられませんから！

　あなたの手から食べさせられると断れませんから！　だから、食べますから悲しそうな顔をしないで、お父様!!

　ああ、でも、お父様のお膝の誘惑には勝てません。大きなお膝の上でごろごろするのはとっても好きですし、お母様も隣に座って一緒になって撫なで撫でしてくるのです。

　……お二人とも、私を甘やかしすぎではありませんか？




　三歳になったことで、メイドのミンが絵本以外の本も読んでくれるようになりました。

　メイド三人娘の中でもおっとりとした性格の彼女は、伝記や物語が大好きなので、今日はこの辺りの地域について書いている本を読んでくれました。

　人間に紛れるか弱い悪魔としては、人間世界の情報は大歓迎。

「この世界には、私たちのような〝人族〟の他にも、色々な種族が住んでいます」

「へぇ」

　私たちみたいな普通の人間は『人族』と言うらしい。そして、その他の友好的な、人型の種族も合わせて、『人間種』と呼ぶそうです。

「そして、森の奥には妖精族である『シオダイフク』が住んでいます」

「へぇ……？」

　なんだって？

「森の奥には妖精族であるシオダイフクが──」

「うん、すっごくわかった！」

　のんきな調子で文章を反復するミンを良いお返事で止める。でも、なにそれ？　塩大福ってなんぞや？　大福が森に住んでいるの!?

　……あ、悪魔の言語翻訳機能、切ってたわ。

　私たち悪魔や精霊のような精神生命体は、言葉を理解するのではなく、言葉そのものに含まれる知性体の意思を感じ取って、意味のある〝言葉〟として理解する。

　その場合、この世界の固有名詞ならそのままの〝音〟で聞こえ、リンゴのような私の知識で知っているような単語なら、私の耳にも『リンゴ』と聞こえる。そして私が『リンゴ』と発音すると、それが精霊の使う〝精霊語〟や、神や悪魔が使う〝神霊語〟が作用して、唇から勝手にその場に適した単語を発するのです。

　神レベルになると、この〝神霊語〟に魔力を通すだけで、すべての言語に訳され、〝奇跡〟を起こすこともできる──と、以前魔界で〝彼〟が申しておりました。

　そんな大変便利すぎる翻訳機能なのですが、文字はちょっと困ることになる。

　読むことは問題ない。見るだけで知らない文字が並び替えられて、単語の意味を理解して、文章に変換される。最初だけその変換があるけど、一度変換が終わった単語は次からすらすらと読めるのですよ。

　でも、ダメだ。書くのはダメだ。文法を理解していないのが致命的。

　今の状態だと文字を書くためには、文字を一つ一つ覚えて、書いた文字が脳内で変換されていくのを見ながら修正していくしかないので、ちょー面倒くさい。

　そんなわけで、私はこの世界の言葉を理解するためにも、悪魔の翻訳機能である〝神霊語〟をオフにしていたことを思い出したのです。

　だとすると『塩大福』とはこの世界の固有名詞なのか、本当に大福が住んでいるのか……。私は悪魔の翻訳機能を元に戻して、ゆっくり『シオダイフク』と声にした。

「……エルフ……」

　なんでだよ!?

　そうなのです……この世界には森の妖精こと〝エルフ〟がいるのです。

　あれですよあれ。耳がとんがっていて、寿命が長くて、田舎者のくせに高慢ちきなあれですよ。ミンに話を聞くと、私の認識とそんなに変わらないように感じるけど、この世界の〝常識〟は油断ならない。でも、エルフがいるということは……

「……ドワーフはいるの？」

「ああ、『モチプルンドワーフ』なら山とか鉱山にいますよ～」

「…………」

　もう何も言うまい。いや、言わせてもらう。なんじゃそりゃ。すごくどうでもいいけど、私の認識と違い身長が最低でも二メートルを超える超生命体らしい。

　でもまぁ、モチプルンならシオダイフクよりマシか。……マシなのか？　どちらも人里から離れた場所に集落があるので、人族の国では滅多に出会う機会はないでしょう。そうであれと切に願う。本当に出会ったら顔を見た瞬間に爆笑してしまうから。

　それとミンにはこの国のことも教えてもらった。

　聖王国タリテルド。大陸中央にある大国で、王家を中心に五つの公爵家が守護するこの国には、一千万の人が暮らしているみたい。それが多いのか少ないのか分からないけど、大国と言うからにはたぶん多いのかな。

　そしてここは、西にあるコーエル公爵家のトゥール領という場所らしく、あの教会のあった街は数十万人も住んでいる大都市で、このお屋敷はそこの外れにある森の中にあるんだって。

　魔法はあるけど、交通機関は馬車くらいしかない。一応、魔法を組み込んだ馬車もあって普通の馬車より速いけど、所詮はその程度なので、このトゥール領から一歩も出ずに生涯を終える人もいるらしい。

　タリテルドの周辺には他の国はあるみたいだけど、ここから一番近い隣国でも、片道で通常二ヵ月、高速馬車で一ヵ月以上掛かるみたいだから、柔な私はあまり行きたいとは思わない。

「ユル様ぁ、大陸の北のほうには、『魔王』もいるらしいですよ～？」

「ま、まおう？」

　なんてことでしょう……すごくファンタジーです。

　なんでも北の山脈を越えたところに『魔族』が住んでいて、魔族が住む国もあるみたい。

　でも、魔族？　悪魔とは違うの？　どうやら『魔族エビルレース』とは悪魔の眷属ではなく、『悪魔みたいな悪いことをする種族』の総称で、その王も悪魔公デモンロードではなく『魔王エビルロード』で、要するに『悪い奴の親玉』という意味らしい。……威厳ねぇな。

　要するに呼称ではなく、僭せん称しょうや蔑称。でもそんな蔑称で呼ばれるくらい気が短くて、戦争ばっかりしている面倒な人たちなのだ。人じゃないかもしれないけど。

「その魔族が、最後に人間側に攻めてきたのは何百年も昔の話なので、怖くないですよ～」

　……って、ミンは慰めるように頭を撫でてくれたけど、それ、なんの保証にもなってないよね？　変なフラグを立てないで！




　そして次の日、私は金髪メイドのフェルに抱っこされて、お屋敷近くの小川まで来ました。

「ユル様は、お魚さんが好きですね」

「うん」

　実はそれほど好きではない。

　うちのお屋敷は山の緩やかな斜面にあり、お屋敷から見えるところに綺麗な小川も流れているのです。以前街から帰ったときには、近くでキャンプをしている人たちもいて、眠った幼児を大事そうに運んでいる微笑ましい様子も見えて癒やされました。

　小川には先客がいて、そこではお屋敷の庭師兼護衛であるフランツさんがのんびりと魚釣りをしていました。

　……フランツさん、お仕事は？

　フェルと彼女に抱っこされた私は、そんな様子や釣ったお魚さんを見物しているのですけど、私は何歳になったら〝抱っこ〟から解放されるのでしょう……。

　三歳児って意外と重くない？　ずっと抱っこしているけど大丈夫なの？　腕の筋肉が凄いことになってない？　みんな、ちゃんとお嫁に行けるのかしら？　フェルとミンは同じ歳でまだ十六歳だけど、う～ん……。

　それはさておき、今フランツさんが釣っているお魚さんは夕食にでも出るのかな？　ちっちゃいから唐揚げにすればおやつにはなりそうだけど、どっちみち味覚がおかしい私からすれば、歯ごたえのある野菜のほうがまだ嬉しい。

　そんな私がどうして『魚好き』認定されているのかというと、あの魔力検査の日で、私がお魚さんを神聖魔法で癒やしたせいである。

　自分でもドン引きだけど、あのときの私は苦しんでいる鯖さば（仮）に生の希望を与えて、絶望に染まる様子を見たかったのです。魔界で虫とか追いかけているみたいな、悪魔的な感覚だったのです。

　その思いが私にある神聖魔法の力を呼び覚ました。悪魔なのに。なんて可哀想な鯖（仮）なのでしょう……。ちなみに鯖さんは美お味いしそうなムニエルになりました。

　そんな私ですが、ここで本能の赴くままにお魚さんを叩たたき潰つぶしたりしたら、すぐさま心のお医者さんを呼ばれることになるし、そもそも、そんな手が汚れるようなことはしたくない。

　お部屋で金魚とか飼わないよ？　元気なお魚さんよりも死にかけのほうが魅力的に見えるのは、だんだん嗜好が人間から離れていっているように感じなくもない。

　……ん？　そういうことは、私はやっぱり魚好きということになるのでしょうか？　きっとこれが『人間らしく』ということなのね！

　……そんなわけないでしょ。




　その次の日はヴィオが魔法を教えてくれました。

　結局私は〝召喚魔術〟と〝神聖魔法〟しか適性がないと分かりましたが、いつ悪魔とバレて討伐されるか分からないので、他の魔法のことも知っておいたほうがいい。

　生まれてから三年と半年、結局ここまで来ても私が人間なのか悪魔なのか判別がついていない。悪魔でなくても悪魔っぽい感じは残っているので、変な魔法を使って正体がバレないためにも、知っておくことは大切なのですよ。

「この魔術は、普通の水の魔術です」

　手のひらの上でコポコポと水の玉を浮かべながら、ヴィオが真面目な顔でそう言った。

　うん、知ってる。普通に使われている魔術だよね？　あの時はなんとなく納得したけど、よく考えるとよく分かってない。

「正式名称は？」

「ごく普通の水の魔術にございます」

「…………」

　……適当だな。もしかして本当に『普通の魔術』が正式名称なの？　普通に一般的だから普通？　そもそもどうやって魔術を発動しているの？

「魔力を込めて呪文を唱えれば発動します」

「……呪文の意味は？」

「昔から、呪文を唱えれば普通に発動します」

「…………」

　解説ください。

　要するに、適性のある人間が普通にある呪文を普通に唱えれば普通に発動する？　魔術学園は何を教えているの!?

「呪文は誰が考えたの？」

「古代エルフだと聞き及んでおります」

　そっかぁ……塩大福、良い仕事をしたね。

　ヴィオの呪文を聞いていると、詠唱している言葉が人間の使う通常言語ではなく、奇妙な言葉なのだけど、〝精霊語〟とも〝神霊語〟ともちょっと違う。

　そもそも高位の精霊や悪魔が使う言葉は言語に関係なく意味が通じるはずなのに、その唱えているヴィオ自身が理解していないのは、大昔にいた太古の塩大福とやらが、精霊の言葉をなんとか人間が発音できるレベルに下げたのでしょう。

　その伝えられた呪文を人間は何も考えずに、ずぅ～～っと使ってきたわけだ。アホか。

　なんで呪文の意味を伝えてないのよ？　そのせいでみんな呪文を丸暗記だよ。

　私は悪魔の翻訳機能で理解した。分かりたくないのに気づいてしまった。

　さっきのヴィオが唱えた呪文も、わたしにはこう聞こえた。

『万物を司る水よ、我が手にちゅどえ』

　とちってるよ！　しかもそれを魔術学園で教えちゃってるよ！　しかも何故か発動しているし！

　この世界の魔法は本当に適当だ……。

　普通の魔術はもういいや。次に行きましょう、次に。

「精霊魔法は？」

「探します」

「……え？」

「精霊を見つけて呼びかければ、暇な精霊は応えてくれます」

　暇って……他に言い方はないの？　それより、近くに精霊がいなかったらどうするの？　魔法は使えないの？

「基本的に、風の吹くところには風の精霊が、火が燃える場所には火の精霊が、必ずどこかに潜んでいるはずなので根気よく探します」

　精霊を見つけられたら頼みを聞いてもらえるらしい。かくれんぼの鬼かよ。でも……あれ？

「私、見たことない……」

　生まれてこの方、魔術学園の魔力検査以外で見たことないんだけど？

「ある程度の魔力持ちなら見えるはずですが……そういえば、このお屋敷の周りでは、まったく精霊を見ませんね」

「…………」

　あいつら逃げやがったな。もしかして、私が暖炉に近づくと炎が勝手に弱くなるのは、そういうことかっ！

　要するに、適性のある人間が精霊を見つけて呼びかければ、術者の魔力を対価にお願いを聞いてもらえる？　きっと熟練の精霊使いは見つけるのが上手なのでしょうね……。

　そんで、精霊が術者を気に入ったら近くにいて呼びやすくなる？　うっかり餌付けしてしまったカラスみたいな感じか。

　なんだろう……あっさりというか、もっさりしてる。

　これって魔法と呼んでいいものなの？　とりあえず理解したというより、訳が分からなかったので召喚魔術のことを聞いてみる。

「召喚魔術に使う召喚魔法陣は、精霊が使う言葉を図形化したものだと言われています」

「ほほぉ」

　意外とまともだ。他があれだからだけど。

「それで？」

「なんでございましょうか？　ユルお嬢様」

「……は？」

　それで説明は終わりなの!?

「ほ、他には……？」

「なにせ召喚魔術自体がまだ研究途中の分野で、最近の研究では、呼び出せた精霊や動物に、簡単なお願いをできるようになったと聞き及んでおります」

「……最近？　それなら昔は？」

「呼び出した瞬間に逃げ出したそうです」

　つ、使えねぇ……。

　でもそれって、研究が進んだというより、呼び出される側が慣れてきただけじゃないの？

「……あ」

「どうなされました？　ユルお嬢様」

「ううん、なんでもない……」

　ああ、分かった。だから魔界でポコポコ穴が空くほど『悪魔召喚』が主流になったんだ。悪魔って何か〝お土産〟を貰えると、とりあえず働いちゃうから。真面目だな。

　そんで知能の低い低位の悪魔は、不利な〝契約〟で縛られて、こき使われるわけか……。

「それでも、動物ならまだ簡単なのですが、精霊になると、下位でも呼び出すのは苦労するそうですよ」

「ふ～ん」

　それはなんとなく分かる。精霊魔法と違って合意もなしに呼び出されたら抵抗もする。それに精霊や悪魔は存在自体が魔力の塊のはずだから、私も小さな魔法陣だと片脚しか入れられなかった。

　私の感覚だと、綺麗に描かれた魔法陣は安定している気がする。線が汚い魔法陣だと、なんかささくれに引っかかったような感じがするのよねぇ。それさえなんとかできれば、あとは魔法陣と魔力の大きさでなんとかできるような気がする。

　私は半端な大きさの魔法陣を無理矢理広げて通っちゃったから、その反動で今はこんな状態になってるけど。

「最後に神聖魔法です」

　あ、これは分かる。普通の魔術とちょっと似ているけど、基本的な呪文があっさりしていて、人間の言葉に訳すと『光ひかり在あれ』の一言で終わる。

「ユル様は適性がありますので、それでは魔法の光を作ってみましょう」

「あい」

　お魚さんを癒やすのはなんとなくやっていたけど、意識して呪文を唱えると、電球みたいな光の玉が出来上がった。

「ユルお嬢様、素晴らしいですわっ」

「あ、ありがと」

　こんなんでいいの？　ヴィオが喜んでいるからいいのか。今の光は神聖魔法で作ったけど、火の魔術でも同じことができるらしい。というか、そっちが一般的。普通は怪我を治せる神聖魔法の魔力をそんなことには使わない。

　でも、イメージ次第で結果が変わるのなら、慣れたら大抵のことはできちゃうんじゃないの？　そんなことをヴィオに言ってみたら、神聖魔法を使える彼女は深く頷うなずいた。

「ユルお嬢様。神聖魔法は〝慣れ〟と〝イメージ〟と〝根性〟です」

　まさか、魔法の授業で根性論を聞かされるとは……。

　神聖魔法の呪文は一つだけで、あとは慣れとイメージと魔力量で、怪我を治す【治癒キュア】や破邪の魔法である【聖光ホーリー】へと変化するらしい。

　これ、神さま関係ないよね。

　要するに使いやすい万能エネルギーである魔力の、もっともイメージしやすい状態が〝光〟だっただけで、光＝神様＝神聖の印象がついただけなのかも。

　もしかしたら、魔力で強引に光の精霊を使役しているだけかもしれないけど……。
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　今日はこの世界にいる動物のお勉強です。

　この世界には馬がいる。そりゃあ居るよね。馬車があるのだから。

　姿形は夢の世界での知識にある馬とほとんど変わらない。だけど、この世界の馬はちょっとおバカである。主人を見つけると、尻尾を振りながらワンコのように駆け寄ってきて、盛大にじゃれついてくる。デカいから怖い。

「ほうら、ユールシア。お馬さんだよ」

「おうまー」

　私は今、お父様に抱っこされて、お父様の愛馬を見せてもらっているのです。

　どうしてそうなったかというと、私があまり外にお出かけできないのは可哀想だと、お母様がお父様にお願いしてくれたそうです。

　わーい、今日はお父様とお母様と三人でお出かけだーっ、と楽しみにしていたら、お母様は来られないみたいです……なんでぇ。その代わりと言ってはなんだけど、私のお世話にヴィオを付けてくれました。でも、本日の私の『抱っこ当番』は全面的にお父様だ。

　ねぇ……私を歩かせたらダメな理由でもあるの？　最後に地面を踏んだのが何ヵ月前か思い出せないよ？　過保護の連鎖が止まらない。

　まぁ、そんなわけで、わざわざ私が見やすいように、お父様の愛馬を郊外の牧場まで連れてきたそうです。

　近場じゃダメだったの？　私はお父様とお出かけできるのは甘えられるし嬉しいけど、お父様の部下っぽい人たちと一緒に、馬車で二時間も移動するとは思わなかった。

　部下の人たちは馬車じゃなくて自分の馬で来たのだけど、牧場に着くと鞍くらを外して自由にさせていた。それで、お父様のお馬さんだけど……

「どうした、シグト？　大人しいな」

「…………」

『…………』

　お父様の愛馬シグトくんが、私から静かに視線を外した。

　先に牧場を満喫していたシグトくんは、お父様を見つけるとすぐに尻尾を振って駆け寄ってきたのに、私に気づいた途端に硬直した。

　シグトくん？　どうして私と目を合わせようとしないのかね？

「──あ、こらっ」

　そんな微妙な空気の中で聞こえた声に振り返ると、お父様の部下のお馬さんが狂ったように駆け寄ってきて、私に豪快な頰ずりをし始めた。

「こ、こら、やめないか！　お嬢様、申し訳ありません！」

『ヒヒーンッ』

　部下の人に怒られたお馬さんは渋々といった感じで私から離れると、草原にごろんと腹ばいになってハァハァしながら、キラキラしたお目々で私を見上げた。

　……理解不能なナマモノめ。

　しかもお馬さんたちの考えを知りたくても、悪魔の翻訳機能でさえ会話になるような知能を感じることはできなかった。……マジで？　鯖でさえ喋っていたのに!?

「……シグトに乗ってみるか？」

「のるー」

　さすがお父様。空気を読んでくれたのでそれに乗るしかない。

　そしてお父様に抱っこされて、シグトくんに乗せてもらったのだけど、シグトくんって凄いよね。馬ってこんなに慎重に、おっかなびっくり、薄氷の上を歩くような動きができるとは思いませんでした。

　……君は何を怖がっているのかな？

　でも、私の希望としてはパッカパッカと草原を走ってほしい。せっかくの格好いい白馬で、格好いいお父様を乗せているのだから、格好いい姿を見たいじゃありませんか。

　草原を駆け抜ける、白馬に乗ったお父様。……でも、何故でしょう？　私が貧困なイメージでそれを想像しようとすると、着物を着た将軍様が波打ち際を馬で駆ける、暴れん坊な姿しか思い浮かびませんでした。本当に謎だ。




　お父様との楽しい時間はあっという間に過ぎて、お家うちに帰る時間になりました。

　ちなみに帰りの馬車でもお父様の膝の上。家を出てからここまで、私は一度も地面に足をつけておりません。

　その帰りの道中、街中に入ったあたりで突然馬車が止まった。どうしたのでしょ？　交通事故かしら？　そんなことを考えていると馬車の戸が叩かれ、戸を開いたお父様に部下の人が何事か耳打ちをしたけど、私の悪魔イヤーは地獄耳ではないので内容は分からない。

　部下の人の話に頷いたお父様は、抱っこしていた私を座席に下ろ……さずに、ヴィオに手渡して馬車の外へ出ていきました。

　いったいお外では何が起きているのでしょう？　……気になる。

「ゆ、ユルお嬢様？」

　いつもクールなヴィオが珍しく少し慌てていた。まぁ、そりゃそうか。普段はほとんど我わが儘ままも言わない、本当にお人形さんのように大人しくて良い子である私が、ジタバタと馬車の窓に手を伸ばしているのだから。

「おそと、みるー」

「ユルお嬢様、旦那様はすぐに戻られますから……」

　ヴィオは私がお父様と離れてしまって寂しがっていると思ったらしい。もうひと押し。

「むう……」

「仕方ありませんねぇ、ちょっとだけですよ？」

　幼児らしく頰を膨らましてヴィオを見上げたら、あっさりヴィオが陥落した。三歳児のおねだり、あざとい。それで小さな硝子をはめ込んだ窓にへばりついてお外を見てみると、他の馬車から降りてきたらしい真っ赤な髪の女の人とお父様が何かお話をしていた。

　すっごい美人さんだねぇ。お母様のほうが可愛いけど。

　美人さんはなんか不機嫌そうで、お父様には覇気がない。もしかして向こうの馬車との接触事故ですか？　保険には入っていますか？

　でも……ちょっとあの女の人、お父様に向かって偉そうじゃありません……？

　私も少しだけ不機嫌になって美人さんをジッと見つめていたら、彼女は急にビクッと身体からだを震わせながら周囲を見回し、馬車の私と視線が合った瞬間に大きく目を見開いた。

　あれ？　どっかで会ったことありましたっけ？　美人さんは驚いたような、怒っているような……ちょっとだけ悲しそうな複雑な視線を私にぶつけて、お父様に何かを言ってすぐに自分の馬車へと戻っていきました。……いったいなんなの？
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　少しずつ魔法や魔術のお勉強も始めました。

　現状の私は、いわゆる普通の三歳児。しかも運動なんてまったくしていない、普通の子どもだったらあり得ないくらい過保護に甘やかされたお嬢様なのです。

　最初は悪魔バレを警戒していた私ですが、今ではむしろ拉致誘拐される危険のほうが大きい。そうなったら、こんな人間らしくない見た目の幼児でも溺愛してくれている両親は、誘拐犯に言われるまま身代金を払ってしまうに違いありません。

　それはいけないと思い立った私は、腕っ節ではなく魔術で強くなることを目指したのです。

　幸いにも悪魔の因果か両親の遺伝か私の魔力は人間としては大きいみたいなので、上手く魔法や魔術を使えればきっと役に立つでしょう。

　頑張って強くなるぞーっ。

「……さて」

　そんな決意をしたその夜、私は自分のお部屋でベッドからそっと身を起こす。

　私は二歳からお部屋を貰っていますが、三歳になってからは自分のお部屋で眠るようになりました。まぁ、寝なくても平気なんだけど、普通は三歳から一人で寝るようになるんだっけ？　普通の三歳児だと夜中に起きて親がいなかったら泣いちゃわない？

　でも私は泣きません。夜中に起きて泣きながらお母様のお部屋に行ったりもしません。私はもう三歳。一般的にはお姉様と言ってもいいでしょう。なので、扉の向こうでそわそわと廊下を行き来する、お母様やメイドさんたちの気配があっても気にはしないのです。

　……なんでいるの？　あなたたちが私に一人で寝るように言ったのよ？

　それはさておき、夜中に起きた私はこっそりとお部屋から出る。目的はもちろん、魔法のお勉強のためなのです。

　ここで一つ、神聖魔法の考察をしたいと思います。

　神聖魔法だけど神様関係ない。そもそも神様って本当にいるのか疑問にさえ思っている。まぁ、人間が想像する品行方正な神様が本当にいるのなら宗教の腐敗なんて起きないしね。

　その神聖魔法だけど、子どもだと意外に使える子はいるらしい。でも、大きくなると使えなくなる子もいる。イメージと根性で魔法を使うから子どもだと【治癒】で躓つまずくらしく、そうなると子どもはふてくされて、呪文だけで発動する普通の魔術に傾倒してしまうそうです。

　でも、一旦そうなると大抵の子どもは神聖魔法の適性を失ってしまうらしい。

　これが何故かというとよく分かっていないんだけど、魔力が万能エネルギーであると仮定すると、単純にイメージ力が足りてないんじゃないでしょうか？

　普通の魔術は〝簡易精霊語〟で命令することで世界に現象を起こす。でも命令することに慣れると呪文の細かいイメージが大雑把になっていく。

　神聖魔法はイメージが魔法になる。大雑把なイメージしかできなくなった人は、それを補うために『神様の奇跡』をイメージして魔法を使うようになる。

　そう考えると、教会に属していないヴィオが神聖魔法を使えるのは本当に稀なケースなのだと思った。普通の子どもは、難しい神聖魔法で躓いて、ふてくされて宗教からも離れてしまい、神の奇跡をイメージできなくなって適性を失ってしまう。

　その点、私のイメージは神様に偏っていない。私のイメージはあの夢の世界で見た〝ゲーム〟の魔法だから、普通に魔力ゴリ押しで使えたんじゃないかな。

　私の保護者様たちからすると、下手に教えることで私が神聖魔法を嫌って、適性まで失っちゃうことを恐れているのです。

　だからヴィオも、誰でもできそうな魔術光しか使わせてくれない。今は光を大きくする練習だけで充分だと言っていた。

　でもそれだと私が困る。誘拐されたら私は何もできなくなっちゃうじゃない。

　そんなわけで、夜中にこっそりお部屋から抜け出して図書室に行こうかと思っていたのですが、廊下にわずかな気配を感じた。

「むむ」

　本日の巡回当番はヴィオですか……。私がトイレに起きるとすぐに誰か来るので、本当に常に誰かいるっぽい。

　ですが私は普通の幼児とは違うのです。見かけは幼女、中身は悪魔、私が本気で闇に紛れたら人間の目を欺くことなど容易いことなのです。

「ユルお嬢様、お手洗いでしょうか？」

「うん」

　五秒で見つかった。ですよね。もちろん分かっていましたよ。全部この無駄にキラキラした黄金の髪が悪いのです。

　そして今日も脱出に失敗した私は、ヴィオの抱っこでおトイレに行った後、眠りにつくまでお手々を握ってもらいました。

　……あれ？　練習は？




　そもそも光が目立つ神聖魔法の練習を夜中にやることが間違いなのですよ。私、学んだ。何もしてないけど。

　普通にヴィオに教えてもらいましょう。でも神聖魔法はまだダメなので今度は召喚魔術を教えてもらいましょう。

　本日はお誕生日にヴィオたちメイドさんズからいただいた、『三歳からできる幼児魔導書』に載っていた一番簡単な魔法陣を書いています。クレヨンで。

「さすがはユルお嬢様ですわ。とってもお上手です」

「……そう？」

　上手に描けたのなら、描いた瞬間に次の紙に取り替える必要はないんでない？

　そもそもなんでクレヨンなの？　こんな私の指よりも大きいクレヨンで魔法陣の繊細な記号なんて描けるはずが無いでしょ？

「羽根ペンは……」

「羽根ペンは先が尖とがっておりますので、お嬢様にはまだ早いと存じます」

　尖っているって……そんなの、フォークと同じくらいでしょ？　そんなのどこが危ない……って、あれ？　私ってもしかしてスプーン以外のカトラリーを使わせてもらってない!?

　そんな今更気づいた驚愕の新事実に愕然としていると、ヴィオはそんな私の手を取って、綺麗な丸を紙に書いた。

「ユルお嬢様は、丸を描く練習をいたしましょう」

「まる……」

　そうですか……まだ記号を描く段階でもなかったのですか。し、仕方ないのです！　私のちっちゃなお手々では丸を綺麗に描けなくても仕方ないのです！




「……さて」

　性懲りもなく夜中にこっそり魔術の練習しよう企画第二弾。

　名付けて……『この身体がぶきっちょで魔法陣が上手く描けないのなら、悪魔の魔力と知恵を使って、でっかい丸を描いてみよう』でございます。

　要するに、紙に描くのではなく、頭の中で図形を作って空間に魔力で描いてみる。

　これは、あの夢の世界での知識も影響しています。あの世界の絵がびっちり描いてあった本に載っていた魔法使いさんたちは、呪文も唱えずに空間に魔法陣を描いてバンバン魔法を使っていたではありませんか。

　ヨシッ、イメージはできた。これならいける。

「……えっと……」

　あれぇ……なんか上手くいかない。空間に描こうとすると魔力の線が何故か歪んでしまって、歪みを修整しようとすると、さらに歪んだり文字が消えちゃったりした。

　上手く描けなくて気を散らすと突然大きくなったり、綺麗にできた丸の中にお魚さんのマークが入ったりする。だから、そこまでお魚さんは好きじゃないって言ったでしょ！

「……大きくか」

　なるほど、そうか……。私はふと思いついて窓からお外に目を向ける。窓も開けたいけど、メイドさんたちが来るから開けられない。

「むん」

　気合を入れて窓の外にある夜空に魔法陣を描く。

　色は目立たないようにできるだけ暗く、多少歪んでもいいように大きく円を描く。部屋の中に収まらない気がしたので空に描いて正解でした。

　でも、気合を入れて魔力を込めたせいか、なんか街の上空に一区画すっぽり入るくらい巨大化したけど、このくらい大きければ少しの歪みなんて関係ないし、色合いも夜空に近いので目立たないと思う。

　……なんか私、随分と魔力増えてない？　まぁいいか。

　普通の魔法陣はそこに魔力を流さないと発動しないけど、これは私の魔力で描いているので放っておいても勝手に発動します。

「……なんの魔法陣だっけ？」

　私が開きっぱなしの『三歳からできる幼児魔導書』を覗のぞき込こんでみると、その図形は無作為の地点から〝虫〟を召喚する──

「……え？」

　そのとき、私は気がついた。上空に浮かぶ魔法陣は私の膨大な魔力によってこの世界以外に接続して、そこからパラパラと〝何か〟が湧き出して街の一角に降り始めた。

「──ひぃ」

　思わず私の全身の毛がネコのように逆立つ。その忌まわしきカサカサツヤツヤした黒いあんちくしょうを目にした私は、窓の鍵が閉まっていることを確認してカーテンを閉め、ベッドに潜り込んで頭からタオルケットを被った。

　ワタシ、ナニモ、ミテナイ。
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　聖王国コーエル公爵トゥール領にて、ある夜、街の一区画に見たこともない『黒光りする素早い昆虫』が大量発生して、地域住民を阿あ鼻び叫きょう喚かんの混乱に陥れた。

　その駆除に住民だけでなく、兵士や義勇兵、魔術学園の教師たちが総出で当たり、入念な精霊による探索と撲滅で、二週間後にようやくすべての駆除が完了した。

　この世界で初めて確認されたそれを一部の学者が研究用に欲しがったが、何故か精霊使いに呼び出された精霊たちが完全に撲滅するまで帰還命令にも従わず、その駆除はトゥール領全体まで及び、一つの卵さえも残されることはなかった。

　その駆除のために精霊使いが呼び出した下級精霊の中には、まるで〝何者〟かに脅されたように脅えながら働いていた個体がいたと、多数の報告が上がっている。

　そして、その様子を窓から見つめていた、とある金色の幼女は、沈痛な面持ちでぼそりと呟いた。

「……真剣にごめんなさい」





第六話　友達になりました







　あの忌まわしき原因不明の『異界昆虫大量発生事件』から数ヵ月が過ぎ、私もあと少しでようやく四歳になります。

　あの頃の私はちょっと落ち込んで、お母様やみんなに心配をお掛けしましたが、今ではすっかり元気になり、身も心も大きく成長できました。

　あの召喚魔法陣は封印しましょう。私は魔法陣の研究に生きるのです。

　あんな事件があったせいか、お忙しいお父様は二ヵ月ほど来られなかったのですが、久々にお屋敷に来られたお父様に私が速攻で甘えに行くと、お父様は少しだけ困った顔をしながらお膝の上に私を乗せて、唐突なことを言い出した。

「ユールシア。王都でお茶会があるのだが、参加してみないか？」

「おちゃかいー？」

　お茶会って、色々な人が集まってお喋りをするあの〝お茶会〟ですか？　私ってこれまでお話しした人が十人程度しかいない、引き籠もりの純血種ですのよ？

「心配しなくても大丈夫だ。お茶会にはユールシアと同じくらいの歳の子ばかりだから、お友達ができるかもしれないよ」

　要するに、身の回りの大人としか会ったことのない私を心配して、お父様が『お友達候補』を紹介してくださるそうです。

　……子どもって何をして遊べば良いんだっけ？

　なんか不安は尽きないけど……どっちかというとお父様のほうが不安そうだけど、お父様のお顔を潰すことはできないので、出席することにいたします。




　そんなわけで私は、王都に戻られるお父様と一緒に馬車で揺られております。

「ユールシアは、私の膝の上にいるのだよ？」

「おひざー」

　もちろんでございますわ、お父様。是非とも頑張ってくださいね。私は十五歳の成人までお父様のお膝に乗り続ける所存ですから。

　まぁ、そんな七割本気の冗談はさておき、お茶会は五日後らしく、王都まではこの馬車で一週間ほど掛かるそうです。まぁ、普通の馬車なら二週間以上は掛かるみたいだけど……どうしてこんなに日程が詰まっているの？　参加を了承したらそのまま馬車に乗せられたのですけど……。

　何故か、お母様はお留守番だし。王都見物するなら親子三人でしたかったわ。

　それでもとりあえずだけど、私のお世話にお母様はヴィオを付けてくれました。お屋敷はフェルとミンで大丈夫かしら？

　荷造りも何もかも最低限で慌ただしく出てきちゃったけど、どうするのかと思ったら、私の服も身の回りの品も全部現地で用意するんだって。うちはお金持ちなんだねぇ。

　お父様ってなんのお仕事をしているのでしょ？　お家の中では誰も話題にしないし、三歳児が聞いても不審に思われないかしら？　四歳になったら平気かな？

　王都まで一週間だけど、森の中を突っ切るわけじゃないから野宿はない。当たり前だね。だってお父様に野宿は似合わないから。

　通るのは森じゃなくて麦畑。……麦だよね？　水玉の鯖さばがいる世界なので油断はできないけど、とりあえず明るいうちに宿場町へ到着した。お屋敷を出たのが昼過ぎだったから、もしかしたら早朝に家を出たら王都に着くのが一日くらい短縮できるかもしれない。嫌だけど。

　行きに一週間、帰りに一週間、現地で二日の十六日間。お母様と半日以上離れたことがないので大変不安である。

　でも楽しみもあります。今日はお父様が一緒に寝てくれるんだって。うふふ。

　基本的に大きな街がある場所しか通ってないので、特に山賊などのイベントもなく無事に王都に到着しました。

　たぶん山賊が出てきても問題ないはず。護衛の騎士っぽい人が十人以上いるし、私の新たな甘やかし係となった、執事っぽいお爺じいさんもいる。

「おじーちゃん、ありがとー」

「おおおお、ひいさま、なんと勿体ないお言葉っ！」

　……え？　こんな幼児のお世話なんて大変だなぁ……と思って執事のお爺ちゃんにお礼を言ったら号泣された。

　ひーさま？　なにそれ？　情緒不安定なの？　お爺ちゃんもなんか色々大変そう……後で肩を叩たたいてあげよう。




　さて、お茶会です。正確には王都に着いてその翌日、また三十分ほど馬車に揺られてお茶会のある会場へ向かう。

　王都に着いた当日は、こちらにあるお父様が単身赴任をしているお屋敷に連れてこられて……でけぇな、このお屋敷。お父様曰く寝に帰るだけなので最低限の物しかないそうだけど、お母様と住んでいるお屋敷と同じくらいある。

　当然、あのお爺ちゃんを筆頭に執事さんやメイドさんもいて、用意してあった幾つかの子ども服を着せられて、あっという間に寸法直しをしていました。

　私を着せ替えするメイドさんたちの目が爛らん々らんとしてちょっと怖かったのは内緒です。

　それでお茶会をする場所に着いたのですが、王都だとこれが普通なの？　まるで森かと思うくらいの大きな庭園があって、その中を専用の小さな馬車に乗り換えてさらに数分もすると、ようやくお茶会の会場が見えてきました。

　なんか薔薇の垣根で迷路でも作っていそうな大きなお庭に、幾つかの白いテーブルと椅子が並べられ、他の子どももすでに来ていたけど、その十人もいない子どものために、とんでもない数のシェフとメイドさんがお菓子や軽食の用意をして、フルオーケストラ並みの楽団がうるさくない程度に音楽を奏でていました。

　なにこれ？　もしかして『お貴族様』って奴ですか？　お父様ってなんのお仕事をしているの？　うちって貴族なの？　どこかの社長令嬢とかいるの？　いや、社長はないか。でも、得意先の子どもとかいるかもしれない。そうでもないと、あのお父様がこんなドタバタした日程で私を連れ出したりしないでしょう。

　これはいけません。私が何かやらかしたらお父様の出世に影響してしまう！

「お、おとうさま……」

「緊張しているのかい？　大丈夫だから行っておいで。ここは身分に関係のないお茶会だからね」

　そんなことを言われましても、社長に無礼講だと言われて本気にするほど、世間すれしていない子ではありませんわっ。

　……仕方ありません。不肖このユールシア、見事『深窓のご令嬢』を演じきってみせましょう。




「えっと……」

　どういうことでしょう。見事に私の周りに空白地帯ができていますわ。

　お茶会にいる子どもは、男の子が三人に女の子が五人。みんな私より大きな子だけど、歳はバラバラで五歳から八歳くらいかな？　少なくとも十歳以上の子はいない。男の子たちは纏まとまってずっと話し込んでいるから女の子たちのほうへ行ってみたら、私に気づいた女の子たちが一斉に硬直した。

　中でも一番綺麗な黒髪の女の子は、こっちが心配になるくらい大口を開けていた。大丈夫？　虫が入るよ？　綺麗な子なのになんか残念な女の子です……。

　また怖がられてしまった。精霊やシグトくんも何故か怯えていたし、私ってそんなに怖い外見をしているの？　……でもまぁ冷静に考えると、真夜中とかに精巧な西洋人形とか見るとビクッとしちゃうので気持ちは分からなくはない。

　ひょっとして声を掛けたら空気を読めない感じでしょうか？　でも、ここまで来て何もしないのは、かえって失礼に当たるのかも。

　私はギリギリの妥協案として、怖くないように『人間らしい』笑顔を作って、若草色のドレスの裾を摘まんでご挨拶とした。

『──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ──』

　突然聞こえてきた響どよめくような声に、私を含めた女の子全員がビクンと身体からだを震わせる。

　何ごと？　と思って響めきの方角に振り返ると、少し離れた東屋のような場所で保護者たちがまるで授業参観のようにこちらを見学していた。

　あ、お父様もいる。それ気づいて小さく手を振ると、見学席の一番良い場所に陣取っていた、豪華な服を着た五十歳くらいのゴツい小お父じさんと、同じ歳くらいの凄く綺麗な小お母ば様が、レトロなオペラグラスみたいな物を覗のぞき込こみながら、興奮したように声をあげていた。

　なにあれ、怖い。

　私はそれを見なかったことにして、ギクシャクした動きでそのまま少し離れた誰もいないテーブルに着いた。……ちゃんと歩けて良かったわ。

「…………ふぅ」

　私もようやく落ち着いて、声を出さない程度に息を吐く。

　たぶん、私も緊張していたのでしょう。私が息を吐くと同時にやっと周りの音が聞こえてきた。

　するとすぐにメイドのお姉さん数人が私のテーブルにお茶とお菓子を盛ってくる。持ってくるんじゃなくて盛ってくるのですよ、山のようなお菓子を！

「ありがと……」

「「「いえ！　滅相もございません！」」」

　私の緊張が移っちゃったのか、私がお礼を言うとメイドのお姉さんたちは踵を鳴らすように揃えて、直立不動に背筋を伸ばした。

　……本当に申し訳ない。このお菓子はあなたたちで食べて良いのよ？　え？　無理なの？　うちのフェルだったら私が渡したらその場で全部食べきるよ？

　この真っ赤に見えるお茶も、もの凄くお値段が高そうだけど、味が分からない私からすると白湯より飲みにくい渋いお湯だ。しんどいわ。

　なんとなくチラリと視線を巡らすと、子どもたちが会話も止めて私だけを見ていた。やめて、空気が泥のように重いわ。

「──あ、あのっ」

　そんな中で可愛らしい声が私の耳に届いた。あら？　と思って顔を上げると、そこには私と同じ年頃かちょっとだけお姉さんの可愛らしい女の子が、緊張した面持ちで私を見つめていた。

「……はい？」

　私に声を掛けてきたのだと気づいて、威圧しないようにゆっくりとお返事する。気分的には潰さないように蟻ありを摘まむのに似ている。

　めっちゃ緊張しているな、この子。こんなに小さくて可愛い女の子が、非人間的な物体に話しかけるには勇気がいるよね。だからといって私から声を掛けたらいけない。彼女の勇気を尊重するためにも、獲物をいたぶる──もとい悪魔の余裕で彼女を待とうではありませんか。

　その子は落ち着きのない仕草で視線を巡らした後、意を決したように声を出した。

「あ、あのっ、もし、よろしかったら、向こうでお花を摘みませんか……？」

　ああ、なるほど。なんかそわそわしていると思ったら、お手洗いに行きたかったのね。もちろんお付き合いいたしましょう。集団トイレは女子の花。一年前にオマルを卒業した私に死角はございませんわ！

「うん、いこ？」

「よかったぁ……」

　よっぽど限界だったのか、私が手を差し出すと、その子はニコリと笑って私の手を両手で包み込む。本当に可愛い子だなぁ……。お母様みたいなふわふわの金髪に碧い瞳は、私とは違った意味でお人形さんのように可愛い。

「うんしょ……」

「あっ」

　身体の小さい私が滑り落ちるように椅子から降りると、その子が握っていた手を支えて転ばないようにしてくれた。

「ありがと」

「ううんっ」

　その子は髪の毛が水平になるほどぶんぶんと首を振って、ことさら私の手をしっかり握って歩き出した。私が一番小さいからお姉さん的に気を遣ってくれているのかも。

　もしかして私が軟弱で貧弱で不器用だと理解して助けてくれているのかな？　でも危ないから抱っこするとか言わないでね。

「わたくし、シェル……シェリーですっ、お名前をお聞かせ願えますでしょうか……」

　……何故、敬語？　もしかしたらシェリーはすんごく家柄の良い子なのでしょうか？　やっぱり貴族かな？　家名とか凄そうなので聞きたかったけど、よく考えたら、私って自分のフルネームも知らないよ！

「わたし、ユールシア。敬語、いらない……ですよ？」

　年上の子に敬語を使われると私も普通に話せない。子ども同士なのだから普通に話しましょうよ、普通に。するとそんな私の思惑に気づいたのか、シェリーが目を輝かせた。

「まあ！　うれしいですわ、ユールシアさま！」

　だから敬語やめて。

　そんなこんなで、シェリーとお手々繫いで目的の場所に到着する。

「見てください、ユールシアさま、こんなにキレイなお花が咲いていますわ」

「……うん、そうだね」

　本当にお花摘みでした。……もちろん知っておりましたよ？　お貴族様が女子中学生のノリでお手洗いに行くはずないじゃありませんか。

　お花畑はテーブルからほんの数十秒だけ歩いたところにあって、そこには自然のままの色とりどりのお花が咲いていました。

　こういう庭園でこんなお花畑を残しておくのは珍しくありません？　でも庶民的な私としては、所有者のお人柄が感じられて結構好き。庭園には薔薇もあるけどそっちは危なくないようにメイドさんたちががっちりガードしていた。

「ユールシアさまっ、こちらでお花の冠を作りましょう！」

　テンション高たけぇな。最初の緊張していた女の子はどこ行ったの。

「……ユルでいいですよ？　〝さま〟もいらないし」

「分かりましたわ、ユルさま！　わたくしのことはシェリーとどうぞ呼び捨てに！」

　話を聞いてよ！

　ダメだ、だんだんダメな人になっていく。この手の人には何を言っても無駄です。私の周りにはお父様とお母様を除いて、真面目に変な人しかいないのである意味慣れている。

　ちなみに『真面目に考えて変な人』ではなく、『真面目にしているのに変な人』です。

「わかりました、シェリー。このお花でいいの？」

「そうですわ、ユルさま。こちらのお花の茎くきをこう曲げて……」

　なんかもう色々と諦めました。これはこの子の個性です。とりあえず私にとって初めてのお友達で、たぶん貴族である彼女は、色々とストレスが溜まっているのでしょう。それ以外は面倒見の良いとても良い子なので文句などありませんわ。

　……自分を偽っている自覚はある。

　とりあえず花冠を作りましょう。とても人間の女子っぽくて良い感じです。途中で私の『ぶきっちょスキル』が発動したけど、シェリーがその度に私の手を取って修正してくれました。

　……なんでこの身体って、こんなにぶきっちょなのでしょう？

　でも、シェリーは本当に優しくて人懐っこくて、良い子だなあ。何かあるとすぐ私の手を取ってニコニコと笑顔をくれました。

　──ざく。

　そのとき、不意に後ろから草を踏む音が聞こえた。それに気づいて顔を上げると、三人いた男の子たちが私たちのほうへ歩いてくるのが見えた。

「シェリー、おともだち？」

「いえ、その……」

　何故か言葉に詰まるシェリー。顔見知りではあるけどお友達とは違うのかも？　シェリーが私より一つ年上だとしても、男の子たちは三つくらい年上に見えたから。

　シェリーの表情から察するに、その男の子の誰かが『怖い子』なのか『偉い子』なのか、それとも単に『アホな子』か。とにかく可愛いシェリーを怖がらせるなんて、とんでもなくふてぇ野郎どもだ。

　そんな私が不機嫌さを隠さず彼らに視線を向けると、近づいてきた男の子たちが思わず足を止め……そうになったけど、先頭を歩いていた男の子だけが踏ん張って近づいてきた。

　ほほぉ？　私の非人間的な眼力によくぞ耐えた。褒美に私が作ったボロボロの珍妙な花冠を被る権利をやろう。

「……お前がユールシアか？」

　赤みがかった金髪の少年は偉そうな口調でそう言った。なんだろ、この子……。

「そうだけど……」

「お前のことは叔父上より聞いている」

「おじ……？」

　叔父上？　誰のこと？　よく分からなくてとりあえずシェリーに聞こうとすると、突然肩を摑つかまれた。

「おいっ、よそ見をするな」

「あ……」

　見上げると男の子の顔が間近にあった。結構美少年。でも、あかん。女の子を丁寧に扱えない奴はダメだ。やっぱり男性はお子ちゃまじゃなくて、しっとり美形で、私をデロデロに甘やかしてくれる、渋めのおじ様じゃないとダメだ。

　私が抗議をするように見上げると、一瞬怯ひるんだ少年が怒ったのか真っ赤な顔で睨んでくる。

　子どもに睨まれても怖くなんてありませんよ？　あ、そうだ。私はちょっとイタズラを思いついて、手に持っていたボロボロの花冠を少年の頭に乗せてやった。

「なっ……」

　絶句する少年に、私は勝ち誇るように笑みを浮かべた。お山の大将にはそのボロボロの花冠がお似合いよ。

「……おまえ……」

「うん？」

　真っ赤な顔で何かに耐えるように震えていた少年に、私は『なんのことだか分かりませんわ』と言うように首を傾げてみせると、男の子もプライドがあるのか、小さな女の子に手を出すことなくそっぽを向いた。

「……おい、行くぞ」

　少年は呆あっ気けにとられたままの男の子二人に声を掛けて、私に背を向ける。

　いったい何をしに来たのだろう……と彼の背中を見ていると、少年は不意に足を止めて振り返った。

「俺はリックだ！　明後日、俺の誕生日パーティーがあるから、お前も来い、ユールシア！」

「……え？　ちょっと」

　リックと名乗った少年は勝手にそんな宣言をすると、私が止める間もなくもの凄い早足で歩き去ってしまった。

　……マジで？　何を言っているの？　私は明後日には帰るんだよ？　明日はお父様と二人で王都観光をして、お母様とお屋敷のみんなのお土産を選んで、またお父様のお膝の上でほくほく顔で帰るつもりなんだよ？

「ゆ、ユルさま……？」

　誕生日？　明後日？　たとえ一日で終わるとしても、私とお母様の再会を一日も遠ざけるなんて神をも恐れぬ所業！　いいえ、たとえ神如きが許しても私がゆるさん！

「ユルさまっ！」

「え、あ……ごめんなさい、シェリー」

　どうやら心の中でエキサイトしすぎた私を心配して、シェリーが気遣ってくれていたみたい。それに私が謝るとシェリーは心配そうに首を振る。

「いえ、めっそうもない！　でも、大丈夫です？」

「ありがと……シェリーは優しいね」

「あ、ありがとうございます！」

　真っ赤な顔でもじもじとお返事するシェリーは可愛いわ。……たまに人の話を聞かないけど。

　リックが誰か知らないけど、金貸しとか怖い人の子どもだったら行かないとマズいのかも……。

　あと、保護者席のおじさんとおばさん、キャアキャアうるさいですよ！





＊＊＊






　この聖王国タリテルドでは、伯爵以上の貴族家を上級貴族として、彼らが子爵家以下の貴族家を寄子にすることで広い地域を管理している。

　以前は、すべての貴族が名と家名の間に、土地の所有を意味する『ド』を付けていたが、数百年前に今の制度になった際に中級貴族以下と区別するため、上級貴族家はその地域を意味する『ラ』という新たな称号を付けるようになった。

　この国は王都である『聖地ヴェルセニア』から始まったとされ、王家のみがその場所を神から賜った証として、『フォン』と『ヴェルセニア』を名に付けることが許されていた。




　シェルリンド・ラ・オルアレン。

　オルアレン伯爵家の第三子で、長女である彼女シェリーは、一ヵ月前の夏中の月に五歳となり、本日父であるオルアレン伯爵の書斎に呼ばれた。

「シェルリンド、よく来たね」

「はい、お父様！」

　タリテルドの風習として、貴族女性を愛称で呼べるのは同性と配偶者のみであり、父親でも娘を愛称で呼ぶことはない。成人前の幼い者同士でなら異性でも愛称で呼びあう場合もあるが、それでも十歳を超えた男性が女性を愛称で呼ぶのは、婚約者のような近しい間柄に限られていた。

　オルアレン伯爵は多少直情的ながらも利発な娘に目を細めて、幼いシェルリンドと視線を合わせるように膝をついた。

「シェルリンドの〝初めてのお茶会〟が決まったよ。五日後だ」

「え……」

　愛称以外の風習として、貴族女性には〝初めてのお茶会〟がある。

　お茶会は女性の社交場であり、情報交換の場でもある。故にその意味が分からない幼子は参加を許されず、最低でも五歳からと暗黙の了解で決められていた。

　それでも五歳で最初のお茶会では失敗もある。だからこそ母方の実家など、比較的気安い場所で、貴族女性は〝初めてのお茶会〟に参加するのだ。

　だが、シェルリンドの初めてのお茶会は、ブレイ子爵家に嫁いだ叔母が来月に招待してくれることが決まっていたはずだ。それが、何故五日後なのか？　父が帰ってきてから母が慌ただしくしていたのは、まだ仕立てていなかった自分ドレスを発注するためなのだと、幼いシェルリンドも察しがついた。

「叔母様のご予定が変わったのですか？」

「いや、そうではなくてな……。友人からの頼みで、急きゅう遽きょ、カイル宮で行われる子どもだけのお茶会に参加することになったのだ」

「カイル宮!?」

　シェルリンドもカイル宮は知っていた。母親でさえも数えるほどしか足を踏み入れたことのない王家直轄の離宮だった。

　シェルリンドも上級貴族家の娘だ。王家に嫁ぐ可能性を考慮した教育も始まっていて、カイル宮でお茶会が行われる意味も理解した。

　子どもだけのお茶会ということは、女の子だけではなく男の子も参加するお茶会なのだろう。おそらくは一人か二人、強引に日程を決められる人物が出席するのだ。

　タリテルドの王家には、王太子である第一王子に二人の王子がいると聞いている。

　母親からの情報では、どちらも現在婚約者はいないが、今度七歳になる下の王子は、政治的な理由で兄よりも先に決められていた婚約を半年前に解消したらしい。

　上の王子はシェルリンドと五歳離れていて、年回りが微妙に合わず候補から漏れていたが、どちらにも面識のあるシェルリンドとしては、母親似の上の王子のほうが好みだったので、父親似の下の王子には興味がなかった。

　子どもだけのお茶会なので、今年十歳になる上の王子は参加しないかもしれないが、もしかしたら、その下の王子が参加するのかもしれない。そうなると新たな婚約者を選ぶためのお茶会なのかと、シェルリンドは顔色を青くした。

「そんなに緊張しなくてもよい。子どもたちだけのお茶会なので、礼儀作法もうるさくは言われないはずだ。気を楽にして楽しんできなさい」

「は、はい……」

　それでも五歳になったばかりのシェルリンドは最年少のはずだ。カイル宮で行われるということは、参加する子どもも年上の上級貴族ばかりになる。その中で初めてのお茶会となるシェルリンドが何を話せば良いのだろうか？

　そんな不安が胸を満たして泣きそうになるシェルリンドに、オルアレン伯爵は少し困った顔をしながら、愛娘に〝お願い〟をすることにした。

「先ほど私が、友人に頼まれたと言ったのを覚えているか？」

「はい……」

「彼のお嬢さんも急遽出席することになったそうだ。その子はとても病弱であまり外にも出たことがないらしくて、しかもシェルリンドより一つ年下なのだよ」

「まぁ！」

　生まれたときに大きな病をしたというそのご令嬢はまだ四歳にもなっていないらしく、歳が近いシェルリンドのことを知っていたその友人は、お茶会でその子の友達になってくれないかと父に頼んできたらしい。

　まだ不安はあったが、自分よりも幼い子が出席すると聞いて、ずっと妹が欲しかったシェルリンドは、不安よりもその子を守ってあげたいという気持ちが大きく膨らんだ。

「お任せください、お父様！　このシェルリンド、必ずやその子とお友達になってみせますわ！」

「ほ、ほどほどにね……」




　そして、お茶会の当日──シェルリンドは『天使』と出会った。

　煌きらめく太陽のような黄金の髪。

　神が創りあげた天使のようなその美貌。

　心構えもなくその姿を目にしたすべての者が文字通り息をするのも忘れ、身動きをすることも目を逸らすこともできず、その天使が優雅に一礼すると同時に全員が息を継ぎ、楽団員やメイドたちもそこでようやく自分の仕事を思い出して慌てて動き始めた。

　天使が見せる目をわずかに伏せたその横顔のなんと美しいことか。下級貴族出身のメイドたちですら正常に戻ったとは言いがたく、まるで優雅さのない軍人のような動きで天使にお菓子やお茶を運んでいた。

　お茶会に出席していた小さな淑女たちも、小さな天使の姿に溜ため息いきを漏らすばかりで何もできず、その中でシェルリンドは、テーブルを埋め尽くすようなお菓子に喜びもせず、寂しそうな天使の様子に気づいて小さな胸を痛めた。

　どれだけ美しくても、彼女は『天使様』ではなくシェルリンドより幼い普通の子どもなのだ。

　おそらくその子が父の友人の子どもなのだろう。その子を守ってあげたいと思った自分の決意はなんだったのかと、シェルリンドは令嬢たちの輪を離れて、意を決して話しかけた。

「あ、あのっ！」

　実際に話してみると、その子は年下とは思えないほど聡そう明めいであり、給仕に礼を言うなど下々に優しく、コロコロと表情が変わるせいか人形のような近づきがたい印象も消え去って、とても愛らしく見えた。

　天使様の名はユールシア。シェルリンドはすぐに彼女が大好きになった。他人に慣れるのに時間が掛かる自分がこんなに早く人を好きになるなんて、まるで魔性に魅了されたお伽とぎ噺ばなしのようだと思わず笑みが浮かぶ。

　そうして二人で仲良く遊んでいると、数少ない男の子の参加者が近づいてきた。

　シェルリンドは後ろを歩く二人は知らなかったが、先頭を歩く男の子はシェルリンドも以前に会ったことがあり、警戒もしていた人物の一人だった。

　その少年に関わりたくなく身をすくめるシェルリンドに対して、ユールシアは年上の少年に脅えもせず凜とした対応をして、良くも悪くも父親似で女性に接することが得意ではない彼が乱暴な態度をとっても、あの綺麗な金の瞳で見つめ、自ら作った花冠を彼に与えることであっさりと彼をいなしてしまった。

　これが高貴な血（シェルリンド主観）がなせることなのかと、シェルリンドは感動すると同時に、見つめ合う二人に激しく嫉妬する自分に気づいた。

　可愛くて美しいユールシア。自分が生まれたのはユールシアを男から守るためなのだと、シェルリンドは直情的にそう考えた。

　彼の誕生日パーティーなら、伯爵家のシェルリンドにも招待状が来ていたはずだ。

　政治的に難しい相手なので父のオルアレン伯爵は兄たちだけを参加させるつもりだったが、屋敷に戻ったシェルリンドが参加を表明したことで、ドレスを用意していなかった母親は目眩めまいがしたようにふらついていた。

「ユルさまに近づく悪い虫は、わたくしがすべて排除いたしますわっ！」





第七話　人質になりました







　あの後お父様のお膝の上でお茶会のことを話すと、ニコニコしていたお父様の目が、まるで獲物を見つけた狩人のようにわずかに細められた。

　ちょっと怖いわ、お父様……でも、カッコイイ。

「ほぉ……リックが？　自分をそう呼べと？」

「知ってる子ぉ？」

「そうだよ、私もよく知っている人のご子息だよ」

「へぇ……」

　やっぱり、お父様のお仕事関係の子どもだったのかしら？　すると適当にからかって追っ払ったのはマズかったかもしれない。

　こんな引き籠もりの私が彼のお誕生日パーティーなんかに出席したら、『ふはは、よく来たな田舎者が』とか言われて苛められるのかも。

「パーティー、でる？」

　ちょっとした期待をして出席しなくても良いかとお父様に聞いてみると、お父様は困ったように眉を寄せた。

「どうしようか……」

　あ、ダメだ。私が我わが儘ままを言えばお父様も無理は言わないけど、この反応は、お茶会のときみたいに断るとお父様が困る感じだ。

「でも仕方ないね、ユールシアが行きたく──」

「わたし、でるぅ」

「えっ!?」

　せっかく決意して出席を決めたのに、どうしてお父様が驚くの？

「ゆ、ユールシア？　……もしかしてリックのことが気に入ったのかい？」

「え……」

　なんでそうなるの？　なんか話の流れがおかしくなってきたよ？

「リックが……そうか、リックが……ふふふ」

「おとうさま!?」

　どうなさったの、お父様っ!?　なんか、すっごく悪い顔をしていますわよ！

　それとヴィオ!?　どうしてお父様に剣を渡そうとしているの!?　誰を殺ヤりますの!?　悪魔の私が言っても説得力皆無だけど、お父様が手を汚すくらいなら、私が殺りますわ！　ええ、やりますとも！　禁忌のＧ召喚だって辞しません！　気の弱そうな土精霊をおど……お願いして、お庭をミントだらけにしてみせますわっ！（極悪）

　とりあえず、お父様とヴィオのちょっと斜めになったご機嫌を戻さないと、なんとなく私が怖い。でも私には奥の手があります！

「わたし、おとうさまのおよめさんになるの」

「──そうかい？」

　突然ご機嫌になったお父様がニコニコ顔で私の頭を撫なでた。なんてチョロい……。娘ながら不安になるチョロさですわ、お父様！

　私がお嫁に行くときはちょっと大変かもしれない。それ以前に、こんな怖い女の子を貰ってくれる人がいるか分からないけど。

「ようし、今日はお仕事休んで、ユールシアと一緒にいようかなっ」

「わーい」

　……本当に大丈夫ですか、お父様!?
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「今日も帰ってきませんか……」

　屋敷の自室から暗くなった窓の外を見つめ、アルベティーヌは自分だけに聞こえるような小さな声を漏らした。

　分かりきっていたその事実を嚙みしめるように……。

　アルベティーヌの夫は、一年ほど前から屋敷に帰ってこないことが多くなった。表向きの理由は地方にある領地の視察だが、それでも以前は一年の三分の一はこの屋敷に帰ってきていた。

　国家の重鎮である夫は、こちらでないと出来ない仕事がある。もちろん、アルベティーヌも生まれ育った領地は重要だが、それでも家令がいるのだから書簡だけでも大半の用は済む。

　夫が一年の半分を王都で仕事をするようになって、妻であるアルベティーヌも王都の屋敷に移った。こちらに移ってから二人の娘も生まれたことで、領地にある本邸にはそれから数えるほどしか帰っていない。

　それ故にアルベティーヌも王都で生まれた娘たちも、ここが〝家〟だと認識している。

　実際、王都の華やかさはアルベティーヌにとって居心地がよかった。最新の情報も流行もすぐに手に入り、毎晩のようにどこかで夜会が行われ、茶会を開き、多くの貴族を招いていた。

　見目麗しく地位もあり、富もあるアルベティーヌは、王妃や王太子妃と並ぶ社交界の華であり、貴婦人たちは自分の催しに彼女が来ることを切望し、競うように褒め称えた。

　そんな母親を見て育ち、意識はせずとも妻の顔色を窺う父を見て、娘たちがどう思うのか……それは、彼がこの家に寄りつかなくなったことでも分かるだろう。

　華やかで権力もある。だが、そんなアルベティーヌにも敵はいる。

　直接敵対してはいないが、その〝敵〟とは、アルベティーヌ派閥を無視する王太子妃派の貴族たちと、夫に同情する古い貴族たちだ。

　アルベティーヌもその性格故、それだけの事をしてきた自覚はある。

　アルベティーヌはただ『欲しかった』だけだ。権力も富も賞賛も向けられる憧憬も望むだけ手に入れてきた。だから、幼い頃から一番欲しかった〝彼〟も手に入れた。

　そのために、様々なところに手を回して、そうなるように差し向けた。そうして手に入れた夫がここに帰ってこないのも、ある意味当然だった。

　アルベティーヌは、彼が愛して彼を愛していた女性から引き離して〝夫〟を手に入れたのだから。




「──奥様」

　その声に、嵌はまりかけた思考の深みから抜け出したアルベティーヌが振り返ると、そこには彼女の従者である執事姿のズマナが、心配そうな瞳でアルベティーヌを見つめていた。

　どうやら何度も呼びかけていたらしく、彼女はそんな自分に苦笑する。

「ごめんなさい、少し呆ほうけていたわ……」

「……お疲れなのでしょう。温かな飲み物でもご用意しますか？」

　そうでないことを彼は知っている。だからこそ心配もしているのだろうが、それが嬉しくもあり苛立たしくもある。

「それなら……」

　果実酒を──と言いかけ、すでに空にした果実酒のデカンタを見て思い直した。

「そうね。豆茶をいただける？」

「かしこまりました」

　ズマナは用意してあるワゴンから豆茶を用意する。王都には様々な物があり、炒いった豆を使ったこの茶は南方では庶民の飲み物だが、その素朴な香りをアルベティーヌは気に入っていた。

「……ふっ」

「いかがいたしました？」

「いえ、子どもたちはもうお休みかしら？」

　温かな茶で気が緩んだのだろう。夫が帰ってこないなどと、妻であるアルベティーヌのほうがよほど家にいないのだから、そんな自分を笑ってしまう。

「はい、先刻、お休みになりました」

　ズマナも分かっていながらその話題逸らしに応じる。

　そんなズマナを見てアルベティーヌも彼と出会った頃を思い出していた。

　およそ、十年ほど前、魔術学園の役職に就いたアルベティーヌは、平民でありながら高い資質を持っていたズマナを見いだし、自分の子飼いとした。

　最初は彼の見た目と魔術の才だけで気に入り、学園から彼を引き抜いたが、以外と手先も器用で細かな部分に気がついてくれることを知って、執事仕事や密偵としても重宝している。

　当時のズマナも実家の商家が傾き、学園を辞めて働こうとしていたところを実家共々援助してくれたアルベティーヌを生涯の主人として仰いでいた。

　そのズマナのあまりに献身的な姿に、ズマナの実家を窮地に陥れた張本人であるアルベティーヌの瞳が微かに揺らぐ。

「お嬢様方は夕食後にお二人でご入浴をされ、そのあとは──」

「いいわ。いつも通りね」

「はい」

　二人の娘は母親と毎日会話をしたがるが、父を恋しがることはない。幼い頃は懐いていたとは思うが、成長すると冷たい視線を向けるようになった。

　嫌ってはいないはずだが、娘たちが父に近づくときは、物を強ね請だるか、見目のよい父を他の令嬢に自慢するときだけだった。

（……それも当たり前ね）

　実家の力で強引に他の女から夫を奪い取った。夫も貴族だ。政略結婚も理解しているし、その務めも果たしてくれた。だが、彼はアルベティーヌの夫となり娘たちの父となっても、心のすべてを明け渡しはしなかった。娘を可愛がり、妻を愛そうとしてくれていたが、彼の態度は彼女たちから一歩引いているように見えたのだ。

　アルベティーヌはそれに苛立ち、冷たく当たって、時には酷い言葉も浴びせた。だが彼はそれを怒りもせず、寂しそうに微笑ほほえむだけで何も語ることはなかった。

　そんな冷え切った両親を見て育った娘たちも、父に母親と同じ冷たい態度をとるようになった。娘たちはそれ以外に父親と関わる方法を知らなかったのだ。

　夫の心まで奪えなかったアルベティーヌは、そんな娘たちを溺愛し、あらゆる物を与えて甘やかし、何かを得るためなら手段を選ばない、まるでアルベティーヌの分身のような貴族令嬢に育ててしまった。

　そんな娘たちの心ない言葉が、どれだけ彼の心を苛さいなんだのだろう。

　彼が傷つくのも当たり前だ。幼い娘たちが意味も分からず放った棘とげのある言葉は、アルベティーヌの〝心〟なのだから。

　だから、彼がこの家に帰らず、彼が求める『理想の妻』と『理想の娘』に傾倒することは当たり前のことだった。

　だからこそ、それを許せない。

「ズマナ……〝準備〟は滞りなく進んでいて？」

「はい、奥様。問題はございません。急遽時間の変更がありましたが、かえってやりやすくなったと言えるでしょう。ご安心ください」

「そう……だったら、今日はあなたを労わないとね」

　アルベティーヌは艶やかな瞳でズマナを手招いた。

　アルベティーヌは娘たちを愛している。下の娘は大好きな姉と母親の真似をしているだけに見えるが、上の娘は幼い頃のアルベティーヌに生き方まで似ていた。

　酷いという自覚はあるが、我が儘に育った貴族の娘はそれほど珍しくはない。それでも十歳にもなれば周囲と折り合いをつけて、アルベティーヌのように落ち着きを見せるだろうが、彼の娘であることで彼の実家の怒りを買い、上の娘は幼い頃から望んでいた婚約まで解消されたことで、さらに苛烈な性格になってしまった。

　可哀想な娘のために。

　自分の心を守るために。

　すべてを手に入れるために──

　アルベティーヌは一度すべてを壊して白紙にすることを望んだ。





＊＊＊






　やってまいりました翌々日、あのお坊ちゃま……えっと、リック？のお誕生日パーティーが始まりやがりました。

　場所はこの前お茶会をした、あの広いお庭のあるお屋敷です。本当は夕方からやるはずだったんだけど、急遽、夜の部に出られない子どもたちのために、お昼にもすることになったそうです。

　つまりお誕生日パーティーに、昼の部と夜の部がある。リックのおうちってどれだけお金持ちなのでしょう……。

　お金持ちだから大人が来る夜にするのは分かるけど、どうして急に昼の部が増えたの？

「おとうさま、どーして？」

「どうしてだろうねぇ」

　お父様が何故か遠くを見て笑って誤魔化した。すると会場まで私の付き添いをしてくれるヴィオが困った顔でそっと教えてくれた。

「おそらく……ユルお嬢様がいるからですわ」

　どういうこと？




　本日のお召し物は、お父様のお屋敷にお茶会用で用意してあった……『これはないでしょ』って感じのお姫さまチックな、真っ白ふわふわなお花のようなドレスです。

　あのお茶会でも貴族っぽい女の子は豪華で可愛くて綺麗なドレスを着ていたけど、ここまで童話チックなドレスはいませんでした。誰が似合うんだ、こんなの……ああ、私くらい人間離れしていないとダメなのですね。全然褒められている気がしませんわ。

　お父様は偉そうな感じの人たちにお呼ばれして別の場所へ……。会場の入り口まで付き添ってくれたヴィオは使用人の控え室に待機となるので、そこから執事っぽいお兄さんにエスコートされて、久々に自分の足で歩いて会場に入る。

　良かった……私、ちゃんと歩き方を覚えていたよ。

　会場入りした瞬間に、こちらに気づいた楽団員の何人かが〝ギコォー〟とか〝ギギィ〟とか音を鳴らして、慌てて退場させられるハプニングはありましたが、その場にいた他の子どもたちに何故か遠巻きにされる以外は特に問題はありません。

　会場に入るまでの問題は、それしかなかった。

　パーティーが始まってからの問題はまた別の話です。

「ユルさまっ!!」

「ごふっ！」

　突然真横からタックルをかましてきた女の子に思わず息が詰まる。

「シェリー!?」

「はい、シェリーでございます！」

　ガッツリ抱きつかれて転びそうになったけど、青い顔をしている執事さんがこっそり片手で受け止めてくれていました。

「ユルさまっ、またお会いできてとても嬉しく思っておりますわ！　ユルさまがそのお姿をお見せになった瞬間、わたくし、まるで光り輝くユルさまから祝福があったかのように強烈な衝撃を受けて、すぐに気づくことができましたわ！　白いドレスがあまりにもお似合いでまるで白百合の妖精かと思いましたの！　それともそのふわふわなドレスは満開に咲き誇る白い薔薇を意識されたのかしら！　でもやっぱり、わたくしには天より舞い降りて我々下げ賤せんの者に幸せを与えてくださる、天使さまの翼のように見えましたわ！　いいえ、その天使どもでさえユルさまのあまりの愛らしさと美しさに嫉妬して隠れてしまうに決まっていますわ！　こんな素敵で可愛らしいユルさまに再びお会いできた幸運をなんと表現すれば良いのでしょう！　ああ……わたくし、ユルさまの神々しさに目が眩んで、なにやら目眩が……」

　カッ、カッ、カッ、と靴底を鳴らし、スポットライトを浴びた舞台女優のように、シェリーはよろめきながら後ずさる。

　残念、それは酸欠です。

　この子、なにげに多芸ね……。これがお貴族さまの褒め殺しですか。これで五歳になったばかりなんて、社交界とはなんて恐ろしい場所なのでしょう。

「……シェリーもお姫さまみたいよ」

「まあ！　ありがとうございます！　ユルさまにそんなことを言っていただけるなんて！」

　シェリーもようやく落ち着いて……いや、まだおかしいか。でも、本当に淡い桃色のドレスを纏まとったシェリーは絵本のお姫さまのように可愛らしかった。

　なんか、シェリーの奇行のせいで余計に他の子どもから距離を取られた気がする。誰かに助けを求めたくても、この昼の部は本当に子どもばかりでシェリーの親御さんはいなかった。

　……もしかして会場の隅で他人の振りをしながら、帰り支度をしているシェリーにそっくりの男の子は、彼女のお兄さんでしょうか。ダメだ、当てにならん。

　でもその代わりに、妙な注目をされたせいで関わりたくなかった奴を呼び寄せてしまった。

「ユールシア！」

「リック……」

　可愛らしい黒髪のご令嬢と歓談をしていたリックが私を見つけて、そのままずかずかとこちらにやってきた。

「お前、来ているのならさっさと──」

「リックさま、おたんじょうび、おめでとうございます！」

「お、おう……」

　何か言われる前に三歳児らしくご挨拶をして、話の腰を折る。

　私だって夢の世界の知識がありますので、ご挨拶くらいできますわ。さて、挨拶も済んだし、これでいつ帰っても大丈夫。

「それでは、私はこれで……」

「リュドリックさま！　今はわたくしがユルさまとお話ししておりましたのよ！　さぁユルさま、向こうで果実水でもいただきましょう？」

「はあ!?　何を言っている！　お前は確かオルアレン家のシェルリンドだな、勝手にユールシアを連れ回そうとするな！」

「何をしておりますの！」

　そこに乱入する第三者。あれ？　この子って……

「リュドリックさまは、このわたくしとお話ししていたでしょう！　それを途中で切り上げるなんて、どういうことですか！」

「いや、その……」

　その黒髪の女の子の剣幕にさすがのリックも……あれ？　りゅどりっく？　まあいいや。リックも後ずさり、すかさずシェリーが私の手を摑つかむ。

「ユルさま、さあ、向こうに行きましょう！」

「あなたたちも、このわたくしを無視するなんていい度胸ですわ！」

　あ、飛び火した。突然絡んできた彼女に私が顔を向けると、黒髪の女の子が仰け反るように顔を真っ赤にして一歩下がった。

「……くっ、卑ひ怯きょうな」

　何が!?　私が見るだけで卑怯なの!?　黒髪で翡ひ翠すい色の瞳のこの女の子は、あのお茶会にいた一番綺麗な子だった。歳はシェリーと同じか一つ上くらい？　凄く綺麗なのにすごく残念だったのでよく覚えている。

「シェルリンドもベルティーユもいい加減にしろ！　ユールシアは俺の誕生会に来たんだぞ！」

「さきほどご挨拶は済みましたでしょ！　これからは女子の時間です」

「あなたたち、こんな小さな子に何をしていますの！　それならこのベルティーユがこの子の相手をしますわ！」

「「はあ!?」」

　え、なにこの状況？　もしかしてこの三人って仲が悪いの？　この前シェリーが怯えていたように見えたのは我慢していたの？　えっと、ベルティーユ？　彼女もリックに興味があるんじゃなくて無視されたから怒りに来ただけ？　……よく分かんない。どっちでもいいけど、私を巻き込まないでほしい。

　本当は隙を見て帰ろうと思っていたのに、今は三人が私を摑んで身動きできなくなっている。
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　どうしよう……『痛いから放して』って言ったら気に病むかな？

　なんか周りの視線が痛い。騒いでいるのは本日の主賓と可愛い女の子たちなのに、何故か身動きのできない私に視線が集中している気がする。

　使用人さんはオロオロしているし、頼りになる大人もいないから、どうしよう……と思った、そのとき──

「あらあら、リックもシェリーもベティーもダメよぉ？」

　そんな声が聞こえて、ひょいっと私を後ろから持ち上げて抱きかかえたのは、炎のようなオレンジ色の髪をした綺麗な女性でした。

「小さな子には優しくしないとね」

　その人はそう言って啞あ然ぜんとしているリックたちに可愛らしく片目を瞑つぶる。

　髪が赤く見えたから、あのときの馬車の美人さんかと思ったけど、全然違う。あの美人さんが棘のある深紅の薔薇なら、この綺麗な人は緋ひ色いろの炎のように暖かな感じがした。

「母上っ！」

　リックがその人を見上げてそう声をあげる。ああ、リックのお母さんだったのね。……全然似てないわ。

「おうたいひゅ──」

「はい、そこまで」

　何かを言いかけたベルティーユの唇を人差し指で止めて、シェリーにもニコリと微笑むと、二人はお口を塞いでこくこくと頷うなずいた。何が内緒なのだろうと私を抱き上げているその人を見上げると、彼女が私を見てクスクスと笑う。

「ようやく会えたわぁ。ユールシア……あなた、リアの子でしょ？」

「おかぁさま、知ってるの？」

「そうよぉ。わたくしはエレアって言うの。リアのお友達なのよ」

　なんですと！　お母様……お友達いたのですね。そんな失礼なことを考えていると、エレア様は私を捕獲したまま歩き出した。

　捕獲……そう、私はエレア様に捕まったのです。




「やっぱり、女の子は可愛いわぁ」

「「「…………」」」

　どうやら私の抱っこ係が一人増えたようです。

　エレア様は会場にある一際大きなソファーにどかりと腰掛け、私をお膝の上に乗せたまま、両脇にいるシェリーとベルティーユの髪を撫なでていました。

　……ここはどこの夜のお店ですか？

　その隣にある一人掛けのソファーでは、以前までのナンバーワンホストだったリックが憮ぶ然ぜんとした顔で果実水を煽あおっていた。

　エレア様？　女の子が良いとか、お宅の息子さんがやさぐれておりますわよ？

「リックも今は可愛いけど、どう見ても旦那さま似だから、あと数年もしたらゴッツい男になるのよねぇ」

　七歳の息子に容赦ないな。だったらなおさら今のうちに可愛がったほうがいいのでは？

「ふんっ、父上に似るのなら、強くなるからいいんだ」

　リックちゃんも意外と強い。するとエレア様は目を細めるようにニヤリと笑って、お膝の上の私を見る。

「リックは強い男になるんだぁ……。ねぇ、ユールシアは強い男の子は好き？」

「え……」

「は？」

「なっ」

「えっ」

　私だけでなくリックもシェリーもベルティーユも思わず声を漏らした。エレア様の目が笑っているのに全然冗談っぽく聞こえないのは何故でしょう……。

　これはあれですね。貴族に疎い私でもなんとなく分かりますよ？　ここで返答を間違うとそのまんまエレア様の良いように話を進められちゃう、あれですよね？

「わかんない」

「そっかぁ、ユールシアにまだ分からないかぁ。ちなみにリックはどんな子が好きかしら？」

「「「…………」」」

　やめてください。リックもシェリーもベルティーユもやっと意味を理解したらしく、視線を逸らして完全に沈黙していた。

「エレアさま、女の子、いない？」

　とりあえず微妙になった空気を変えるために話題を振ってみると、エレア様も乗ってくれた。

「そうなの。男の子ばっかりなのよ。旦那さまにはそのほうが良いのだけど、やっぱり女の子も欲しかったわぁ。上の子は今、ユールシアのお父様とご挨拶しているから、後で会ってあげてね」

「あい」

　まぁ、貴族ならお世継ぎがいたほうがいいのよね。それにしても、エレア様は元々ゆっくり話すほうなのかもしれないけど、今は幼児を相手にしているせいか、なおさら口調がのんびりしているような気がする。

「だからぁ、ユールシアもベティーもシェリーも、何か困ったら、〝お母様〟だと思って相談していいからねぇ？」

「「「…………はい」」」

　なんか怖い。でも、単純に貴族世界で後ろ盾が出来たと思えばいいのかしら？　あまり深くは考えないことにしましょう。

　そんなことを考えていると私たち三人を見ていたエレア様が少し首を傾げた。

「ユールシアだけそのまま呼んでいるわねぇ。ユールシアも愛称で呼びたいわ。リアからなんて呼ばれているのぉ？」

「えっと……ゆ」

　いや、待った。シェリーには普通に『ユル』と言っちゃったけど、お母様たちにそう呼ばれているからといって、そうする必要はないはずです！

　前は赤ちゃんだったから反論もできずにユル呼びされていましたが、こんなゆるキャラみたいな愛称から脱出できるチャンスです。今なら言える。ユールシアなのだから『ルシア』とか『ユア』とかでもいいじゃないですか！

　そう決めてエレア様に答えようとしたその瞬間──

「ユルさまは、ユルさまですわ！　そう呼ばせていただくだけで幸せですわ！」

　シェリー!?

「それならわたくしもユルと呼ばせていただきますわ！　ユルもわたくしのことはベティーと呼んでくださいませ！」

　ベティーまで!?

「それなら、わたくしも『ユル』って呼ばせてもらうわね」

「はい……」

　エレア様からそう言われて、私は訂正する間もなく項うな垂だれた。……私いつまでゆるゆるしていないといけないの？
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　カイル宮は、王家直轄の庭園として王都で最も格式のある場所として知られている。

　この場所を利用するのは信用のある者だけで、現状では伯爵家以上の上級貴族家に限られ、子爵家や男爵家のような中級貴族でも、中に入るには主催者の招待状と上級貴族家の付き添いが必須となっていた。

　本日は夕刻からとある子息の誕生日パーティーが予定されていたが、数日前に昼にも行われることが決まり、朝から多数の食材業者が訪れ、警備の一部もそこへ割り振られた。

　当然、いつもより警備は薄くなるはずだが、そこは王家直轄の責任があるのか、警備の兵士たちは警備の割り当て時間を増やすことで対応していた。

「……腹減ったなぁ」

　今日は朝から警備に就き、昼過ぎまで交代できない若い兵士が愚痴を漏らすと、年嵩の兵士もそれをたしなめることなく肯定した。

「まぁ、仕方ないさ。それが仕事さ」

「そうなんですけど、今頃、中では美う味まいもの食っているんでしょうねぇ」

　二人が不真面目なわけではない。まだ愚痴を言える余裕があっただけだ。本当に不真面目なら、今頃どちらかが食事を貰いに行っていたはずだ。

　それに、こうした大きなパーティーの警護では、最後に余った食材や料理を兵士や使用人にも振る舞われることがある。それが祝い事ならその確率はさらに高くなる。

　特にこのカイル宮の場合は、上級貴族がさほど食べるわけでもないのに、テーブルに載りきらないほど料理を用意する必要があり、普段、彼らのような者では口にすることもできない、高級甘味が下賜されるのだ。

「……メイドたちは絶対、菓子類を狙っていますよね？」

「そうだな。だが安心していいぞ。昼のパーティーはご子息ご令嬢しかいらっしゃらないから、酒は出ないが菓子類は多いらしいぞ」

「そりゃ、いいっすね。神に感謝を」

　今回は家で待つ子どもにも甘い物を持って帰れそうだと、敬虔なタリテルドの民らしく若い兵士は神に感謝した、そのとき──

「おい、あまり気を抜くなよ」

「「は、はい！」」

　突然背後から聞こえてきたその声に、兵士たちは慌てて姿勢を正す。

　声を掛けてきたのは、あまり見かけない青年騎士だった。兵士たちはこのカイル宮専門で警備をしているが、今回は人員不足故に他からも応援に来てくれたのかと考えた。

　その金髪の青年騎士は彼らの様子に苦笑すると、騎士には不似合いな籠かごの中から、皿に盛られた肉と小さな瓶の果実酒を取り出した。

「警備隊長が兵士にも振る舞えと言われたんだ」

「い、いいんですか？」

「祝い事だからな。少量で申し訳ないが、このくらいなら神も許してくださるさ」

「「ありがとうございます！」」

　兵士たちも『祝い事』や『神の許し』と言われたことで、疑うこともなく明るい表情を見せ、青年騎士は人好きのする笑顔を見せてその場を後にした。

　誰も疑うことのない平和を享受する王都の人々……。

　その裏で、それを壊そうとする計画は静かに進んでいた。




　金髪の青年騎士は先ほどと同じように食べ物と飲み物を何ヵ所かに配ると、そのまま屋敷内に入りある場所を目指していた。警備兵や騎士の大部分は納品場のような外部の者が訪れる場所か、パーティー会場周辺を警備しているため、廊下に人の気配はない。

　パーティー会場を警備している騎士にしても、このようなパーティーの警護は人出が多くなるため、全員が顔見知りというわけではない。

　だが──

「ここで何をしている？」

　金髪の青年騎士の背後から、ちょうど通りかかった警備主任らしき中年の騎士と書類を持った若い騎士が声を掛けた。その声に青年騎士は落ち着いた様子で振り返る。

「この辺りを巡回しておりました」

「この辺りは私の部下が担当していたはずだが……失礼だが、貴公の官姓名をお聞かせ願いたい」

　わずかに怪しむようなその言葉に青年騎士は薄く嗤わらい……

「はい。私は──」

　その瞬間、一瞬で踏み込んだ青年騎士の剣が中年騎士の首を一撃で斬り飛ばした。

「──ズマナ、と申します。では失礼」

「ひっ」

　一瞬で絶命した上司と殺害した青年騎士に、若い騎士は息を吞みながらも書類を投げ捨て腰に帯びた剣を抜く。

　このような状況で混乱しながらも、剣の切っ先がわずかにも揺れていないことに気づいたズマナは、騎士に指先を向けて口の中で唱えていた魔術を解き放つ。

「──【稲妻ライトニング】──」

　バチンッ！　と弾ける音と共に閃せん光こうが奔り、稲妻を受けたその騎士は口から黒い煙を吐きながら、物言わぬ骸となって崩れ落ちた。

「さて、始めますか」

　ズマナは金髪の鬘かつらを脱ぎ捨て、そのまま会場のほうへと走り出した。
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「……う」

　私は突然内からこみ上げてきたものに、口を両手で押さえて顔を伏せる。

「ユル？」

「ユルさま!?」

「どうしたの、ユル！　ポンポン痛いのかしら！」

　私を抱っこしていたエレア様と、何故か私以外を見てないシェリーが気づいて声を掛け、それを見て残念黒髪美少女のベティーがいきなり立とうとしてソファーからずり落ちた。

　でも……なにこれ？　胃の中から何かが訴えるような、全身の血が沸き立つような、この感覚はなんなの？

「気分が悪いのか？」

　俺様気質のリックも心配そうな顔をしているので、たぶん相当変な顔をしているのでしょう。そんな中でエレア様が、不意に上げた顔を少しだけ険しくしてぽつりと声を漏らした。

「……血の臭い？」

　そう……これは血の香りだ。

　人間特有の甘い血の香りが、〝苦痛〟と〝絶望〟と共に私に流れ込んでくる。

「──エレアノール様」

　いつの間にか側まで来ていた侍女がエレア様に何事か耳打ちをすると、その声は聞こえなかったけど、エレア様の呟きは微かに聞こえた。

「──兵士たち──毒？──」




　バァンッ!!

　そのとき、会場の大扉が勢いよく開かれ、黒い布で顔を隠した騎士たちと、同じく顔を隠した使用人らしき者たちが、武器を持って大広間になだれ込んできた。

『キャアアアアアアアアアッ！』

　湧き上がる子どもたちやメイドたちの悲鳴、

　それを威嚇するように武器を向ける者たちが数十人……。この流れは小市民の私でも理解できます。

「静かにしろ！　我々はこのカイル宮を占拠したっ、子どもたちは我々と来てもらおう」

　一人、前に出てきた若い声の〝テロリスト〟はそんな要求を口にした。

　そう……これは、れっきとした『テロリズム』──何かしらの目的を持った犯罪行為です。

　もしかしたら営利誘拐かもしれないけど、こんな王都のど真ん中で真っ昼間からこんな行動をする人間は、分かりやすい利益以外の目的があると感じた。

「勝手なことを！」

　私をソファーに下ろしたエレア様が、とんでもない高速詠唱で火の玉を作り出す。見た目の印象通りの火魔術でかなりの威力がありそうだけど、エレア様はそれを放つことができなかった。

「その魔術では、子どもも死にますよ？」

「……くっ」

　すでにリーダーらしき男の仲間が動いて、怯えて泣いている二人の子どもを盾にするように連れていた。

　それを見てエレア様は歯ぎしりをしながらも、火の玉を消さずに男を睨む。

　これは良くない。一見膠こう着ちゃく状態に思えるけど、エレア様が何か行動をすれば間違いなく子どもたちが死ぬ。たとえエレア様が魔術を撃たなくても、何かをした報復だけであのテロリストは子どもを殺すでしょう。

　この場合の打開策は、子どもを巻き込むことを承知でその火の玉を撃つことです。でも、子ども好きのエレア様には、そんな事ができるとは思えない。

　さらにこのままの状況が続いても、誰かがパニックを起こして騒ぎ出したら、見せしめに誰かを殺すかもしれない。捕まっている子どもたちも、リックたちも青い顔をしてもう限界に見える。

　そんな子どもたちの精神が限界でもギリギリ踏みとどまっているのは、大人であるエレア様が私たちを守ろうとしている姿を見せているから。でもここでエレア様が火の玉を消したら、子どもたちの精神が限界を超える。だから、それが分かっている執事や侍女も動けない……。

　なんか、もう詰んでない？

　どうしようもなさそうだけど、少し考えてみましょう。テロリストたちがまだ自分が有利だと思っているうちに。

　テロリストの目的は考えても分からないけど、テロの目標は『子どもたちの誘拐』だと彼ら自身が言っている。そして、今現在、四歳にもなっていない私では、どうやってもそれを防ぐことはできない。

　……悪魔の力が戻ったら分からないけど、世の中そんなに甘くないし、こんな人前でそんなことはできません。

　だから現状を打開するには、まず彼らの目的を達成させる。そこからどれだけこちらの被害を減らせるかが問題になります。

　たぶん、一番の目的はリックかな？　どう見ても良いところのご子息っぽいし、他にはベティーもお嬢様っぽいけど、リックが目的ならこんな警備が多そうな厄介な場所を、昼間から襲う理由に納得ができる。

　私的に一番良い案は、大人しくリックを渡すのでそれで満足して帰ってもらうことだけど、まぁ無理だよね。これだけの事をしたのなら、できるだけ多くの子どもを連れて帰りたいんじゃないかな？　でも、人質はあまり多すぎても逃げるときに邪魔になるはずです。

　ここに居るテロリストが全員じゃないと思うけど、それでも連れて行けるのは五人くらい。最低でも三人も連れて帰れば目標は達成されるとして、たぶん一番の問題は、ここに残される側だと私は思っている。

　テロリストからすると人質以外の人を生かしておく意味がない。特に行動力のある大人を生かしておくことはデメリットしかない。

　子どもなら面倒だから殺さないという可能性もあるけど、行くのも危険で、残るのも危険という大変面倒な状況になりました。

　……ああ、もう！　本当に面倒です！

　エレア様はお母様のお友達ですし、いい香りがするし、シェリーは可愛いし、ベティーは面白いし、リックも死んだらエレア様が悲しむだろうし、そんな悪い奴でもなさそうだし、もう！

　悪魔である私と、人の心が入り混じって、頭の中がごちゃごちゃします！

　はぁ……仕方ないなぁ。

　こんなの私の〝柄〟じゃないのに……。




「……エレアさま、おてて下ろして」

　私はエレアさまに触れて、できるだけ穏やかに、でもきっぱりと声に出す。

「ゆ、ユル!?」

　私を摑むシェリーの手から抜けてそっとソファーから降りると、ゆっくりとしっかりと、できるだけ〝凜〟とした顔をして、できるだけ偉そうに前に出た。

　この中で一番幼い私の行動に誰もが硬直したように動けない中で、てくてくと歩く私の人から外れた容姿に、テロリストたちも危機感を持てずに困惑した表情を浮かべていた。

　私は自分の非人間的な外見を最大限に活かして、強い視線で彼らを威圧する。

「ここの人たちを解放してくだしゃい！」

　私がそう語りかけると、テロリストたちが怯んだように後ずさる。決して私が嚙んだからではない。たぶん、そう、きっと。

　私の非人間的な外見に慣れるには時間が必要だと、うちのお屋敷の人たちで知っている。だからこそ、彼らが混乱から立ち直る前に強引に話を進める必要があった。でもこの交渉で、無条件で解放されることを望むほど、私も楽観的じゃありません。だから──

「そのかわりに、わたちを連れていきなさい」
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　周囲から息を吞むような微かなざわめきが聞こえた。

　舌っ足らずは私のせいじゃない。まだ三歳だから仕方ない。私はもう喋るのはやめて、テロリストのリーダーらしき黒髪の覆面騎士に微笑み、刺激をしないようにそっと歩き出した。

　ここまま誰にも邪魔をされず、彼らの只ただ中なかを通って大扉まで辿たどり着つけたら私の勝ち。そのまま廊下に出ることができれば、今更私を捕らえることもできずに、私の後を付いてくるしかなくなる……はず。

　上手くいけばこれが一番被害は少ない。テロリストたちも三歳の子どもにそれほど酷いことはしないと思う。……でもまぁ、命の危険には変わりないけど、私一人なら最悪、禁忌のＧ召喚黒雪崩でなんとかなるかもしれない。

　……私本人に一番ダメージが来そうだけど。

　とりあえず一人ならどうとでもなる。悪魔として過ごした殺伐とした経験からあまり危機感がないのは自分でも認めるけど、それでもシェリーやベティーが連れていかれるよりマシかな。

　不思議そうな顔で私を見る覆面リーダーの横を通り抜け、もう少し……あと少しで大扉を抜けるその瞬間──

「ユル一人にそんなことをさせられないわ！　わたくしも連れていきなさい！」

　……え？　エレア様!?

「わたくしもユルさまと参りますわ！」

　シェリーまで!?

「ふ、二人が行くのならわたくしも行きますわ！」

　ベティー……

「お、俺も！」

　リックまで……なんかもう勢いだけで言ってない!?

「……では、君たちを招待しよう。ふふ、あなたのおかげで助かりましたよ、淑女レディ」

　ついでにテロリストのリーダーまで面白そうにそう私に微笑みかけた。

　……あ～あ、どうしてこうなっちゃうの!?





第八話　愛しいあなたへ







　結局、私だけじゃなくて、エレア様とシェリーとベティーとリックまで連行されることになりました。なんとなく機嫌が良さそうなテロリストのリーダーがこっそり教えてくれたけど、最低限の拉致目標はエレア様とリックの二人だけだったとか。……なんだそりゃ。

　それでも律儀というかなんというか、あの場にいた人たちに危害を加えるのは止めてくれたらしくて、睡眠薬かなんかで眠らせたみたい。

　それから私たちはどこかの商会の大きな馬車に揺られて、二時間ほど移動したどこかのお屋敷に連れ込まれて、エレア様だけどこかに連れていかれました。

　リックは自分のお母様が連れていかれそうになって駄々を捏こねたけど、一発ぶん殴られて今は大人しくしている。

「リュドリック様……大丈夫ですの？」

「へ、平気だ！」

　たぶん、手加減はされていたと思うけど、ベティーが声を掛けるとリックは腫れた頰を押さえて涙目になっていた。とりあえず強がる余裕はあるっぽい。

　ただ、空いている片手で私のスカートの裾を摑つかむのはやめてほしい。怖いのなら来なけりゃいいのに……。まぁ、そのおかげで隣のシェリーは般若みたいな顔をするほど、元気が有り余っていますけど。

　エレア様から離された私たちは、とりあえず大きな倉庫のような地下室に入れられた。

　でも私は、こんな状況ですが、とても落ち着いています。

　これほど自分が〝悪魔〟であると実感したことはこれまでありませんでした。

　悪魔の精神と、人の心……。

　精神と心は漠然と同じもののように考えていたけど、実際には微妙に違っていた。

　私は、あの〝夢の世界〟である程度まで生きた〝記憶〟があったから、精神力が強いのだと思っていた。もちろんそれもあるのでしょうけど、それだけなら……人として生きた記憶だけならもっとこの状況に怯えていたはず。

　私は魔界という凄惨な世界で〝悪魔〟として生きてきた。それでも〝人の心〟は確かに私の中にあると思っていた。

　今……私の瞳に映っているのは、心も身体からだも傷ついた数十人の子どもたち。

　ここに来てからどれだけの時が過ぎているのでしょう……碌ろくな食べ物も与えられず、泣き叫ぶ気力も枯れ果て、希望も無くした虚ろな瞳で蹲うずくまり、捕まるときに抵抗でもしたのか、酷い暴力を受けた一人の子どもが治療もされずに死に掛けていた。

　そんな子どもたちを見て、シェリーたちは辛そうに目を背けていましたが、私は目を逸らすことなく見つめ続けていた。

「なんてことでしょう……」

　その子どもたちに感じたのは、〝憐あわれみ〟でも〝憤り〟でもありません。

　私は……その子たちの苦しんでいる姿に、深い〝愛おしさ〟を感じていたのです。

　……変態かっ。

　なにそれ？　ちょっとおかしくない？　一瞬〝慈愛〟みたいで勘違いしそうだけど、傷ついて苦しんでいる子どもを見て愛しさを感じるとか、どんな変態ですか！

　いや、私だって頭では酷い光景だって理解しておりますのよ？　でも、心の奥から高揚感といいますか、なんか力がこみ上げてきまして……。

　どうしよう……どうしようもないな。（諦め）

　そんなしょうもないことを考えながら辛い気分で視線を背けると、何故か泣きそうな顔のシェリーとベティーが私の手を握ってくれた。ごめん、そうじゃない。

　……ん？

「……あの子……」

「ユルさま、どうしたのですか？」

　シェリーが心配そうに声を掛けてくれる。でも私は、先ほどの死に掛けている子どもから漂う気配に惹きつけられた。

「あの子……死にたがっている」

　そんな言葉が口から漏れたそのときには、私はもうその子のほうへ歩き出していた。

　普段、『人間らしく』している微笑ほほえみも消えているのでしょう。近づく私に子どもたちが怯えたように道を空けてくれた。

　その子の周りにいた子どもたちも、兄弟ではなかったのか慌ててその場を離れ、私はその『死にたがっている子ども』の側でそっと膝をつく。

「あなた……生きるのがつらい？」

　私の言葉に、後ろから付いてきていたシェリーたちの息を吞む気配がした。

　その男の子は生気のない目をわずかに開けて、ひゅぅひゅぅ……と掠かすれた息をひび割れた唇から漏らすだけで声にはなりませんでした。

　でも、その子の瞳が語っている。微かに動いたその唇が言っている。

『この苦しみを早く終わらせて、楽にしてほしい』──と。

　それがあなたの望み……でも──

「ダメよ」

　私はそっと男の子の汚れた頰に触れて、優しい声で微笑み掛ける。

　私に流れ込んでくる……

　この子の、強い〝苦痛〟と深い〝絶望〟が、私の渇いた心を満たしていく。

「生きなさい」

　ああ……人間とは、なんて弱く愛おしい生き物なのでしょう。

　こんな小さな子どもでさえも、小さな身体と心に、私を引き寄せる〝蜜〟を抱えている。

「つらくても、悲しくても生きなさい。それが人ひ間との定めよ」

　いつの間にか、私の言葉を地下倉庫にいたすべての子どもたちが聞いていた。

　あなたたちも知りなさい。あなたたちもその短い生を精一杯生きなさい。苦しんで、悲しんで、嘆いて、それでも生きなさい。

　人間が『楽に死にたい』だなんて、〝悪魔わたし〟が絶対に許さない。




「──『光ひかり在あれ』──」




　私の全身から眩い光が放たれ、その子を優しく包み込む。

　私の〝想い〟が力となり、癒やしの魔法となって放たれた。

　その強い力の迸ほとばしりに、私が神聖魔法を使えても普通の魔術が使えなかった意味に気づいた。それは当たり前のこと。だって、悪魔と人間では、魔法の使い方自体が違うのだから。

　私はただ、そう〝在ある〟だけで良かった。

　さあ、愛しき人間たちよ。

「──皆に、生の〝祝福〟を──!!」

　生まれてきたことを呪いなさい。けれど、この世界で私だけが、あなたの絶望を祝福いたしましょう。苦痛に満ちた世界へようこそ……人間ども。

　その絶望を〝悪魔わたし〟に捧げよ──
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　ああ……私はやっと心が解放された気がした。

　解き放たれた〝心〟は光となってこの広い地下倉庫をあまねく照らし、悪魔の純粋な魔力は私の想いのままに光となり、意思の弱い光の精霊さえも拘束し、無数の〝天使〟の如き姿に具現化させた。

　具現化された天使の羽根が吹雪のように光の羽毛を撒まき散ちらし、それに触れた子どもたちの身体を完全に癒やすと、光は大気に溶ける淡雪のように静かに舞っていた。

「…………」

　やってしまった。やりすぎた。どう考えても異常です。

　沈黙が痛い……子どもたちもシェリーたちも、呆ぼう然ぜんと言うか啞あ然ぜんとしている。

　どうしよう……どうしようもないな。（二回目）

　すると、あの死に掛けて死を望んでいた男の子が可愛らしいほっぺを真っ赤に染めて、キラキラしたお目々で私を見つめながら、その場に跪ひざまずいて手を合わせた。

「ありがとうございます……〝聖女さま〟──」

　……ほぇ!?　聖女!?　なんで!?　なんか思いっきり目が覚めた。

　その子の声が聞こえたのか、いつの間にか元気になった子どもたちが次々と跪いて、私に祈るように涙を流しながら手を合わせていた。

　ちょっと!?　聖女さまって、私、悪魔なんですけど!?





＊＊＊






「アルベティーヌ……何故、あなたがここにっ!?」

　壁を取り払い、無骨な柱だけが残る屋敷よりも広い地下室で、アルベティーヌはエレアノールと対たい峙じしていた。

　彼女に詰め寄ろうとしたエレアノールを数人の騎士が止め、アルベティーヌが余裕のある笑みを浮かべて視線を返した。

「エレアノール様、お久しぶり……と言うほどでもなかったかしら？」

　上級貴族と言うこともあり、互いに夜会などではよく見る顔だった。

　それ以前に王都の魔術学園で同学年だった二人は、共に学園では知らない者がいない『社交界の二輪の薔薇』とまで言われ、知らない間柄でもない。

　二人は人が望むすべてを持っていた。美貌、権力、財力、羨望……だが、学園を卒業し、再び出会ったときには二人の立場は変わっていた。

　アルベティーヌはすべてを手に入れようとして、最も欲しかった〝心〟が手に入らず。

　エレアノールは貴族故にそれを諦めていたからこそ、アルベティーヌが望んでいた〝未来〟の一つを手に入れた。

　アルベティーヌはすべてが欲しかった。

　でも……一番欲しかった〝心〟だけがその手から滑り落ちた。

「……どうしてこんな事を」

「……あなたには分からないわ」

　エレアノールの問いにアルベティーヌはわずかに目を伏せ──再び顔を上げた彼女の瞳はいつもの苛烈で華麗な彼女本来のものだった。

「そうね……少しだけ教えてあげる。これからわたくしは、あなたから〝すべて〟を奪ってあげる。すべてを奪い、すべてを壊し、すべてを真っ白に戻して、わたくしはすべてを取り戻すの」

　破壊と再生。だがそれは、どうしようもなくなった敗者が最後に盤を引っ繰り返すようなものだった。その意味に気づいてエレアノールも愕然と目を見開く。

「……なんてことを。フォルト様はそれをご存じなの!?」

「まさか……でも、そこまでしないと、あの方はわたくしを見てくれないもの」

「アルベティーヌ……」

　彼女の意志が言葉では覆せない領域にあると知って、愕然とするエレアノールをアルベティーヌは配下に命じて下がらせる。

「客室に連れていきなさい。丁重にね」

「待ちなさい、アルベティーヌ！」

「じゃあね。エレアノール様。あなたには特別にこの国が壊れる様を、特等席でご覧になっていただくわ」

「アルベティーヌぅ────っ!!」

　騎士たちに両腕を摑まれ、連行されていくエレアノールの叫びに、アルベティーヌは虚しさと同時に心がわずかに癒やされるのを感じた。

　でも──

「……まだ足りないわ」




　アルベティーヌはそのまま壁が取り払われた暗い地下室を進み、中央の最も開けた場所へと赴いた。そこでは学者や魔術師のような者たちが作業をしており、彼女はその中にいる貴族男性に声を掛けた。

「ブルノー様、準備のほどはいかがでしょう？」

「おお、これは麗しのアルベティーヌ様。もちろん順調です。すぐに稼働実験に入ることもできるでしょう」

　三十代半ばほどのブルネットの髪をした優男──ブルノー侯爵はアルベティーヌの前に跪き、その手に軽く唇で触れる。

　彼は軍部の将軍の一人で、軍の中でも軍備の拡大を推進するタカ派として知られる人物だった。その軽薄そうな見た目にも拘わらず、剣の腕は近衛騎士にも匹敵し、魔術に精通する彼はこの場で自ら陣頭指揮も執っていた。

「さすがはブルノー様ですわ。仕上がり具合はいかがです？」

「それではお目に掛けましょう。こちらへ」

　手を差し出したブルノー侯爵にエスコートされ、作業をしている場所へ向かうと、彼女に気づいた魔術師や騎士たちが道を空け、床一面にある『召喚魔法陣』をアルベティーヌの瞳に映した。

「まあ……」

　アルベティーヌも首謀者の一人として概要は知っていたが、貴族の屋敷が丸ごと入るほどの魔法陣はやはり壮観な眺めだった。

　その様子に気をよくしたブルノーが魔法陣の説明を始める。

「アルベティーヌ様もご存じの通り、今回の召喚魔法陣は四年前の事件で使われていたものを基にして、二割ほど規模を拡張しております。それに、アルベティーヌ様より提供された新型魔法陣の機能を取り込み、上級悪魔グレーターデーモンクラスなら数体を連続召喚が可能となるでしょう」

　もちろん、それには術者の精神力と魔力が続く限り──という注釈が付く。

　技術的にはもっと大規模な魔法陣を作ることも可能だが、魔力を増やすには多くの魔術師が必要であり、多数の術者を同調させようとすれば長時間の儀式が必要になる。現状では秘密裏にこれ以上の場所を確保するのも困難であり、信用できる魔術師も足りていない。

　それでも、以前までの強い魔力で強引に開いた門から、無作為に召喚する方法と比べたら格段の進歩だった。

　だが、これほどの魔法陣を作った目的は、そんな小さな事ではない。

「では、高位の存在を召喚できますか？」

　アルベティーヌのその問いに、ブルノーも難しい顔をする。

　敵性国家があると仮定して、公に使える策ではないが、上級悪魔を百体ほど解き放つだけでもその国の国力を大きく削ぐことができるだろう。

　上級悪魔一体の戦力は兵士百人分とされ、それが百体となれば、悪魔との契約次第では小規模な国家なら壊滅的な打撃を与えられる。

　それでもタリテルドと同等の国力がある国なら、上級悪魔に匹敵する〝上級精霊ハイエレメンタル〟を召喚できる術者もそれなりにいるはずで、確実な戦果は望めない。

　元々、この企ての目的は、確実な戦果を上げるためにより高位の悪魔を呼び出すことであり、この屋敷に集められていた五十余名の子どもは、そのたった一体の『悪魔』を確実に呼び出すための〝生け贄〟であった。

　地震、噴火、津波、竜巻……世界に天変地異を起こすという〝大精霊アークエレメンタル〟にも匹敵する、高位の悪魔──

　その存在がこの世に顕現するときは、古びた貴人の衣装を纏う、禍々しい〝人〟の姿で現れ、たった一体で国さえも滅ぼすと言われていた。

「難しい……ですが、私はあの〝存在〟を呼び出したいと……」

「ええ……わたくしもよく覚えていますわ」

　四年前に起きた『悪魔召喚事件』──狂気に陥った悪魔崇拝者が起こしたというその事件で、ブルノーは討伐指揮官として指揮を執り、アルベティーヌも魔術学園のオブザーバーとして、魔術師たちを指揮することになった。

　地位のあるアルベティーヌが討伐作戦に参加することは周りにも止められたが、自分の領地で起きた事件だったことで、彼女は夫に対する当て付けから危険な作戦に参加した。

　当時のブルノーは、ただ自分の権威を高めるための手柄が欲しかった。

　当時のアルベティーヌは、ただ自分の存在を示したいだけだった。

　だが二人は、その日──その大いなる〝存在〟を目撃する。

　それは、まるで神の御使いの如く美しい、一体の金色の猫であった。

　黄金に輝く毛皮と、黄金で出来た蝙蝠こうもりの翼を持つ、悪魔の特殊高位個体──『金きん色いろの獣けもの』──。

　誰もが気づけたわけではなかった。

　ごく少数の者だけがそれに気づいた。

　その小さな身体に秘められた、星空も月も暗黒で塗りつぶすような、おぞましさを。

　それは、上級悪魔など比べものにならないほどの力を持った、美しき黄金の悪魔だった……。

　おそらくはその魔法陣では力が足りなかったのだろう。顕れた黄金の悪魔は天に消え、もうこちらの世界には存在しないと教会側から発表はあったが、アルベティーヌとブルノーの二人は、その美しさと強大さに魅了され、再び呼び出そうと画策した。

　二人の目的も想いも別であったが、二人は〝悪魔〟の力に魅了され、信仰にも近い想いをもってそれを進めた。

「──現状では、まず実験として上級悪魔の中でも、年を経た強力な個体を召喚できるよう調整をしておりますが、いかがなさいますか？」

「そうですね……」

　実験とはいえ、数体の上級悪魔を呼び出すとなれば、数名の生け贄は必要になる。

　黄金の悪魔を再度こちら側に呼ぶのにどれほどの生け贄が必要か分からず、あまり無駄にはできなかった。

　エレアノールを下がらせたのも、最終段階に近づいた実験を魔術が使える彼女に、万が一にも邪魔をさせないためだ。彼女の息子を捕らえたのも、彼女の目の前で生け贄にするためで、こんな実験で使いたくはなかった。

　だがそのとき、アルベティーヌはズマナの報告にあった一人の子どもを思い出す。

「一人だけ……強い魔力を持った、血の濃い子どもがいますわ。その子どもなら数人分の生け贄になるかと……」
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「あの子どもを……ですか？」

　アルベティーヌに話を聞いたズマナは、召喚魔法陣の試用実験に例の幼い娘を使うと聞いて、思わず問い返してしまい、ハッとした顔で頭を下げた。

「申し訳ございません。余計なことを申しました」

「いいえ、いいのよ。確かに予定にはなかったわね」

　恐縮するズマナにアルベティーヌは、子どもたちが収監されている部屋に向かいながら鷹おう揚ように頷うなずいた。

　最初の予定ではエレアノールの息子を生け贄にする前に、低級悪魔を憑ひょう依いさせる実験体として扱い、エレアノールに半ば人外と化した息子を見せつけて彼女の心をへし折るつもりだった。エレアノールが拉致できたことで予定を早めることもできるが、それをするにも時間が必要なのも事実だった。

　低級悪魔憑依とは、何百年も昔から悪魔や精霊のような、精神生命体の力を人に取り込めないか実験されていたものだったが、姿は化け物じみてもいまだに明確な力量の上昇は認められていない禁忌の分野だ。

　憑依させる悪魔や精霊の力が強ければ人間は正気を失い、弱ければ人体は変質するが力は得られず弱体化する。過去には南方の国家で実験が行われていたらしいが、さすがにその結果までは手に入らなかった。

　あの幼い娘もリュドリックと同じ血を持つのなら、使い捨てにしなくても、もっと上手い使い方もあるのではないか。ズマナはそう考えるがこの苛烈な主人は一度決めたことを簡単に変えはしないだろう。

「わたくしが知りたいのは、古く濃い血を持った子が、どれだけ悪魔の力に対抗できるか……それだけよ」

「……はい」

　それだけではないだろう……そうズマナは思う。

　予定外のエレアノールとの会話。予定外に手に入ったあの子どものせいで、アルベティーヌは平静を欠いていた。

　夫に心から愛された女性の子で、夫に望まれて生まれてきた、夫がすべてを投げ出してもよいと想う最愛の娘。最初から愛されることが決まっていた、周りから愛されているその子どもに、アルベティーヌが複雑な感情を抱いていることはズマナにも分かっていた。

　そして、自らの心の平穏をかき乱すその子どもの存在を、アルベティーヌが無意識に恐れていることも……。

　ズマナにしてみても、あの幼い娘は不思議な存在だった。

　誘拐を目論む賊を前にしてあの娘は怯えた様子も見せず、まるで上位者のような毅き然ぜんとした態度でズマナに要求──いや、〝交渉〟をしてきたのだ。

　わずか四歳にもなっていない子がどうすればあのように育つのか？　アルベティーヌの上の子もズマナから見て優秀すぎるほどだが、それでも大人と渡り合うには権力が必要だった。

　なるほど、『血が濃い』とはこういう事かとあらためて思わされた。アルベティーヌの娘も、あのリュドリックという子どもも血は濃いのだろうが、あの幼い娘のほうがよほど血は濃いとズマナには感じられた。

　その血のせいだろうか、その姿は人とは思えないほど美しく、人とは思えないほどの威厳を備えていた。その天使の如き美しさに見み蕩とれていなければ、ブルノー侯爵に借りた騎士の中にはその場で跪いてしまった者もいたと思えるほどの〝格〟の違いを感じた。

（……だが、それは俺にとってどうでもいいことだ）

　ズマナの主人はアルベティーヌであり、ズマナにとって彼女の言葉のみが至上だった。

　ズマナはアルベティーヌを主人として敬い、一人の女性として愛していた。

　その薔薇の如き美しさも、傲慢さも苛烈さも強さも……時折ふと見せる寂しげな顔も……その弱さも含めて、ズマナは彼女のすべてを愛していた。

　それは、自分の家を窮地に追い込んだ人物が、アルベティーヌだと知った後でも、何も変わることはなかった。




「あれは……なに？」

　子どもたちを閉じ込めていた部屋を前にして、アルベティーヌが啞然とした声を漏らした。

　その部屋に見張りはおらず、兵士が定期的に巡回をするだけだ。幼子ばかりで何ができるわけでもなく、それに人員を割くほど人手も余ってはいなかったからだ。

　だが、目の前には異様な光景があった。

　頑丈に作られ、厳重に閉じられたその扉の隙間から、まるで太陽に照らされた屋外のような眩い光が漏れて、その光が幻のように〝羽毛〟となって舞い落ち、床に触れて光の粒子になって消えるのを確かに目撃した。

「……何故……」

　アルベティーヌはあの現象に見覚えがあった。

　あの光は神聖魔法……その中でもあの現象は、王都にいるコストル教の教皇猊下が一度だけ見せてくれた、高位の祝福だった。

　司祭が使う『祝福』は、個人に対して癒やしと、邪悪を退ける『加護』を与える。

　教皇が見せてくれたその神聖魔法は、その祝福をその場にいるすべての人間に与える魔法で難易度は祝福をする人の数で変わる。

　高位神聖魔法──【祝福の宴】──。

　教皇猊下でさえも三十人の人間に使えば動けなくなるほどの魔法で、それを扱える者は聖王国でも一人だけであり、この大陸でも十人もいないはずだ。

　この部屋には五十人の子どもがいた。それはつまり、この部屋の中の子どもに王都の教皇を超えるほどの神聖魔法の使い手がいることになる。

　もしそれが、あの〝存在〟だというのなら……

「……ズマナっ！　鍵を開けなさいっ、早く！」

　鍵が開くのももどかしく飛び込むように部屋に入ったアルベティーヌが見たものは、記憶にあった傷つき怯えて諦めきった子どもたちの姿ではなく、元通りに癒やされた子どもたちに祈りを捧げられる、〝聖女〟の如き幼子の姿だった。
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「何をしていますのっ!!」

　突然お部屋に乱入してきたのは、以前に馬車から見たあの赤毛の美人さんでした。

　え、ナンデ!?　どうしてここにいるの!?　今は子どもたちから『聖女さま』とか言われて、何故か拝まれて動けない状態なんだから、これ以上ややこしくしないで！

「退きなさいっ!!」

　子どもたちに怒鳴り散らしながら突っ込んでくる美人さん。……うわぁ。ちょっと人には言えないお顔をしている。え？　どうして私を見てるの？　真っ直ぐに私のほうへ向かってきてる!?

「来なさい！」

「きゃ」

　美人さんに腕を摑まれると吃驚びっくりして変な声が出た。すると、最初に癒やした男の子……えっと、ノエルくん？が突然目を見開いて美人さんに飛びかかった。

「聖女さまに触るなぁあ！」

「この子どもが！」

　飛びかかったノエルくんを美人さんが平手で張り飛ばす。すると──

「うわぁあああああああああ！」

　近くにいたリックもノエルくんと同じように美人さんに飛びかかっていた。なんでリックまで!?

「こいつっ！」

　美人さんは子どもに容赦もせずリックを張り倒す。そのまま私の腕を摑んで外に引ひき摺ずり出そうとすると、今度はシェリーやベティーだけじゃなくて、この場にいた子どもたち全員が美人さんに飛びかかった。

「ユルさまを行かせません！」

「ユル！」

「聖女さま！」

「せいじょさま！」

　張り倒されても次々と『聖女』の名を叫びながら飛びかかる子どもたちに、美人さんの顔が引ひき攣つる。ついでに私の顔も美人さん以上に引き攣っている。

「──『風よ』──」

　そのとき、入り口近くにいた執事っぽいお兄さんがシェリーたちを魔術っぽい風で吹き飛ばした。

　それでいて、私や美人さんはそよ風程度しか感じない。凄い人だね！　それなのに子どもたちにもほとんど怪我をさせていないとか、メチャクチャ有能な人だった。

「大人しくしなさい！　今度暴れたら、この子を殺すわよ！」

　美人さんが怒鳴ると、吹き飛ばされた子どもたちが大人しくなる。

　いや、私が殺されるのはまずいけど、本当にもう、せっかく治したのだからまた怪我なんてしないでほしいわ。……ここは私が何か言うべき？　別に私の保身のためじゃないけど。

「みなさん、わたしはだいじょうぶ」

　私はそう言って、できるだけ怖くないように優しく微笑むと、それを見たシェリーたちや子どもたちが絶望したようにしくしく泣き始めた。

　えぇ～……。どうしようかと美人さんをチラリと見ると、彼女もそんな子どもたちにドン引きしていた。

　これはあれだ、うん。美人さん！　早く私を連れてって！

　別に思考放棄したわけじゃないのですよ？　私ではどうしようもないと思っただけなのです。




「さっさと歩きなさい!!」

「は～い」

　あ、ちょっと痛い痛い。気が抜けて軽い返事をしたら、腕を摑んでいた美人さんの手にキュッと力が込められた。うん、そうだねぇ。普通の子どもはこんな状況ならもっと怯えるよねぇ。

　……あれ？　怯えるってどうするんだっけ？　とりあえずシェリーとベティーの真似をして……もダメそうなので、普通に大人しくしていますが、そんな私の背中にあの有能執事さんからずっと訝いぶかしげな視線を向けられていた。

　ダイジョウブ、ワタシ、アヤシクナイ。もっと〝人間らしく〟しないとダメっぽい。

　そんなこんなで美人さんとお手々繫いで薄暗い廊下を歩いていると、さっきまでいた倉庫っぽい場所よりも大きな空間に出ました。でも、ここって地下だと思うけど、これって本当に大丈夫なのかしら……。

　壁を全部取っ払って柱だけになっているけど、柱もとりあえず残しただけみたいな適当さを感じる。魔法か何かで強化しているのよね？

　そこが目的地か分からないけど、ちょうど椅子があったからか、美人さんはそこに私を座らせると視線を合わせるように腰を落とした。

「あなたが、リアステアさんの子ね？」

「……うん」

　この人もお母様のお友達？　ううん、なんか違うような気がする。お母様の名前を呼ぶとき凄く感情が乱れていた気がするから。

　美人さんは、さっきよりも落ち着いているけどまだ苛ついている。

　今は無理矢理子ども向けの笑顔を作っているけど、さっきの暴走っぷりを見ているのでその笑顔に怖さしか感じません。

「あなた、お名前は？」

「……ゆーるしあ」

「そう、ユールシアというのね。それであなたは神聖魔法を使えるのね？」

「うん」

「さっきの魔法は誰に習ったのかしら？」

「……？」

　さっきの魔法？　言っている意味が一瞬分からなくて思わず首を傾げる。

　神聖魔法はヴィオにも習ったけど、そういう意味じゃないのなら、あの天使の盆踊り状態のことでしょうか？　もしかしてあれって使っちゃいけない魔法なの？　とりあえず私は『子どもだから分からない』って顔をしていると、美人さんは疲れたように溜ため息いきを吐つく。

「あなた……『聖女』って知っているかしら？」

「…………」

　またその話ですか……。私がすっとぼけて首を振ると、美人さんの目が睨むように細められた。

「この国で『聖女』は特別な存在なの……王族の血を引くよりもよほどね……まあ、いいわ。ねぇユールシア……これからあなたに起きることを教えてあげる」

「うん……」

　私が素直に頷くと、美人さんは作り物めいた笑顔を嗜し虐ぎゃく的てきな笑みに変える。

「悪魔の依り代に使えるかと思ったのだけど、あなたがもし本物の『聖女』を名乗るくらい魔力があるのなら、実験ができると思ったの」

「うん……？」

　いや、名乗っていませんけど……。それより、なんか不穏な単語が出てきて、思わず腰を浮かしかけた私の肩を美人さんが摑む。

「そうね……最初は刃物で腕を切ってみましょうか。すごく痛いと思うけど、ユールシアが自分で治すのよ？」

「…………」

　何を言っているのですか、この人。

「大丈夫……聖女ならできるわ。そうしたら次は足にしましょうか？　血がいっぱい出るから早く治さないと死んじゃうのよ。釘くぎを打ち込むのもありかしら？　治しても刺さったままだから、ずっと痛いのよ」

　……えっと？

「神聖魔法で強化して魔術の的にするのもいいわね。それで魔力が切れて抵抗力が落ちたら、今度は低級の悪魔を憑依させてみましょう。頑張って抵抗してね。そうじゃないと、腕とか身体に鱗とか棘とか生えてくるわよ？　ふふ……憧れの『聖女さま』が魔族みたいな見た目になったら、王家も教会もどんな顔をするのかしら」

　心の平静を欠いているのか、そんな気持ち悪いことを言う美人さんの心が、おかしな方向へ向かっていることを感じた。

　上気した歪んだ笑みを浮かべた美人さんは、私の頰に触れると不意に寂しそうな瞳を見せる。

「ああ……綺麗な瞳ね。あの人にそっくりだわ。私が好きになったのも……その瞳だった。幼い頃……初めて会ったときからずっと好きだった。でも、その気持ちを言葉にできなくて……嫌なことばかり言った」

　私の頰を撫でていた手が私の目元をさすり、その両手がゆっくりと下がる。

「でもいつか……待っていれば、いつか、あの人は私のものになるはずだった。あの人の才能を惜しむのなら、それが一番だとあの人のお兄様も分かっていたわ。でもね……あの人の隣には、私よりも先に、あの女ひ性とがいたの……」

　彼女の震える白い手がゆっくりと私の首に掛かる。

「……あの女ひとが嫌いだった。顔も見たくなかった。でも、お城で……夜会で……茶会で……あの人を見つけると、必ずあの女が側にいた……。最初は妹のように纏まとわり付ついて、次は恋する少女になって、あの人の心を奪っていった」

　ゆっくりと……静かに指先に力がこもる。

「あの人が私のものになっても、あの人の心は私のものにならなかった。だからもっと酷いことを言った。そうしたら今度はあの人の兄が邪魔をした。……一度は協力をしたくせに、私の敵になった。邪魔なあの人たちがいるかぎり、あの人の心は私のものにはならないの……」

「…………」

　そうか……そうなのね。

　それはきっと、『好きなのに素直になれなかった女の子』の物語──。

　この人も私に聞かせたかったわけじゃない。これから彼女に殺される、これから死ぬ子どもだから話せた。……話したかった。

「私も聖女のようにあの人に接すれば愛してもらえたの？　娘たちがあの人と同じ金の髪だったら愛してくれたの？　どうすればみんなに愛してもらえるの？　分からない……私には分からない！　どうすれば家族になれたの？　そんな生き方、誰も教えてくれなかった！　だから壊すしかなかった！　すべてを壊して真っ白にして最初からやり直すの！」

「…………」

　不器用な人……。そんな遊戯の盤を引っ繰り返すような真似をしても、愛されないことは気づいているはず……でも、それに縋すがらないといけないほど心がひび割れていた。

「でもダメなの……あなたがいるから。あなたのようにすべてに愛されている人がいるから、私も娘も愛してもらえない！　ねぇ……死んで。もう充分に愛されたでしょ？　だからあなたが死んで、私にあの人をくれたっていいじゃないっ!!」

　顔を近づけるように叫びながら、私の首を絞める彼女の手に力がこもる。

　この人の性格なら、心の奥を相談できる同性の友人なんていなかったのでしょう。もし、誰か悩みを聞いてあげる人がいたのなら……もう少しだけ、素直になれたら。

　でも……もう泣かないで。

「──？」

　彼女に首を絞められながら──私は彼女の震える手に触れて、そっと微笑んだ。

　もういいの……あなたがもう泣くことはないわ。

　微笑む私を映すその瞳がわずかに揺れるのを見て、私はいても立ってもいられず、彼女が気づかず流していた頰の涙を、優しく指で拭う。

「な、……なにを……」

　彼女の碧い瞳が戸惑いに揺れる。涙を拭う私と見つめ合う彼女の瞳から少しずつ険が取れて、その白い頰を私は両手でそっと包み込む。

　人の心は、優しくて……悲しくて……脆もろくて……美しい。

　これほど深い愛を苦しみや憎しみに変えても、それを宝物のように抱えている。

　人は……なんて愛おしい存在なのでしょう。

　この想いが──私を狂わせる。

「……愛してあげる」

「え……」

　私はやっと自覚した。

　私の中にあった思いにやっと気づいた。

〝私〟は〝人〟を愛している。

〝悪魔わたし〟は〝愛〟に飢えている。

　いけない人……こんなにも……〝甘い蜜〟を隠し持っているなんて。




「──いただきます──」




　ゴキン……ッ！

　私は彼女の首を、優しく……そっとへし折った。





第九話　悪魔の祝福







「……ぁあ、アルベティーヌ様ぁああああああああああああああああっ!!」

　目の前で起きた信じられない光景にズマナは血を吐くような叫びをあげた。

　アルベティーヌは心を乱し、その元凶となった幼子に自らの想いをぶつけていた。それはズマナも薄々気づいていたことではあったが、愛する女性のその想いを直に聞きたくはないと意識を逸らしているうちに、アルベティーヌはその幼子がとった慈愛の行動に諭されようとしていた。

　それでもアルベティーヌが変わることはないだろう。でも、これからは自傷のような行動は変わるかもしれない。

　そんな希望に満ちた思いは、次の瞬間に裏切られた。

　アルベティーヌが、その幼子に首をへし折られた。

　その瞬間、ズマナは頭が真っ白になった。その信じられない光景を、頭が理解することを拒否していた。

　何故、そんなことをしたのか？　何故、そんなことができるのか？　だが、それが現実だと理解し、すぐに怒りと憎しみに塗り替えられたズマナが剣を抜こうとしたその瞬間、彼はとてつもなく巨大で禍々しい〝気配〟に足がすくむ。

　何かが起こった。狂気に近い怒りに満ちていたズマナの思考を強制的に凍てつかせ、骨の髄まで凍るような悪寒の中で、ズマナはさらにおぞましいものを見た。

　その幼子の愛らしい瞳が……白目の部分が〝漆黒〟に侵食されるように闇色に染まり、淡い金色の瞳もルビーのような妖しい輝きの〝真紅〟へ変わる。

　風もない地下で黄金の糸のような髪がふわりとそよぎ、その神々しいばかりの煌きらめきの中で、薄桃色の可か憐れんな唇から、紅水晶の如き紅色の牙が迫り出し、白魚のような小さな指先にも同じ色の爪が伸びる。

　愛らしい天使のような幼子から撒まき散ちらされる、暴力的なまでの禍々しさと威圧感。

　ズマナはその絶対的な格の違いを感じさせる存在感に縛られ、その幼子がまだ温かさの残るアルベティーヌの白い喉に牙を突き立てても動くことができなかった。

　その行為に──〝人間〟ではないその行為に、ズマナは恐怖から汗を噴き出した。

　何をしているのか？　その答えを頭で思い浮かべ、本能がそれを否定する。

　その幼子は、何をすすっているのか？

　アルベティーヌの薔薇色の頰が白はく蠟ろうに変わり、見る間に干からびていく様に、ズマナは怒りと恐怖で声にならない悲鳴をあげ続けた。

　首が折れ、風化した木材のように崩れていくアルベティーヌを、晴れやかな笑みを浮かべた幼子が見つめていた。

「……吸……血鬼ヴァンパイア……？」

　吸血鬼、吸精鬼──それは伝説にも残る人外の化け物であり、同じ闇の眷属である魔物たちからも嫌悪される飢えた獣だ。

　過去には一つの国家が増え続ける吸血鬼によって滅亡し、他国ではたった数体の吸血鬼によって大勢の犠牲者がでた。

　血をすすり、精気を吸う化け物。目の前にいる幼子はそんな邪悪な存在なのか？　いつどこで人間の子どもが化け物と入れ替わったのか？

　掠かすれたズマナの呟きが聞こえたのか、アルベティーヌを喰らった化け物は、初めてズマナの存在に気づいたかのように、不思議そうに首を傾げた。

「……吸血鬼……？」

　奇しくもズマナと同じ言葉を違う意味で訊たずねたその化け物は、余韻を楽しむように小さな舌で唇を舐め、まるで美酒でも吞んだかのように熱い息を吐き、幼子とは思えないほど艶のある瞳で妖艶な笑みを浮かべた。

　その様子にズマナは悟り、戦慄する。人間の血をすすり、精気を喰らい、貪り尽くすその行為が、それにとってただの〝食事〟でしかないことを。

　ズマナを見るその瞳が、彼のことを敵でもなくただの〝餌〟としか見ていないことを。

　アルベティーヌは殺されたのではなく、ただ、餌として消費されたことに気づいたズマナの内側に再び激しい怒りの炎が点り、それが彼を縛っていた恐怖を打ち破った。

「────ッ」

　口から血が滲にじむほど歯を食い縛り、ズマナはその一瞬の隙を突いて、化け物から背を向けて走り出した。

　でもそれは、逃げるためでも隠れるためでもない。

　愛する女性の仇を討つため、その尊厳を取り戻すため、己のすべてを捨ててでも命を懸けて必ず一矢報いるために、ズマナはただ〝力〟を求めた。

　それが、吸血鬼よりもさらにおぞましい存在だとしても──




「〝化け物〟がいる！　警戒をしろ!!」

　地下を駆け抜けるズマナがその途中にいた兵士や騎士に声を掛け、怒りと憎しみから血の涙さえ流すズマナの様子に誰もが戸惑いながら道を譲り、彼が地下の中央まで辿たどり着つくとその中にいたある人物に声を張り上げた。

「ブルノー様っ!!　召喚魔法陣の起動を！　お早く!!」

「ズマナ君!?」

　駆け込んで来るなり、いきなりの要請と彼の尋常ならざる様子に、ブルノーも驚きつつも尋常ならざる事態と気づいて彼に駆け寄った。

「いったいどうした!?　これに関係があることか!?」

　ブルノーも異常に気づいていた。先ほどから数名の魔術師が悪寒を訴え、何か問題があったのかと調べ始めていたところだった。

「拉致をした子どもの中に〝化け物〟が紛れ込んでおりました。その正体は確定ではありませんが、おそらくは吸血鬼かと思われます」

「なにっ!?　ズマナ君、アルベティーヌ様はどうなされた!?　彼女は無事か!?」

「アルベティーヌ様は……っ」

　言い淀よどみ、怒りと苦渋に顔を歪ゆがませたズマナの握りしめた拳から血が零こぼれるのを見て、ブルノーも拳を震わせた。

　ブルノーとアルベティーヌは同じ志を持つ同志ではあるが、そのうちに秘めた目的は同じではない。それでもブルノーは彼女の気高さや強さを尊敬し、美しき赤い薔薇が無残に手折られてしまったことに悲しみ、憤りを覚えた。

　ブルノーは自らが手がけた召喚魔法陣を目に映し、それから怒りに震えるズマナに向き直る。

「その吸血鬼は、〝悪魔〟を呼び出さなければ勝てない相手か？」

　この世界には、吸血鬼や悪魔のように人類と敵対する存在がいる。

　この世界には魔法の基になる魔素があり、それを取り込んで変質した生物は凶暴化し、魔物と呼ばれ恐れられていた。

　この聖王国のある大陸中央では魔物を見る機会も少ないが、魔族が住むという北の山脈周辺では魔物が多く現れている。そして、その中でも人類の脅威となるほどの魔物は、分類され、その脅威度によって分けられていた。

　一般的な魔物や吸血鬼ならその枠に入ることはないが、ズマナが悪魔を呼び出すことを提案するほどの化け物なら、ブルノーもそれを知らなくてはならなかった。

「並の化け物ではありません。おそらくは《災害級》の可能性もあります」

「なんだと……」

　魔物のような人に害を為す存在はある一定の値を超えると階級が定められる。《災害級》とは、千人以上の人が住む町が壊滅する可能性があり、国家が軍隊や騎士団を派遣して対処する必要がある存在を指す。

　この召喚魔法陣で安定して呼び出せる悪魔のランクは〝上級悪魔グレーターデーモン〟であり、上級悪魔も《災害級》に認定されているが、《災害級》の中にも格が存在した。

　悪魔の場合は同じ上級悪魔でも存在した年数によって強さが変わり、召喚で呼び出せるような悪魔は若い個体が多く、通常の《災害級》からすると格が下がる。

　隣国で現れたという吸血鬼は年を経た個体だと言われており、討伐するまでに千人近い兵士の犠牲を出したことで《災害級》の上位に認定されていた。今回ズマナが目撃した吸血鬼と思われる個体もそれに近い力があるのなら、上級悪魔を呼び出しても倒せない可能性があった。

「……確かに、この魔法陣なら、ある程度の高位の悪魔も呼ぶことができるが……」

　元々高位の悪魔──ブルノーが力の象徴として憧れた、金色の悪魔を呼び出すための物だが、それを呼び出すにも年単位の時間と実験が必要になる。

「ブルノー様、最悪の事態を想定するべきかと存じます。上級悪魔数体と、それを超える年を経た個体を一体でも呼び出せれば、私が交渉いたします」

「交渉できるのか？　それも命懸けとなるぞ。覚悟は……あるに決まっているな」

「はい、もちろんです」

　ズマナの覚悟は決まっている。彼の瞳を見てブルノーも理解した。

　一人の女性のため、目的のため、この国の未来を守るため、あえて毒を以て毒を制す。ブルノーとズマナは立場を超えて、戦友として頷うなずき合う。

「やるぞ、ズマナ君。我らは国家に対して弓引く立場だが、それも国を思えばこそ。我らが故郷を壊すような存在を野放しにすることはできない」

「はい！」

「騎士の第一小隊から第三小隊は、兵士の半分を率いて推定《災害級》吸血鬼の対処を命じる。この場所に近づけるな！　第四小隊はこちらの警護に当たれ、だが、もし制御できない悪魔が現れた場合は、私も含めて命を懸けて滅ぼすことになる。どちらも命懸けになるがいいか！」

「「「ハッ！」」」

　騎士も兵士も表情を引き締めて武器を握る。

　敵は《災害級》の化け物だ。足止めをするのも命懸けとなるだろう。

　たとえ国に弓引いたとしても──ブルノーと騎士団ら強硬派の目的は、神などという曖昧な存在に頼らず、この国の民と大地を護ることなのだ。




「目標を確認っ!!」

　地下に響く兵士の声。その報告にブルノーから命を受けた騎士と兵士たちが、緊張に身を震わせながらも勇気を振り絞り、手の中にある武器を握りしめた。

　事態は最悪ではあったが、まだ運はあった。ここは反抗する拠点でもあり、槍も盾も剣もすべて上質なものが揃っていた。騎士たちも兵士たちも戦場へ赴くような重装備を身に纏い、盾と長ちょう槍そうで武装する。腕に自信のある者は槍と盾ではなく、生き物を殺すための大剣を構えて前に出た。

　騎士の片手剣などただの飾りだ。戦場では鎧よろいを着た敵を確実に殺すために、鈍器や大剣を使う。その装備に騎士や兵士たちはわずかに高揚する。これだけの装備があれば、魔物などに後れを取るものかと。

　だが──何かがおかしい。この地下はここまで暗かっただろうか？　この地下はここまで寒かっただろうか……？

　そして彼らが目を向ける暗闇の奥から、その〝存在〟が近づいてきた。

「ひぁああ……」

　それに意識を向けた瞬間、まだ若い兵士の一人が一瞬で心が折れて、膝をついて幼子のようにすすり泣きを始めた。

　だが、誰もそれを咎とがめることも笑うこともできなかった。近づいてくる……そのあまりにも暴力的な〝気配〟は、まるで地獄の枷かせから解き放たれた巨大な〝獣〟のように感じられた。

「──なっ!?」

　闇の中から現れたのは、まだ小さな金色に輝く幼子だった。

　騎士たちの精神が混乱し錯乱する。可憐な花びらのような白いドレスに身を包み、まるで重さなど無いようにふわりと弾むように近づいてくる愛らしい姿は、正に花から生まれたばかりの妖精のようであった。

　その天使のような愛らしい姿と、飢えた獣の如き邪悪な〝気配〟を結びつけることができず、それを〝敵〟だと考えることすら脳が拒絶した。

　あらかじめ、吸血鬼……もしくはそれに準じる『人食いの化け物』だと教えられていなければ、騎士や兵士たちは武器を向けることすらできなかっただろう。

「──か、かかれぇえ!!　この先には絶対行かせるなっ!!」

　三つの小隊を率いる中隊長が恐怖を振り払うように叫びをあげ、その声を聴いて硬直していた部下たちも動き出して武器を振るう。

　そんな人間たちの様子に、金色の幼子はニコリと無邪気な笑みを浮かべた。

　人間ではあり得ない、邪悪な気配──人ではあり得ない、深紅の瞳と爪と牙。

　現実から掛け離れた非情な〝現実〟を、綺麗な夢のような〝非現実〟にねじ曲げようとするあまりの美しさに、兵士たちはまともな思考能力さえ奪われ、その中で、従わなくてはいけない上官からの〝命令〟だけが、砕けそうになる彼らの心の逃げ道となっていた。

「ひぃあああ！」

　裏返った声をあげて兵士の一人が長槍を突き出した。

　だが、その唸うなりをあげる切っ先は、幼子の小さな指先に摘ままれて止まり、兵士が渾こん身しんの力で押しても動かず、その幼子が可憐な笑みのまま羽虫を払うように摘まんでいた槍を振ると、その兵士の内臓と肋ろっ骨こつを砕きながらくの字にへし折り、そのまま横にいた仲間を巻き込むように兵士は柱に叩たたき付つけられた。

　ぐちゃり……と元は人間であった肉袋が落ちて、大量の血と臓物を撒き散らす。

「ぅぉおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　それを見た騎士の一人が、渾身の一撃を振り下ろすが、大剣の切っ先は幼子の指先で止められ、それを指一本で押し返すと同時に砕け散った大剣の破片が散弾の如く飛び散り、その騎士と背後にいた数名の上半身を血と肉片に変えて飛び散らせた。

「撃てぇ！　撃て、撃てぇえっ!!」

　おそらくは最初に攻撃するはずだった弓兵や魔術師が、矢と魔術を撃ち放つ。

　だが、鉄の矢も火の矢も、まるで触れることを恐れるように軌道を変え、幼子が息を吸い、ふっと吹きかけた瞬間、矢を放とうとしていた弓兵は、巨大な濁流に巻き込まれたようにひしゃげて砕け散る。

「──ひぃ」

　その死に様に、魔術師の一人が息を吞んで一歩下がり、それを見て笑みを深めた幼子が拾い上げた下半身を小枝のように放り投げると、その魔術師だけでなく、その途中とその背後にいたすべての魔術師を巻き込んで、残っていた壁一面に血塗れのオブジェを創りあげた。

「やめろぉおおおお!!」

　巨大なハンマーを持った大柄な兵士が泣きながら幼子に襲いかかり、振り下ろされたハンマーごと腕を引き千切られた兵士の腹にそっと幼子が触れると、腹部すべてが飛び散った。

　近寄れば死ぬ。手を出せば死ぬ。

　幼子が手を振れば、見えない巨人の手となって壁や天井に叩き付けられ、幼子が一歩踏み出せば見えない巨人の足に踏み潰された。

　お遊戯のように手を振るごとに歴戦の騎士や兵士たちが、引き裂かれ、ねじ切られ、全身を砕かれて、何もできずに命を散らし、血煙が舞い、天井も柱も壁も大きな血の花が咲き乱れ、滴り落ちて血の海となる。

　それでも戦って命を散らした者はまだ幸運だった。

「──っ！」

「──っ!?」

　絶望し、膝をついた者にはさらに悲惨な運命が待っていた。

　その真紅の爪に頭を摑まれると同時に干からびて砕け散り、喉に突き立てられた真紅の牙から精気を吸われ、ただの食い物として捕食された。

　だがそのとき──

「──【火炎槍ファイアジャベリン】──っ!!」

　撃ち放たれた巨大な炎の槍が直撃して、紅ぐ蓮れんの炎が部下の死体ごと幼子の姿をした化け物を包み込む。だが──

「なんということだ……」

　渾身の【火炎槍】を放った中隊長が愕然とした顔で膝をつく。

　彼は二十年もの歳月を鍛錬に明け暮れて生きてきた。自分の力が国家のためになると剣も魔術も鍛え上げた。今回の件も彼なりの正義があって参加した。子どもたちを生け贄にすることも望んでしたことではないが、大事の前の小事だと割り切り、難民の子どもを何人も攫ってきた。

　その覚悟を示すために、一度は連れ去りに失敗した難民を再度襲い、小規模な傭兵団を皆殺しにしてその子どもを痛めつけて連れ去りもした。

　自分にはその力があると信じていた。自分ならより良い方向へ進めると信じていた。

　だが、その思いを込めて全力で撃ち放った炎の中から、あの幼子が微笑みながら姿を見せたとき彼は、〝格〟の違いを思い知った。

　傷一つ無く──焼け焦げどころか、その花のような白いドレスに返り血の一滴も浴びていない姿を見て、彼の心は硝子棒の如く砕け折れた。

「……ぁあ……」

　とんでもない思い違いをしてした。

　これは違う。こんなものが吸血鬼など、こちら側に属する生易しい存在ではなかった。

　手を出してはいけないものに手を出したと、ようやく気がついた。

　絶望し、恐怖と悲しみから、ただ涙を流すことしかできなくなった中隊長の濡ぬれた頰を、幼くも美しい〝化け物〟が慈愛の微笑みで触れて……そっと命を貪った。




「────ぅ……ぁあああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　騎士たちが全滅し、まだ生き残っていた数名の兵士が任務も名誉も忘れ、誇りである武器さえ捨てて逃げ出した。

　戦って死ねるのならいい。誰かのために命を懸ける覚悟もあった。それでも、圧倒的な捕食者にただ〝餌〟として食われ、人として死ぬことすら許されない恐怖が彼らの心を壊した。

　汗と涙と鼻水にまみれた顔で這はいずるように逃げ出した彼らは、まだ残る仲間たちの場所へ辿り着き、彼らを見て真っ先に駆けつけてくれた〝執事〟の姿に歓喜の表情を浮かべた。

「助け──」

　斬っ！

　その瞬間、逃げ戻った兵士たちは味方だと思っていたズマナに、腹を割かれて倒された。

「ブルノー様、生け贄が揃いましたので、お早く」

「ズマナ君……」

　敵前逃亡は重罪であるが、それは戦場での話だ。それでもこの状況と彼の心情を考えれば仕方がない、と考えるほどブルノーも追い詰められていた。

　ブルノーも普段の言動は軽いがそれでも騎士団の一つを預かる者だ。その〝化け物〟の気配はここまで届いており、ズマナがそれを《災害級》と称したのも納得できるほどの禍々しい邪気と悪寒を感じていた。

「ひっ──」

　ズマナの暗い視線を感じて、戦闘力の低い魔術師の研究員が必死に作業を続ける。

　逃げ出そうとすれば確実に殺される。それを肌で感じ、迫り来る〝化け物〟の恐怖に半狂乱で手を動かし、ズマナに斬られたかろうじて生きているだけの兵士たちを祭壇に並べると、必死の形相で魔法陣に魔力を注ぎ込んだ。

　精霊文字が使われるこの魔法陣は魔力を保持することが可能であり、そこに数日前から魔力が溜め込まれていた。そして魔術師たちが枯渇寸前まで魔力を注ぎ込んだことで規定量に達し、巨大な魔法陣を描く文字が仄かに輝き始めた。

　そのとき──ランプの明かりが風もなく揺れて、暗闇が濃さを増した。

　暗闇が濃い霧のように肌に纏わり付く不快感の中、召喚魔法陣に満ちていた魔力を喰らい、死に掛けていた数名の兵士を塵ちりと変えて──底なし沼のような闇の奥底から湧き上がるように、三体の異形が姿を現した。

　猿人のような歪な風貌と二メートルを超える巨きょ軀く。

　ねじれた黒い角に蛇のような長い尾を持つそれは、生きとし生けるものの天敵、恐れと絶望をもたらすモノ──〝悪魔〟と呼ばれる存在だった。

　目論み通りの上級悪魔の召喚に、魔術師たちが安堵の息を吐く。だが、その中にいた額に傷を持つ悪魔は明らかに何かが違っていた。

　他の二体の悪魔よりも一回り大きく、そのシルエットは猿人というより人間に近い形状をしていた。その身に纏う、骨と死骸の皮で作られた鎧も、背に生えた猛禽類のような黒い翼も、そのすべてが上級悪魔でありながら、それを超える年を経た個体だった。

　ブルノーもそれに気づいて嫌な予感に汗が流れる。だが、ここで怖じ気づいても意味はなく、そもそも《災害級》の〝化け物〟に対抗するため、通常よりも強い個体を呼び出そうとしていたのだから、喜ぶべき事なのだとブルノーは乾いた唇で口を開いた。

「悪魔たちよ！　呼び出した我らに従い──」

　ブルノーの言葉に三体の悪魔が意識を向ける。だが、そのとき──

　ドシャッ！

「ぎゃぁあああああっ!?」

　魔法陣の中にいた古い個体が、動きを止められることなく間近にいた魔術師を捻ひねり殺したことで、ブルノーが目を見開く。

「馬鹿な……っ！」

　召喚された悪魔は魔法陣から動くことはできない。魔法陣に込められた魔力は扉の大きさを左右するだけでなく召喚されたものを束縛する効果もあった。

　そこから駆け引きを用いた〝契約〟をするはずが、まだ実験途中の召喚魔法陣を使ったせいか、それともこの悪魔に対して魔法陣の魔力が足りなかったのか、魔法陣の呪縛を自力で打ち破り、その周辺にいた魔術師を次々と殺してみせた。

『──愚かな人間どもよ。これしきの贄と魔力を捧げた程度で、この我と〝契約〟ができると思っておるのか』

　その悪魔は流暢に人の言葉を使い、知性のある瞳をブルノーに向け、獣じみた相貌で人間の愚かさを嘲笑う。

　その悪魔の邪悪さを見て、ブルノーは何故、上位の悪魔召喚が禁忌とされているのかを身を以て悟った。

　小悪魔グレムリンなどの低位の悪魔召喚は、一般的には眉を顰ひそめられるが、気位の高い〝精霊〟などより扱いやすく、動物の血肉などの簡単な贄で契約が可能なため、旅をする魔術師にとっては便利な魔術として知られていた。

　それが、階位の高い悪魔の召喚は、何故『禁忌』とされているのか？

　それは人が悪魔に持つ悪印象や、使役難易度の問題ではなく、この大陸でも過去に呼び出されたたった一体の悪魔のせいで、一つの国が滅びたことがあったからだ。その場所では何十万もの人が犠牲となり、今なお不毛の大地になっているという。

　ブルノーの目前にいるこの悪魔も、今は上級悪魔であるが、いずれさらなる高位の存在へと進化する〝選ばれた存在〟なのだと感じられた。

　もちろんブルノーも悪魔の脅威は知っている。だからこそそれを制御するために念入りに準備をして、その対価となる無垢な子どもを五十人も用意した。それに心が痛まなかったわけではない。それでも必要な犠牲だと心を鬼にした。

　だが、ブルノーは見誤った。知らないうちに慢心をしていた。

　悪魔という、この世ならざる〝化け物〟を、こちら側の常識に当あて嵌はめて判断してしまった。

　その結果として、自分の命を失うだけでなく、志を同じくする同志や部下たちを……そして、護ろうとしたこの国をも危険に晒さらそうとしている。

　この一体だけでも、確実に《災害級》と認定されるほどの脅威だった。

「させるかぁ！」

　制御できない危険な悪魔が現れたことで、あらかじめ決められていたように第四小隊の騎士たちと兵士が悪魔に攻撃を始める。

　他の二体の上級悪魔はまだ魔法陣に縛られて動けず、動けるのはこの個体一体のみ。今を逃せば倒す機会を失うと、小隊の騎士たちは魔法陣の中に踏み込んだ。

「やめろっ──」

　一瞬遅れてブルノーが騎士たちを止めるがわずかに遅く、先頭を走る小隊長を鋼の鎧ごと悪魔の拳が貫いていた。

『ブハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハァアアッ!!』

　悪魔が高笑いをあげながら残った騎士たちを殺し、兵士たちを引き裂いていく。その血が飛び散り、魔法陣の文字を血で汚すと、動きを封じられていた二体の上級悪魔も少しずつ動き出そうとしていた。

　悪魔は〝契約〟をしないかぎり召喚魔法陣の中から動けない。その古い個体は魔法陣に込められた魔力が足りず、契約のための贄が足りなかったせいで魔術師たちを殺せたが、それでも魔法陣の外に出ることは叶わなかった。

　だからこそこの悪魔は、人間を挑発して魔法陣の中に引き込んだ。その血で魔法陣を穢けがして効力を弱めるために。

『──まだ足りぬか……。だが、お前を殺すことはできそうだ』

　悪魔は魔法陣に縛られながらも、目に見えない枷を引き千切るように一歩ずつ前に出る。その先にいるブルノーの血肉を使って呪縛を打ち破ろうとしていた。

　それが分かりながらも、ブルノーは悪魔が放つ壮絶な鬼気に縛られ、身動きが取れずにいた。仲間を殺され、部下を殺され、志を折られて、心が抗う力を失っていた。

　だが──

『……ぬ』

　そのとき、召喚魔法陣に輝きが戻り、呪縛をもって悪魔の歩みを阻害する。

『貴様──ッ』

　その視線の先には、召喚魔法陣に魔力を注ぎ込むズマナの姿があった。

　おそらくは魔力だけでは足りなかったのか、自分の生命力を削って注ぎ込んでいたのであろう、ズマナの顔色は死人寸前まで土気色になっていた。

「……贄が足りないのなら、俺を喰らえ」

　静かに──だが、決意を込めたその声と瞳にブルノーが目を見開き、悪魔が目を細める。

『フン……貴様にその価値があるとでも？』

「あるさ。貴様ら悪魔にとって〝契約〟をした者の魂は格別なのだろう？」

　悪魔は魂を喰らう。だが、それはなんでもいいという事はなく、知的生命体でより強い情念を持つ者が好ましい。

　それでも魂とは特別なものであり、ただ殺しただけではその魂が持つ力をすべて手に入れることはできなかった。

　上位の悪魔との〝契約〟とは人間が自分をすべて悪魔に捧げるという〝誓い〟だ。口先だけの約束では悪魔も力を行使できず、叶えられる願いは半端なものとなり、その魂を懸けてもいいと思えるほどの願いなら悪魔も真の力を発揮する。

　だからこそ〝悪魔〟は〝契約〟を求める。

　脅し、宥なだめ、愛を囁き、あらゆる存在の中で最も真摯に勧誘する。

　契約に縛られた魂は、永えい劫ごうに悪魔のものとなるのだから……。

「悪魔よ、俺を喰らって〝契約〟とし、命令を受けろ。さらなる対価が必要なら、奥の部屋にいる五十人の子どもを捧げよう。それをもってブルノー様に仕えることを誓え」

「ズマナ君……」

『…………』

　その決意の気高さにブルノーの瞳に力が戻り、悪魔は契約を有利にするため、その意志をへし折ろうと脅すようにズマナの瞳を覗き込むが、その目にわずかな恐れもないことに気づいて、舌打ちをしながらズマナの正面に立つ。

『……して？　〝契約〟の内容は？』

「ブルノー様に従い、我らの敵を打ち倒せ」

『……承知』

　悪魔が承諾すると同時に、細く黒い鎖が虚空より現れ、ズマナの魂に絡みついて〝罪〟の証として黒く染めた。

　悪魔はそれを確認するとズマナの心臓を腕で貫き、その魂を丸吞みにして〝契約〟と成った。

『……フフ……ハハハッ！』

　ビギン──ッ！

　召喚魔法陣に深い亀裂が奔り、呪縛が消滅する。それと同時に、すでに幾人かの人間を殺して喰らっていたその悪魔は、さらに契約者の魂を喰らったことで、内側から湧き上がるような力を感じて新たな段階に入ろうとしていた。

　ズマナの血を浴びて、猿人の如き黒い剛毛に覆われていた身体に無数の罅ひびが入り、高らかに嗤う悪魔から表皮が剝がれ落ちると、吐き気を催すような膨大な瘴しょう気きが吹き荒れた。

　瘴気とは感情の強い生物が垂れ流す負の感情が淀んだものだ。それを浴びれば生き物は生きたまま腐り果て、死体は穢れてアンデッドと化す。

「────っ！」

　間近にいたブルノーも耐えきれずに胃の中の物を吐き捨てた。それでも無事だったのは、悪魔が仕える仮初めの主人だったからにすぎない。

　だがブルノーはその苦しみも痛みも気にすることはできなかった。新たに出現したそのおぞましい存在に戻り掛けていた気力さえも恐怖に塗り替えられた。

『……初めまして、だな。ブルノーよ』

　ズマナの死体が消え……その代わりに、瘴気によって風化した執事服を纏う、歪な黒い角を生やし、額に赤い傷痕のあるズマナであったモノがいた。

　だが、その肌は水死体のように蒼あお白じろく爛ただれ、言葉を発するごとに皮膚の内側に無数の虫でもいるかのように蠢いていた。
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「……なんということだ」

　伝説には、それがこの世に顕れるとき、禍々しい気配と共に古びた貴人の衣装を纏うという。

　この大陸でも過去に顕れ、一つの国を滅ぼし、人々に恐怖を植え付けた存在。

　上級悪魔を超える、悪魔の貴種。

　生きとし生けるものの天敵。天変地異を起こす大精霊に匹敵する……それは──

「…………〝大悪魔アークデーモン〟…………」

　過去に顕れたそれを滅ぼすために人々は国を超えて力を合わせ、最後に『勇者』と『聖女』によって倒された。

　それほどの存在が聖王国に出現した。聖王国の人間が呼び出し、依り代を与えて進化をさせてしまった。

　まだ生まれたてであろうと、それから感じられるおぞましい気配と力は、《災害級》を超える脅威である《天災級》の存在であることを思わせた。

『なんと気分が良いことか……っ！　お前たちにも力をやろう』

　大悪魔はズマナの顔で歪んだ笑みを浮かべると、呪縛から放たれた二体の上級悪魔に力の一部を与え、その二体は先ほどまでの古い個体に匹敵する力と姿を得て、その湧き上がる力に雄叫びをあげた。

『我が力を与えても知性が増えるわけではないか。まあいい』

　擦り切れた執事服の襟を正し、二体の上級悪魔を従えた大悪魔は、立つことすらできずに膝をついたままのブルノーの前に立ち、耳障りな声でそっと囁きかけた。

『君には感謝しているよ、ブルノー。それでこそ召喚に応じた価値があったというものだ。我は大変気分が良い。君の敵を倒すだけでなく、望むならこの国を滅ぼしてあげようか？』

「なっ!?」

『なに、遠慮することはない。君と我との仲ではないか。この力があればすべてが叶う。今度こそ〝あれ〟を滅ぼし、喰らい尽くしてやろうぞ！　ブハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ──』

　大悪魔が高揚した様子で嗤い、二体の上級悪魔もブルノーを囲むように、愚かな人間を嗤っていた。だが、それは不意に途切れた。

　その場にいた全員が今まで微み塵じんも感じなかった巨大な魔力を感じ、薄暗い地下に禍々しくおぞましい〝威圧〟が吹き荒れた。
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　やってしまった……やってしまいました！

　美人さんが長年溜め込んでいた、愛も憎しみも嫉妬も苦しみも……そのすべてがあまりにも愛らしくて、健気な美人さんに愛しさが抑えきれなくなって、つい……。

　自分でやったことはすべて覚えている。

　愛と負との感情が熟成された芳ほう醇じゅんな香りに思わず我を忘れ、ほんのちょっと……ちょっとだけ舐めてみるはずが、あまりの〝美味〟に我慢ができなくて、気づいたら魂ごと生命までも食らい尽くしていましたっ！

　美人さんごめんなさい！　本当に美味しかったんです！　愛と怒りと憎しみと悲しみが絶妙に混じり合って熟成された人間の想いがここまで美味だなんて、知らなかったんです！

　あああああああああ、どうして〝契約〟してから食べなかったの!?　私のバカ！　あの様子ならあとひと押しで、永劫に私のものになったのに！

　でもまぁ……なんとなく心を開きかけていたから、ほとんど食べることができたからいいんだけど……でも、結局食べ足りなくて、後から来た人間たちを片っ端から捕食してしまった。

　物質界に来てからの、初めてのまともな〝食事〟だったしなぁ……。

　別に肉や血に興味はない。私が欲しかったのは人間の〝業〟が凝縮された甘美な〝魂〟だ。

　人間は悪魔が無垢な魂を好んでいると思っているけど……違う。無垢な魂なんて、そんなの舌の肥えていない下級悪魔こどもの食べ物です。そんなもので高位の悪魔が満足するはずがない。

　罪を犯し、罪を自覚した〝業〟の深い魂は、味わい深い芳醇な香りがした……。

　高位の悪魔に無垢な魂を捧げるのは、お得意先の部長の接待で甘いだけのジュースを出すようなものですよ。

　嚙みついたのはちょっと興奮しすぎたからで……。

「はぁ……」

　ちょっと気分を鎮めないと。

「……でも」

　あそこまでやっておいてなんだけど、自分でも驚いている。

　人間を喰らっておいて、なんにも感じなかった。

　心は……魂は〝人間〟のつもりだったけど、私は気づいてしまった……私は完全に勘違いをしていた。下手に人間の記憶があったから、自分が元人間だと思い込んでいた。

　最初からヒントはあった。あの〝夢の世界〟にいた病気で死んだ女の子の視点で見ていたから、あの女の子が私だと思い込んでいたのに、私は夢の世界の記憶を、一度も『前世の記憶』と言わなかった。無意識にそれが自分とは何かが違うと感じていた。

　あれはただの〝記録映像〟だった。

　今なら分かる……あの世界で死んだ可哀想な女の子が、この世界に〝ユールシア〟として生まれ落ちた。

　けれどもその魂は生まれる前に死んでしまった……。その非情な運命に神を呪って奈落に落ちて、潰され、砕かれ、それでも残った魂と記録を基にして再構成された〝悪魔〟が私だった。

　何もなかったからこそ、自分が人間だと勘違いをした……。まぁ、あの記憶を持っていた魂を基にしているからあの女の子は〝私〟なんだけど、私の魂は〝人間〟ではない。

　私は、人間の〝知識〟と〝心〟を理解した悪魔だ。

　だから人間の思いと文化を尊重して、人間という存在を心から愛している。

　でも……その本質は、人間を喰らう悪魔なのだ。

「はぁ～……」

　衝撃の事実に、クソ馬鹿でかい溜息が漏れた。

　そりゃあ身体が魂に馴染むわけだ。だって〝私〟なんだもん。無む垢くな人間の身体からだを穢すことなく馴染めたからこそ、神聖魔法に焼かれることもなかった。

「……それにしてもあの人たち、何をしているのかしら？」




　なにやら茶番みたいなものが始まったので、まだ息があった騎士さんの魂を捕食しながら観察していると、あの執事のお兄さんが逃げてきた兵士をぶっ叩いて、イケおじと深刻そうな顔で何やら話し始めた。

　あのおじ様も顔はいいんだけど、あまり好みでは……じゃなくて、ここで私がのこのこ出て行ったら空気が読めないとか言われるのでしょうか？

　その向こうではとんでもなく大きな召喚魔法陣らしき物に、魔術師たちが不純物多めの魔力を込めていたけど、あれでちゃんと召喚できるのかしら？　質の悪いオイルを使うと機械の性能が下がるように、召喚される側からするとあまり良くないのだけど……あ、なんか出てきた。

　召喚魔法陣の大きさの割に、出てきたのはたった三体の猿っぽい奴でした。ああ～……なるほど、この感覚は〝悪魔〟だね。

　でも、随分と大きな悪魔だねぇ。魔界でもあんなの見たことないよ。まぁ、魔界もとんでもなく広いから、私が知らない悪魔がいても……ん？　あれ？　真ん中の額に赤い傷のある悪魔って、どこかで見たことあるような……？

　う～～ん、思い出せん。私がそんなことを考えていると、向こうでは悪魔が魔術師を潰して、威圧的な圧迫契約が始まっていた。なるほどねぇ……悪魔の契約ってああいうふうにするのか。勉強になりました。

　そうしたら執事のお兄さんが自分を生け贄にするとか言い出した。今はある程度食欲が満たされて食指は動かないけど、あのお兄さんのほうが騎士さんより美味しそうに見える。

　……まぁいいか。と考えていたら大きなお猿さんが依り代を得て、一段階上に昇格した。

　見た目はすごく強そう……っていうか、すごく悪魔っぽい。

　ここから見えるだけでも魔力が数倍に増えているのが分かった。悪魔の強さの大部分は魔力の差だから、あのおじ様の顔もかなり引き攣っていた。

　まぁ……そろそろいいかな？




　私が悪魔の姿のままで魔力を放出して威圧すると、おじ様と悪魔たちは、ようやく私の存在を思い出してくれたみたい。

『──なっ!?　貴様は！』

　進化した執事悪魔は私を見ると警戒して身構えた。あれれ？　やっぱりどこかで会ったことがあるのかな？　〝彼〟とちびっ子たち以外に知り合いの悪魔なんていないはずだけど……。

「あ、悪魔よ、何をしている！　あれを倒せ！」

　私の見た目が子どもだからか、おじ様は困惑した顔をしながらも悪魔たちに私を倒せと命令する。

『うるさい……っ！　お前たち、行けっ！』

『グァ……ガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　警戒した顔をした執事悪魔の命令に、配下らしき二体の悪魔が悲鳴のような叫び声をあげながら私に向かってきた。

　大きいなぁ、でっかいなぁ、強そうだなぁ……でも、怖くないな。

　あの丸太のような腕で殴られたら、幼児なんて一瞬でバラバラになりそう。でも、騎士さんたちもそうだったけど、何故か動きがゆっくりと見えて怖さをまったく感じなかった。

　私が悪魔の力を使えるようになったからそう感じるのかな？　今までまったく力を使えなかったのは、単純に魔力不足だと気がついた。二歳くらいの時点である程度は回復していたみたいだけど、本来の私にはほど遠くて、力がないと錯覚していた。

　飢えて渇いていた私に、あの人の魂が潤いを与えて、私の〝本体〟を顕現できる力をくれた。

　本来の力ほどではないけれど……私の戦い方は変わらない。爪で引き裂き、牙で喰らう。

　顕現させた真紅の爪に魔力を注ぎ、空間を引き裂くように横よこ薙なぎに振るえば、迫っていた二体の悪魔が、見えない巨大な鉤かぎ爪づめで引き裂かれた。

　……え？

　触れただけで消えちゃった？　え？　なんで？　あんなに強そうだったのに？

　二体の悪魔が消滅して、漂う黒い靄が私に……って、この〝味〟は、魔界にいたミニ猿!?　ちょっと待って！　私のおやつじゃない！　あのちっこいミニ猿が物質界に出てくると、あんなふうに可愛くなくなっちゃうの!?　元々そんなに可愛くもないんだけど……なんか衝撃的な事実。

　それってもしかして、あの執事悪魔も進化前は猿っぽい感じだったから……

「ねぇ、君ってさぁ……魔界で私から逃げた、あのお猿さんかな？」

　魔界で出会った、ちょっと大きめで、私からじりじりと逃げたお猿さん。そういえば額の赤い傷は見覚えがあるような気がしてきた。

『……ぐっ』

　そんな私の言葉は正解だったようで、執事悪魔は歯を食い縛るように呻きをあげた。

「……なん……だと」

　人間のおじ様も信じられないものでも見るように、恐怖と啞然が入り混じった顔で私と執事悪魔に、交互に視線を移していた。

　あ～……なんかごめん。せっかく呼び出されて進化もしたのに、君の顔を潰して。

『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!』

　何かに耐えるように身体を震わせていた執事悪魔が、突然叫びをあげると膨大な数の火の玉を生み出した。

　火の玉が撃ち出され、ひとつひとつがロケット弾のように私の周囲に降りそそいで、爆発するように炎を撒き散らす。

　私も驚きつつも手を前にかざして魔力の障壁を作ってそれを防いでいたけど、柱が砕けて天井が崩れ始めた。こら、やめ、そんなばかすか撃ったら──

「──『やめなさい』──っ！」

　怒りを込めて発した私の〝声〟が物理的な〝衝撃波〟となって、執事悪魔を向こう側の壁まで吹き飛ばした。

　地下の天井が崩れて、夜空に浮かぶ月が見える……まったく、もぉ！

「お父様にいただいたドレスに埃ほこりが付いたらどうしますのっ！」

　魔力の障壁があるから大丈夫だと思うけど、外が見えるほど天井が崩れたら、いっぱい埃が舞うじゃない！　いい加減にしてよね！

　そんな私の当然すぎる抗議に、なんと言うことでしょうか、執事悪魔もおじ様も目を見開いたまま口を開いて、同意をしてくれませんでした。

　本当にもぉ！

「それより、どうしてそんな雑な魔法を使いますの？　悪魔のくせに」

　どうしてこんな、〝人間みたいな〟攻撃をしてきたのか理解できません。

　悪魔の存在は、精神と魔力で構成され、行動のすべてが魔力を帯びて〝魔法〟となる。

　意識さえすれば、手を前にかざすだけで『魔力障壁』になり、息を吐くだけでも『衝撃波』の魔法となるのだから、悪魔は人間みたいに〝魔術〟の形式を必要としない。

　そもそも私は、人間種が使う魔力が属性という不純物を多く含んでいることが疑問でした。

　でも、ようやく分かった。古代エルフが人間種に使えるように精霊語を劣化させて呪文を作ったのは、人間種の雑な魔力で魔法を扱えるようにするためだった。

　だから、悪魔が悪魔を滅ぼそうとするのなら、直に叩くか、純粋な魔力で『神霊語』を使ったほうが効率はいい。……もしかして。

「純魔力……どうして使わないのかしら？」

『ぐぐ……』

　悪魔なのだから、純魔力が使えないことはない。だから単純に、不相応に進化したせいで悪魔としての能力が足りてないんじゃないの？　と上から目線で問いかけてみた。

　そんなの、勇者がハリセンで魔王に挑むようなものよ？　我ながら意味の分からないたとえだけど。

「そんな……どうして吸血鬼に悪魔が……」

　ぶつぶつと何やら呟きながらおじ様が膝からくずおれた。

　ああ……そういえば、あの執事のお兄さんもそんな勘違いをしていたね。どうしてそんな勘違いをしたのか分からないけど。

「何を言っているの？」

　バサァアア……ッ！

　私の背に掛かる金の髪を搔かき分わけるように、同じ色をした片翼五メートルもある巨大な蝙蝠の翼が広がる。

　その巨大な黄金の翼をゆるりと羽ばたかせて浮かび上がった私は、夜空に浮かぶ月を背に、冷たい悪魔の笑みで彼らを見下ろした。

「だって私は……〝悪魔〟よ？」

　私の言葉と姿に、彼らの顔に絶望と畏怖が浮かぶ。

　怯えなさい、人間よ。脆弱な悪魔よ。最も醜くておぞましい死を与えてあげる。

『ガァアアアアアアアアア!!』

　執事悪魔が優雅さを捨てた獣のように私に襲いかかる。

『我は強くなった！　もうお前に怯えていた我ではない！　貴様を喰らい、我が力でこの世界をも食らい尽くしてやる!!』

「……お前、ウザい」

　腕を巨大な猿のように変えて殴りつけてくる執事悪魔を、私は宙に浮かんだまま片翼を振るって床に叩き潰し、もう片方の翼の爪で引きずり上げて両腕を引き千切る。

『グァアアアアアアアアアアアアアアアア！』

「……アハ」

　私はその苦悶の悲鳴に笑みを浮かべ、執事悪魔の胸に真紅の爪を突き立てるようにして引き裂き、剝き出しになった〝悪魔の核〟に牙を剝き出した。

『やめろ……やめてくれぇええええええええええっ！』

　私は満面の笑みで悲鳴をあげる執事悪魔の胸に食らいつき、悪魔の核を食い千切り、執事悪魔の絶望と恐怖ごとその存在を食らい尽くした。

　ここまで成長すると悪魔も味が良くなるらしい。執事悪魔の濃厚な蜂蜜のような味わいの余韻に浸っていると、微かに呻くような声が聞こえた。

「……ぁあ……あぁああぁあ……」

　……そういえば、まだいましたね。この人間おじさま。

　でも何故か、その瞳には恐怖の色は薄く、完全にイってしまった目つきで私を崇めるように見つめていた。

「おお……我が神よ……どうか、私めに祝福を……」

「…………」

　……何を言っているのでしょ？　その瞳の色は悪魔を見ているというよりも、私を聖女と崇めた子どもたちを思い出して、うんざりとした気分になる。

　この人と〝契約〟をするつもりも〝祝福〟をするつもりもないけれど、その色々な〝雑味〟の混じった魂に少しだけ興味が湧いた。

「……来なさい」

　私がそう命じると、すごい目つきで這い寄ってきた。キモい。

　好奇心は猫を殺すというけれど……

「……いただきます」





第十話　四歳になりました……そして







　好奇心で〝間食〟をしてしまい、質の悪い安酒のような酩酊感にふらふらしながらも匂いでエレア様を見つけ出した私は、ようやく彼女と合流することができました。

「ユル!?　どうしたの!?　大丈夫!?」

「……あのね、あっちでね、こわいのやってたのぉ……」

　べそべそと泣きながらエレア様に抱きつくと、どうやって扉を開けたとか、どうして一人で来られたとか、細かいことよりもまず子どもを持つ女性として抱き留めてくれたエレア様は、怯える子どもをあやすようにお膝の上に乗せながら、とても素敵なことを教えてくれました。

「怖かったねぇ……大丈夫よ、ユル。実はねぇ、ここまで連れられてくるとき特殊な魔道具で幾つか目印を残しているの。もうすぐ、うちの旦那様とフォルト様が助けに来るはずだから、一緒に待っていましょうねぇ」

「おとーさま！」

　さすが三歳児はあざとい。でも、演技じゃないんですよ？　まさかあのおじ様の魂でここまで悪酔いするとは思わなかったわ……。

　それから半日も経たずに、お父様が数百人の騎士団を率いて私を助けに来てくれました。

　きゃーっ、お父様カッコイイ！　エレア様の旦那さん？　お父様以外は目に入りませんでしたわ。

　お父様って軍人さん？　騎士なのかしら？　結局、あの美人さんの事とか色々と聞きたいこともあったけど、お父様に速攻で確保されて、息が詰まるくらいぎゅ～～～～～～～って抱きしめられていたら、何を聞くのか忘れた。

　お父様には、無茶をするなと𠮟られた。ちゃんと落ち着いたら、お母様や色々な人にも心配させてごめんなさいって言わないとね。

　でもその後、私は寝込みました。お父様は色々とあったから身体からだが吃驚びっくりしたとか言われたけど、たぶん二日酔いです。

　本当にもぉ、二度とあんな変なのは拾い食いしない……。
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　聖王国タリテルド、王都ヴェルセニアで起きた誘拐事件は、それ以前に起きていた児童の行方不明事件のみならず国家転覆を企む貴族の犯行と分かり、その要となる第二次悪魔召喚事件は、召喚された悪魔に容疑者全員が殺害されるという形で終結した。

　誘拐され、保護された子どもたちは長い監禁生活にも拘わらず心身共に安定しており、拉致された子どもたちの大部分が貧民街の者や難民、旅人などで身元を特定するのに時間は掛かったが、大部分は親元に帰され、一部の身寄りがいない子どもは領主が保護することで新たな人生を送ることになった。

　事件の主犯格と思われるブルノー侯爵は干からびた死体で発見された。国家の重鎮である侯爵家が起こした国家争乱は軽い罪ではないが、ブルノー侯爵家が上級貴族家であることから周囲への影響が大きいと判断され、ブルノー侯爵家はお取り潰しこそ免れたが、家人はすべて捕縛され、内情を公表しないまま王家に忠誠を誓う遠縁の分家が新たなブルノー侯爵となった。

　もう一人の主犯格と思われるコーエル公爵夫人、アルベティーヌも遺留品などにより死亡が確認された。当主ではなく夫人が関わった事件とはいえ、国家を守護する五大公爵家の者がそれをした罪は大きく、他の公爵家の手前、コーエル公爵家は名のみを残して解体され、主な人員と枠組みを残したまま王家の預かりとなった。




「フォルトよ……あれが起こしたこととはいえ、夫人を御せなかったお前の落ち度だ。分かっておるな？」

「はい、父上」

　広い会議室の上座に座った初老男性の言葉に、フォルトが静かに言葉を返した。

「エレアノールや誘拐された子どもの証言により、コーエル公爵家の思惑ではなくアルベティーヌの私怨による犯行と分かっておる。入り婿であるお前が罪に問われることは避けられたが、あの二人の娘は、母親の唯一の血縁者と言うことで継承権から排斥となった。二人にはコーエルの名を残すが、王都の屋敷にて監視することで現状維持とする」

「ご温情、ありがとうございます……」

　自分に懐かない娘とはいえ、それでも親としての愛はある。妻と素行の良くないあの二人がこれまでしたことを考えれば充分すぎる温情に、フォルトも内心安堵の息を吐いた。

　コーエル公爵家は事実上解体されたが、フォルトは元より兄と継承権を争わないために家を出た身だ。父や兄のために力を尽くすことは難しくなるが仕方のないことだろう。

　それよりもコーエル公爵家が王家預かりとなったことで、その地をどのように治めるのか？　フォルトは民のことを考え表情を暗くすると、上座の男性がニヤリとした笑みを作る。

「それはそうと、フォルトよ。コストル教会の教皇殿より話が来ている。〝聖女さま〟が現れたとなれば、それ相応の〝地位〟のある保護者が必要だとは思わんか？」




　それより数日が経ち、王家よりすべての貴族家と民に公布がされた。

　王家より外に出ていた第二王子が王家に戻り、王位継承権第二位の座を王太子の子に譲り、自らは第四位とし、コーエル公爵家に代わって、王家と同じ『ヴェルセニア』の名を持つ、〝大公家〟を立ち上げることになった。

　新たな第一夫人と、まだ幼い〝姫〟と共に。
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　あの事件から二ヵ月が過ぎて私もついに四歳となりました。

　あのあとお屋敷に戻った私は、心配したお母様に捕獲されて一週間ほど四六時中目の届く位置から手放してもらえませんでした。まぁ、仕方ないよね。

　この身体となって四年……長かったのか短かったのか、今の生活は特に不都合もなく居心地良く感じている。悪魔の力はある程度戻ったけど、お母様やヴィオたちに囲まれて過ごしていると、悪魔としての意識より〝人の心〟が強く出てくるから不思議よね。

　四歳のお誕生日には、みんなから沢山の贈り物を貰いました。リックみたいな豪華なお誕生日会じゃなくて家族みんなでのお祝いだったけど、私はこっちのほうが好き。

　お友達になったシェリーやベティーも、わざわざ王都から来てくれました。

　シェリーからはお揃いだとハーブの栽培キットを貰い、ベティーからは何故か私の似顔絵だと彼女がクレヨンで描いた抽象画を貰ったが、その心遣いが嬉しい。うん、嬉しいよ。

　それからリックも少しだけ顔を出してくれました。

　わざわざ王都から来て、私に何か押しつけてそのまま帰って行ったけど……なんだろ？　そのときのリックって〝彼〟にちょっと似ている気がした。

　中身はすごく高そうなネックレス……これ、四歳の子にあげる物じゃないよね？　もしかして彼なりのお詫びだったのかな？

　そして、お父様からは馬車一台分の白一色の花束と、可愛らしいティーセットが届きました。

　そう……〝届いた〟。

　お父様は来てくれなかったの……。

　それから半年が過ぎて、春になってもお父様は会いに来てくれませんでした。

　シェリーやベティーと文通したり、何故かリックが突然会いに来て花束だけ置いて帰ったりもしたけど……。

　お父様、お仕事忙しいのかなぁ……。私が甘えすぎて嫌になったのかなぁ。

　その反動もあって必要以上にお母様に甘えている日々を過ごしていると、ついにお父様から手紙が来て、お母様と二人で王都に来てほしいとお誘いがあったのです！　わぁいっ。




「…………は？」

　時は一瞬で流れて、私は今、お城の前に来ています。

　あれ？　私たちってお父様に会いに来たのよね？　ここって王様が住むお城じゃないの？

　うん、まぁ……薄々変だなぁ……とは思っていましたよ？

　お父様からのお手紙で迎えが来ると聞いていたけど、来たのはお父様ではなくて、八頭引きの小さな家くらいの大きい馬車で、その護衛としてお馬に乗った凜り々りしく可愛い少女のような女性騎士が十人もいたのですよ。

　迎えに来たのはあの執事のお爺じいちゃんで、何故か上機嫌で私のことを『ひいさま』と呼ぶお爺ちゃんは、名前を聞こうとしたら是非とも『じいや』と呼ぶように懇願された。

　なんでしょう……じいやからは執念じみたものを感じるわ。

　馬車に乗り込む私とお母様に、騎士のお姉さんたちはすごく緊張した顔で背筋を伸ばしていた。まぁ、私の外見って幼児っぽくなくて怖いからねぇ。

　怖くないよ？　食べたりしないよ？

　ああ……そういえば、魔界でもこんなことあったなぁ……。あの子たちも元気でやっているかしら？

　そして、そしてついに！　ようやくお父様とお会いできましたっ！

「リア！　ユールシア！」

「おとーさま！」

　お城から迎えに出てくれたお父様は、自分の足で駆け寄る私を拾うように抱き上げ、そのままお母様と人目も気にせず熱い抱擁を交わす。……すみません、潰れます。でもお父様も、私やお母様と同じで寂しかったみたい。

「それでは二人とも、こちらに来てくれるかな？」

　そういうお父様に案内されて、私たちは某女性だけの劇団のような女性騎士さんたちを引き連れてお城の中に入る。

　正面扉を潜ると、大聖堂のようなステンドグラスが続く広い空間になっていて、そこがただの通路だと聞いて開いた口が塞がらず、思わず大型馬車でも通れそうなこの高い天井をどうやって掃除しているんだろうと、お父様に抱っこされて進みながらおバカなことを考える。

「この飾り硝子の窓は、右側から奥に『聖王国創世の物語』になっていて、左側は奥から入り口まで『王家栄光の物語』になっているのだよ」

「ほへぇ……」

　お父様はそんなことを教えてくれたけど、ごめんなさい、頭に入ってません。

「まずはここで着替えてくれるかな？」

　お父様が最初に案内してくれたお部屋にお母様と入ると、そこには私とお母様のサイズぴったりに作られた数十着のドレスがあって、私は十数人のメイドさんとお針子さんに着せ替えされながら、どれでも私の好きなものを選んでいいと言われました。

　また、こんなお金の掛かっていそうな物をあっさりと……。

「おかーさま、きれい」

「ふふ。ユルは妖精のお姫さまみたいよ」

　お着替えしたお母様はとても綺麗でした。でも、私とはちょっと違う。

　お母様の着ているドレスはとても綺麗な物でしたけど、夜会に出るようなドレスじゃなくて、綺麗でもあくまで普段使いの延長にある、清せい楚そなドレスでした。

　でも、私のドレスはなんか違う。あのときのお茶会やリックの誕生会に出たときよりもさらに豪華な、お披露目にするようなすごいドレスだったのです。

　こんな服着て、どこに連れていかれるの？

「二人とも素敵だよ。さぁ行こうか」

　お着替えしてさらに格好良くなったお父様に抱っこされて、ドキドキしながら廊下を進む。

　途中でお父様に、お城で見たい場所はあるかな？　と聞かれたけど、これから何があるのかドキドキして『処刑場』とかしか思い浮かばない。

「ん？」

「ユールシアは気づいたかな？」

　大きな壁に仕切られた門を潜ると、そこにはどこかで見覚えのある庭園が広がっていました。うん、気づいた。ここってあのお茶会があった大きな庭園ですよ。

　ここって、お城が見える場所の庭園じゃなくて、お城の一部だったの？　だから貴族の子どもばっかりだったのか。

　すると、もしかして……

「あ」

　最初に見えたのは、目立つ朱色の髪のエレア様で、その横にはリックと初めて見るエレア様そっくりな年上の男の子もいた。

　前に保護者たちが使っていた白い屋根のガゼボのような場所で、どこかで見たようなおじ様やおば様の姿も見えた。……あの人たちってお茶会でこちらを見て騒いでいた人たちだ。

　エレア様が手を振り、それに気づいた全員の視線がお父様を確認して、お母様を見て、そして私へと集中する。

　お父様は一番年上のゴツいおじ様と綺麗なおば様の前で私を降ろすと……私を地に下ろすなんて珍しいですね、お父様。

「父上、リアステアとユールシアを連れて参りました」

　お父様はそう言ってお母様と一緒におじ様の前で膝をつく。

　……ん？　父上？　お父様のお父様ってことは、この人が私のお祖じ父い様？

「……おじいちゃま？」

　私が思わず口から言葉を漏らすと、お祖父様らしき人の目がカッと見開いた。

「おおおっ、そうだ！　儂わしがユールシアの『おじいちゃま』だ！　だははははっ！」

　お祖父様はそう言っていきなり私の両脇を摑んで持ち上げた。

　やっぱりこの人がお祖父様でした。でもまだ四歳で舌が回ってないんだから、『おじいちゃま』でもいいじゃないですか！

「あなた、ずるいですわっ、独り占めは許しませんよ！　わたくしが『おばあちゃま』ですよぉ」

　するとお隣の綺麗なおば様が、お祖父様から引ったくるように私を抱きしめた。この人が私のお祖ば母あ様？

「ず、するくはないだろ！　孫娘なのだから抱っこしてもいいではないか！」

「あなたは力が強いから、ユールシアを壊しそうで怖いわ」

「なんと！」

「父上も母上も落ち着いてください……」

　私に手を伸ばしたまま硬直したお父様の肩を叩たたいて、お祖父様に似たゴツいおじ様が疲れた顔でそう言った。この人は伯お父じ様？　良かった……お父様はお祖母様似なのね。

　それにしても凄いね、この人たち……私に怯えないなんて。

「う、うむ。皆が揃ったことだから、そろそろ行くぞ！」

　お祖父様は何か誤魔化すようにそう言って、苦笑したお祖母様が再び私をお祖父様に手渡すと、抱っこしたまま歩き出した。そうですか。あなたが新しい私の抱っこ係でしたか。

　……で？　どこに行くの？

　お祖父様が歩き出すと溜ため息いきを吐ついた伯父様とお父様も立ち上がり、ニコニコ顔のエレア様とお祖母様がお母様を連れて、リックともう一人の男の子も後に続く。

　ちょっと、他の人の紹介は無しなの!?

　お祖父様のそんな言動には慣れているのか、お母様も普通にお祖母様とお喋りしているし、もう一人の男の子もニコニコとして、大人に代わって護衛の騎士さんたちに指示を出していた。

　私を抱っこしたお祖父様を先頭に、お父様たちと騎士さんや執事さんや侍女さんをぞろぞろと引き連れて荘厳な廊下を行進すると、廊下の正面にある大きな扉に辿り着いた。

　そこに待っていた執事さんたちが豪華な扉を開くと……




「ふぁ!?」

　そこは城の中庭を見下ろすことができるテラスになっていた。その無茶苦茶広い中庭では、数千人もの貴族っぽい人や騎士さんやメイドさんやら色々な人が整列して、私たちを出迎えてくれていました。

　……これ、お城にいる人がほとんど居るんじゃないの？　その人たちのすべての瞳が、お祖父様を通り越して、抱っこされている私へ注がれる。

　……なにこれ？

「皆の者、待たせたなっ！　我が子、フォルトが王家に帰り、数百年ぶりの〝大公〟となったことは知っていよう！　そしてこの子はフォルトの娘で我が孫にあたる！　その名は──」

　ユールシア・フォン・ヴェルセニア──

　初めて知ったよ、私のフルネーム！

　衝撃の連続で啞あ然ぜんとする私をお祖父様が高く持ち上げると、私を映す全員の目の色が徐々に変わっていく。

「この子こそ、お前たちの──聖王国の〝姫〟である！」

　…………は？

　一瞬の静寂、その次に響どよめくようなざわめきが始まり、地響きのような振動と共に、中庭に集まった人たちから一斉に雄叫びのような歓声が沸き上がった。

『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!!!!』

『国王陛下万歳！　聖王国万歳!!』

『ユールシア姫様、バンザァーイッ!!』

『姫様に栄光あれ!!』

『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!』

　ちょ、えっ!?

　えぇぇぇええええええええええええええええええええ!?
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　私はこの国、聖王国タリテルド国王陛下の孫娘で、王家と同じ名を持つ大公家の〝姫〟である、ユールシア・フォン・ヴェルセニアとなりました。

　なんか小難しい話は色々とあるみたいだけど、私が子どもだからと詳しい話は教えてもらえませんでした。

　私の立ち位置は、えっと……最初は公爵家の第二夫人の娘で？　公爵家の第三女だったけど、第一夫人が亡くなって？　公爵家がなくなって何故かお父様が大公になって？　お母様が大公家の第一夫人になって？　その娘である私が『大公家の第一公女』となった感じ？

　羅列しても、どうしてそうなったのかよく分からない。

　元々お母様の立場が微妙な感じで、私の存在を知る人もほとんどいなくて、なんか色んな事があって問題がなくなった感じ？

　お祖父様の私が『聖王国の姫』って発言も、大公家自体がタリテルドでは数百年なかったそうで、大公家は形式上は王家の下になるけど王家と同じ王族と見なされていて、その公女である私も王家の一員となって王位継承権も与えられるそうです。……まじかぁ。

　この世界って本当に適当だね。これでいいの？　ちょっとばかり悪魔の力を取り戻しても全然油断できません。慎ましく生きましょう。

　あの人たちの常軌を逸した熱狂も、リックのような男児の王族しかいないこの国で、騎士さんもメイドさんも、『お姫さま』に憧れていたみたいです。……ロマンだね。

　お父様は元々第二王子で、公爵になっても伯父様の子が成人するまで継承権第二位だったけど、大公になったから継承権第二位の座を王太子である伯父様の長子に譲って、その弟であるリックが継承権第三位になった。ややこしい。

　それで、お父様が王位継承権第四位になって、私が王位継承権第六位となります。

　…………あれ？

　継承権第五位って誰？　そもそも元が公爵家の三女ってことはお姉様が二人いるのよね？　お姉様たちは姫ではないの？　なんで一人分しか空きがないの？　どうして私が『第一公女』なの？

　…………。

「ま、いいか」

　私は深く考えるのを諦め、ベッドから降りて窓から深夜の街を見下ろす。

　公女となったことで私は住み慣れたお屋敷を離れて、お母様やお屋敷のみんなと一緒にトゥール領にある元公爵家の本邸に移動しました。

　以前より何十倍も大きなお屋敷の何倍も大きな自分の部屋で、チラチラと光が見える街を見つめながら一人思う。

　私は〝悪魔〟だ。悪魔としての本性を晒せば、人を喰らう邪悪な獣になる。

　それでも人の中にいれば、大きくなった〝人の心〟が私の心にさざ波を立てる。

　いつか、大好きなお父様とお母様に迷惑を掛けてしまうかもしれない。

　この二人以外はどうでもいい。私の〝名〟を考えたお父様と、〝名付け〟をしたお母様以外は誰が死んでも構わない。

　……そう思っていたのに、人の中で〝人の心〟で生きているうちに、大事に思う人たちが増えていった。

　だから……

　私は〝人間〟として生きていこう。

　私が大事に思う人たちを〝人〟として愛せるように……。

　私は〝悪魔〟として生きていこう。

　愛しくて……愚かで、悲しみと苦しみの中で生き足あ搔がく人間たちを愛そう。

〝悪魔わたし〟は愛に飢えている。

　私は、人間を愛している。〝人〟として……魂を貪る〝悪魔〟として。

　ああ……聞こえるわ。

　この窓から見える街で生きる、人間たちの鼓動が、息遣いが……

　闇に怯える人間たちの愛おしい悲鳴が。

　大丈夫よ……可愛い私の〝仔羊〟たち。

　私の愛しいあなたたちを誰一人として他にはあげないわ。

　私にあなたたちの愛を捧げなさい……

　その代わりに私のものにしてあげる。

　悪魔であり聖王国の公女である、この私が──




「〝悪魔公女わたし〟が永劫に魂まで愛してあげる……ふふ……あははははははははっははははははははははははははははははははははははははっ！」










　──北の山脈で、南の海で、この大陸のあらゆる大地で、一斉に獣が吠ほえ、鳥が怯えるように飛び立ち、闇に生きる者たちが天を見上げる。

　それが何か、今は誰も分からない。

　神の都である聖王国において、その悪魔は人間を祝福するように邪悪な産声をあげた。





エピローグ







『ソッチソッチ』

『ヤァ』

　荒廃した魔界の大地で、お餅のような二体の悪魔が、猿のような悪魔たちを追い詰める。

『オイシイ』

『オイシイネ』

　狩ったミニ猿たちを食べて喜んでいる二体の向こうでは、ピエロのような仮面を付けた白い猿がミニ猿を放り投げて笑っていた。

『キャハハ』

　白い猿は食べることより遊びが好きなようで、こうして捕まえた獲物を弄ぶ様子がよく見られた。

『アソビスギ』

　そこに金色の蛇が帰ってくると、尾に絡めて引きずっていたボロボロになった数体のミニ猿を白い猿の前に投げ捨てる。

　金色の蛇は気位が高いようで、獲物をいたぶることはしないが一番好戦的な性格をしていた。

『タベナイ？』

『アソブー』

『タベル、ツヨクナル。アルジサマ、ヨロコブ』

『ウン、タベル』

　金色の蛇と白い猿がミニ猿を食べ始めると、さらにミニ猿を狩ってきたお餅の二体も合流して、仲良くご飯を食べ始めた。




　………ドドォオォオオオン………

『『『『…………』』』』

　かなり遠くから聞こえてきた雷のような爆音と地揺れに、悪魔たちは顔を見合わせる。

『マタ、ヤッテル』

『マダ、トオイ？』

『ウウン、ニゲル』

『クライケモノ、マダ、オコッテル』

　彼らの主人が魔界から消えてどれほどの時が過ぎたのか……。

　時間の概念がない魔界で、主人から離れて、それでも主人が〝彼〟と呼ぶ存在の側にいた彼らだったが、自分たちがそろそろ強くなったと確信して、主人を捜すためにその地を旅立っていた。
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　魔界に〝暗くらい獣けもの〟と呼ばれ、恐れられた〝魔獣〟が存在した。

　暗い獣は、同格の悪魔たちが多くの配下を従えていたにも拘かかわらず、魔獣故の獰どう猛もうさと、孤高を好むその性質から常に独りだった。

〝彼〟に名はなく、あるのは〝暗い獣〟という種族名だけ。

　同格の悪魔たちが初期の頃より他種族と関わり〝名〟を得ていたのに対し、最初の召喚で召喚者を食い殺し、その地の生物を皆殺しにすることで力を得た〝彼〟は、その強大さ故、〝名〟を持てなかった代わりに、その力をもって一種一体の強大な悪魔として魔界でも恐れられる存在となった。

〝彼〟の領域には、知性ある者は誰も近寄らない。

　一欠片でも弱みを知ろうと配下を差し向けた悪魔もいたが、それらは獣の鋭敏な感覚に捕捉され、瞬く間に食い殺された。

　だが、その凶暴な魔獣が、ある時を境に暴れるのを控えた。

　食料を得るとき今まで以上に弱い悪魔を狩るようになったが、そのあまりの変わりように不審に思った同格の悪魔たちは奇妙な噂うわさを耳にする。

　たった一種類、一体しかいない〝暗い獣〟の傍らに、同族らしき金色の悪魔を見たというのだ。

　その情報に悪魔たちは恐れを抱いた。まだ若い個体だとしても〝暗い獣〟と同種であるのなら、成長すれば〝暗い獣〟が単独故に抑えられていた被害が拡大することになる。

　もし敵対すれば勝つことは難しく、勝てても大きく力を減じることになり、その隙を他の高位悪魔が見逃しはしないだろう。

　永い時を掛けて成長する魔界の悪魔たちにとって、自らの保身を顧みない〝魔獣〟という獣は純粋な脅威だった。

　だが、単独を好んでいた〝暗い獣〟が自ら育成をするほどの同族なら、単独故に弱みのなかった〝暗い獣〟の枷となるかもしれない。

　その個体が充分な力を付けないうちに攻撃を仕掛けるべきか、それを考え、同格の悪魔が数体で同盟を組むことを模索し始めた矢先、その悪魔──〝金きん色いろの獣けもの〟が忽こつ然ぜんと姿を消した。

　他の高位悪魔に狩られたのか、それとも〝暗い獣〟と反目したのか？

　だが、そのことにより、〝暗い獣〟は以前のように好戦的に暴れるのではなく、明らかに怒りを顕わにして他の高位悪魔の領域まで現れ、悪魔たちを皆殺しにし始めた。

　何が〝彼〟をそこまで怒らせているのか？　その中で以前の〝暗い獣〟とわずかながら交流があった、知性ある高位悪魔が動きを見せた。

　その悪魔と〝暗い獣〟は互いに見知っているというだけで、味方ではない。あくまで、どちらも滅ぼすまで戦うほど敵対していない、というだけの間柄だ。

　だが知性あるその悪魔も、物質界で収集した知識や生み出した配下が、暴れ回る〝暗い獣〟に削がれることを厭いとい、〝彼〟の前に姿を現した。




『久しぶりよのぅ……〝暗い獣〟よ』

　そう声を掛けたのは、賢者のようなローブを纏まとい、配下の悪魔軍を引き連れず肩に小さな青いイタチを乗せた、黒い靄もやの如き悪魔だった。

『……〝悪あく魔ま博はく士し〟、ゼフィルセル……』

　その姿を目にして、〝暗い獣〟が一瞬瞳の怒りの色を消して、ぼそりとその名を呼ぶ。

　ゼフィルセルは〝暗い獣〟と会話が成立する、理性と知性を持つ数少ない悪魔であり、〝彼〟はその力だけでなくその〝智〟を最も警戒していた。種族名ではなく〝称号〟で知られる悪魔は特に危険だ。

『〝暗い獣〟よ……何故、憤る？　この地におぬしの敵はおらぬぞ』

『俺の勝手だ』

　そんな吐き捨てるような言葉に、ゼフィルセルは靄の顔に浮かぶ二つの光を目のように細めた。ゼフィルセルの知る〝暗い獣〟は、強き存在と戦うことを好んではいても、怒りに任せて脆弱な悪魔を殺すような奴ではなかった。

『ならば、よそへ行け。そのほうが儂わしも都合が良い』

『…………』

　飄ひょう々ひょうと他の高位悪魔を襲いに行けというゼフィルセルに、〝暗い獣〟もわずかに怒りを削がれる。もしこのゼフィルセルを〝あれ〟と会わせたら、どんな反応を見せるのかと考えると少しだけ面白く感じながらも、それがいない喪失感に再び溶岩のようなドロリとした怒りが湧いた。

　何故、自分から離れていった？

　どうして人間の世界などに憧れた？

　自分とお前が居れば、他には何もいらないはずだ。

『グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　その怒りの正体さえ知らず、再び怒りを漲みなぎらせた〝暗い獣〟に、ゼフィルセルも溜ため息いきを吐つくように肩を揺らし、ローブを怪鳥のように広げた。

『……下がっておれ』

『アルジサマ、キヲツケテ』

　青いイタチが肩から離れると、ゼフィルセルと〝暗い獣〟が対峙する。

『『──死ね──』』




　突如勃発した〝暗い獣〟とゼフィルセルの激突は、周辺すべての悪魔を滅ぼし、悪魔博士の領域を地盤から砕くほどの苛烈を極め、永劫に続くかと思われた神話の悪魔同士の戦いは、ついに〝暗い獣〟の牙がゼフィルセルの核を食い千切ることで決着が付いた。

『……愚か……もの……め……』

『…………』

　最後に塵ちりとなったゼフィルセルを喰らい尽くし、自力では立つこともできないほど傷つきながらも、その勝利は〝彼〟の心を何一つ満たすことはなかった。

　求めたものは一つだけ……

　何もなくなった瓦が礫れきだけの荒野に、獣の叫びが木霊する。




『──〝金色の獣〟ぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!』





[image: ]















『悪魔公女』第一部　ゆるいアクマの物語




第一章　悪魔の見る夢─────終







書き下ろし──小悪魔日記







　人間が住む〝物質界〟と異なる世界──〝精神界〟──。

　精神生命体である精霊や、精霊から分かれ半物質化した妖精が住む世界があり、その最下層に近い最も暗い負の感情が集まる場所に、悪魔が住まう〝魔界〟が存在した。

『コッチ？』

『ドッチ？』

『ウ～ン？』

『アッチ！』

　その荒廃した大地を移動する四体の悪魔たちがいた。

　黒い山羊の角を生やした、お餅のような悪魔がポヨンと跳びはね、その隣で同じ姿をした黒い羊の角を生やした悪魔が地面を転がる。

　転がる羊角を楽しそうに追いかけているのは、ピエロの仮面を被った真っ白な猿の悪魔で、そんな仲間たちを尻目にツンとした顔で、地面を滑るように這はっているのは金色の蛇であった。

　彼らは自我も定まっていない幼体期に、暴力的な気配を撒まき散ちらす、黒くてデカい獣に拉致された。そのときは本能的に死を覚悟したが、連れられてきた先で出会った金色の悪魔は自分たちを食べることなく〝ペット〟として彼らを飼ってくれた。

　それはこの魔界では珍しいことではない。強大な悪魔が、幼体の悪魔を戯れに集めて互いに食い合わせ、最後に残った悪魔を配下にすることもある。だが金色の悪魔は、彼らを飢えさせるどころか餌を与え、獲物の狩り方を教えて庇ひ護ごしてくれたのだ。

　それは光さえ差し込まない、冷たい灰色の世界しか知らずに生まれて生きてきた彼らにとって、初めて感じた〝暖かさ〟だった。

　色々なことを話してくれた。この世界のこと。外の世界のこと。物理や化学といった彼らが理解できない知識や、外の世界で語られる神話のことを面白おかしく教えてくれた。問題があるとすれば、〝彼女〟は常識を教え忘れたことだろうか……。悪魔に常識は必要ないが、それでも悪魔の常識を知らないのは問題だ。

　だが、そんなことは常識のない彼らにとっては些さ細さいなことだった。彼らはすぐに〝彼女〟の話に夢中になり、教えてもらった神話の怪物に憧れたことで、ついに彼らは自らが望んだ姿に進化することができた。

　それをしてくれた彼女は、〝金きん色いろの獣けもの〟という変わった悪魔だった。

　彼らにとって彼女は、師であり、姉であり、母であり、この魔界を照らす太陽であり、信仰するべき神であった。

　心から彼女を敬い、心から愛した。悪魔は何かを求めても誰かを愛することはない。だが彼女によって〝魔改造〟され、通常の悪魔が数百年をかけて学ぶ知識を幼体時期に刻み込まれた彼らは、もう思考さえも普通の悪魔とは異なっていた。

　その心から慕う『主人あるじ様』が突然どこかへ消えた。その事で彼らは動揺し彼女を見つけようとしたが、いくら捜しても彼女を見つけることはできなかった。

『アルジサマ、ドコ？』

『アナ、オチタ』

『アナ、ドコ？』

『ワタシタチ、トオレナイ』

　彼女が地面に空く穴の中に消えたのは知っていた。それがどこかここではない場所に続いていることも知っていた。でも、他の穴を見つけても成長した彼らでは、その小さな穴を通ることができず、成長途中の彼らの魔力では主人のように無理矢理穴を広げることもできなかった。

　それでも彼女が自分たちを嫌いになって消えたのではないことは分かっていた。

『アルジサマ、イキタカッタ』

『ムコウ、イキタカッタ』

『ナンデ？』

『キット、オイシイモノ、アル』

　あの食い意地の張った彼女のことだから、きっと美お味いしい物を見つけて旅立ったのだと、彼らは疑いもなく彼女の有り様を信頼していた。

『ボクモ、タベタイ』

『ワタシモ』

『ミニサルヨリ、オイシイ？』

『チョコ？　ケーキ？』

『ニンゲン？』

『ニンゲン、オイシイ？』

『タブン』

『オイカケル？』

『ムリダヨ』

『ダメナノ？』

『トオイ？』

『ウン。ダカラ、サガス』

　だから彼らは大好きな主人様を捜して旅に出た。その結果、荒れに荒れている〝暗くらい獣けもの〟を置き去りにしてしまったが、それも仕方のないことだと割り切った。

　あの暴君のことは嫌いではないし、強大な悪魔として敬ってもいるし、彼女と会わせてくれたことには心から感謝している。ただ、その束縛が強すぎて彼女がどこかに行きたがっていたのだと、彼らもなんとなく気づいていたのだ。

　旅の途中で、〝暗い獣〟の領域にはいなかった強い悪魔もいたが、四体で力を合わせれば勝てない相手ではなかった。

　悪魔にとって他の存在とは〝敵〟であるか〝餌〟でしかない。

　でも、普通の悪魔とは姿も思考も異なる彼らだが、決して仲間で争うことはなかった。彼女に育てられたことによって、彼女を母とする兄弟であるという意識が根本として存在していた。

　それは普通の悪魔とは明らかに異なる思考だ。本来の悪魔としての在り方がたった一体の悪魔の手により変えられてしまった。

　彼女がしたその試みは通常なら、精神生命体であるが故に存在自体が消滅しかねない荒技でもあったが、奇跡的な偶然か、彼女の豪運か、彼らは消滅もせずに特殊な個体として力を付け始めていた。

　そうして旅を続けていたそのとき──

　ひゅぅ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～……ドンッ！

『『『『…………』』』』

　突然、近くの岩山に空から何かが落ちてきた。

『……ナニ？』

　なんだろう？　と羊角のお餅が山羊角のお餅を見るが、山羊角のお餅は首を振る。

『ダメ、キケン』

　彼女からこの四体のまとめ役を言いつけられていた山羊角のお餅は、仲間のことを考えてそう判断したが──

『キャハハ』

『ア、コラ』

　遊び好きの白い猿が歓声をあげながら向かってしまい、金色の蛇も付いていったことで、結局全員で向かうことになった。




『…………おのれ』

　落ちてきたのは、胸元を引き裂かれボロボロになった猿の悪魔だった。

　その胸元の傷からどす黒い血を零こぼしているのは、人間と関わった悪魔特有の現象だ。それは、自分の受けたダメージの深さをそのように幻視しているからだが、それほどのダメージをどこで負ってきたのか？

『おのれっ、〝金色の獣〟め！』

　額に赤い傷のあるその猿の悪魔は、怒りが抑えきれないように牙を剝き出して歯ぎしりをする。

　猿悪魔は物質界に召喚され、運良く上質な魂を喰らうことで進化を果たした。だが、現地には、猿悪魔が以前恐怖してしまったことで復ふく讐しゅうを誓った悪魔がおり、無残に引き裂かれて悪魔の核を貪り食われた。

　悪魔の核とは、悪魔の根本を司るものであり、それが無事なら物質界で滅ぼされても時間が経てば魔界で復活する。

　だが、その核を食われた猿の悪魔がどうして消滅していないのか？

　それは、様々な負の感情で熟成された上質な魂を切っ掛けとして進化をしたが、猿悪魔はそれほどの魂をすぐに消化できず、咄嗟にその魂を身代わりにすることで難を逃れたのだ。

　あの残忍な悪魔にもし気づかれでもしたら永劫に嬲なぶり殺しにされる危険な賭けだったが、相手がその魂に満足したことで、猿悪魔は存在を懸けた勝負に勝利した。

『ちっ、どうやら依り代を失ったことで退化までしてしまったが、それもすぐに元に戻る』

　物質界で上質な魂の持ち主であった人間の身体を依り代としていたが、それが破壊されることで元の猿の姿に戻ってしまっていた。

　だが、元々進化手前まで来ていたのだ。その切っ掛けとなったのが人間の魂と人間の肉体だっただけで、身代わりとしたその魂も三分の一程度は取り込めていたこともあり、進化以前の状態よりも力は増している。

『我を甘く見たな〝金色の獣〟よ！　我は再び力を付けて物質界に戻り、必ずや貴様に滅びを与えて見せようぞ！　ぶははははははははははははははははははははははは……はは……は？』

『『『『…………』』』』

　猿悪魔が気づくと、その足下で彼を見つめる四体の小さな悪魔がいた。

　いったいいつからそこにいたのか？　その姿からすればそれほど位の高い悪魔でないと思えるが、その四体は、一度は高位悪魔となりその力を残す猿悪魔に脅えもせず、ジッと見つめてくるその視線の昏くらさに猿悪魔は戸惑った。

『なんだ、お前らは！』

　脅すような猿悪魔の声に四体の悪魔は目を逸らすことなく喋りだす。

『アルジサマ、シッテル』

『コイツ、シッテル』

『ニンゲンノセカイ、イタ』

『アルジサマニ、アッタ』

　淡々と語り出す小さな悪魔たちに一瞬怖気を感じた猿悪魔が、彼らを脅すように巨大な火の玉を生み出した。

　だがその問いに四体は答えることなく、猿悪魔をジッと見上げていた。

『なんだと聞いておるのだぁあああああああああ！』

　何かを振り払うように叫んだ猿悪魔が火の玉を叩たたき付つけると、その後には、爆炎を巻き上げながら巨大なクレーターができていた。

　だが──

『アルジサマ、ミツケタ』

『ヤット、ミツケタ』

『デモ、アエナイ』

『ズルイ』

『……なっ!?』

　四体の悪魔たちはすでにそこにおらず、猿悪魔を取り囲むような位置にいた。

『小悪魔どもめ！　偉大なる我の言葉を無視して訳の分からんことを言いおって！』

　猿悪魔がそう叫ぶと、抑揚もなく淡々と喋っていた四体の悪魔が、嘲るようにクスクスと笑い始める。

『イダイ？』

『ニゲタノニ？』

『アルジサマカラ、ニゲタ』

『オマエ、ニゲタ』

　その言葉は、過去に魔界で〝金色の獣〟を見て戦うこともせずに逃亡し、物質界においても何もできずに、契約した魂さえ投げ出して逃げ出した猿悪魔の誇りを傷つけた。

『……うるさぁあいっ!!』

　猿悪魔は怒りに任せて、三メートル近い巨体から豪腕を唸うならせながら振り下ろす。

　ぽよん……。

『ナニソレ？』

　その大地を砕くような一撃は、羊角のお餅のような身体からだに受け止められていた。

　いや、受け止めたのとは違う。猿悪魔が繰り出した腕力も、速さも、衝撃も、魔力でさえも羊角の悪魔に触れると同時に消え去り、羊角の悪魔に痛つう痒ようを与えなかった。だがその威力はどこへ消えたのか？

『アゲル』

『ぎゃあああああああああああああああああああああああっ!?』

　次の瞬間、山羊角の悪魔の口から光線のように巨大な魔力が放たれ、猿悪魔の右腕を肩ごと抉えぐり取る。

『来るなぁあ！』

　誇りも余裕もなくなり、猿悪魔が無数の火の玉を四体の悪魔に投げ放つ。だが当たるはずの火の玉は先ほどと同じように何故か彼らに掠かすることもなく、それを見て白い猿の悪魔がピエロの顔でケタケタと嗤っていた。

『なんだ、おまえらはぁああああああっ!?』

　正体も意味も分からない四体の悪魔に、猿悪魔の足が逃げ出すように一歩下がるが、その背後には一番好戦的な悪魔がいた。

『ニガサナイ』

　金色の蛇の朱色の瞳に睨まれた猿悪魔は、全身を灰色にして凍りつき、蛇の尾に巻き付かれて砕け散る。最後に砕け散った猿悪魔から本来の〝悪魔の核〟がこぼれ落ち、それを白い猿が拾うと四体の悪魔が一斉にかぶりついた。

『『『『イタダキマス』』』』




　自分たちを慈しみ育ててくれた〝彼女〟はどこかへ消えてしまった。

　彼女がいなくなったことで、この魔界という世界が本当に暗くて寒い場所だと、あらためて思い知らされた。

　彼らの望みはただ一つ、彼女の側でその温かな〝笑顔〟を見ることだった。

　だから強くなって、彼女の跡を追って、役に立って褒めてもらう事だけを考えてずっと頑張ってきた。

　その彼女が見つかった。でも、そこは彼らではまだ行けない場所だった。

　人間や生き物が住む〝物質界〟……そこに彼女がいるという話を聞いた四体の悪魔は、そこへ通じる道を捜しながら、さらに強くなることを誓い合った。




『『『『アルジサマ、ゼッタイ、イクカラ、マッテテネ!!』』』』





書き下ろし２──君に剣を捧げる姫はいるか！







「「「……は？」」」

　その日、聖王国全土の騎士爵家……魔術学園王都本校及び分校に通い、その年に騎士科を卒業する少女たちに向けて一斉に書簡が届けられた。

　内容は一見してよくある詐欺広告のようであり、怪しいことこの上ないが、要するに『お姫さまの護衛騎士』の募集広告であった。

　だが、その『お姫さま』とは、どこの姫なのか？

　元々貴族など地域の集落を纏める豪族なのだから、領地を持つ貴族の娘なら『姫』と呼んでも差し支えはない。せめてその広告を出したのが伯爵家以上の上級貴族なら良かったのだが、そのような明記はどこにもなく、差出人の名がさらに怪しさを増していた。

『──王国広報──』

　書簡を受け取った騎士爵家の娘たちは思わず叫んだ。なにそれ!?　と。

　騎士爵家は下級貴族だ。ようするにその昔、貴族の兵士で腕の立つ者が手柄を立てて、世襲制の身分を貰っただけなので、聖王国でも五千以上の騎士爵家があるし、騎士はその数倍はいる。

　文官などに多い士爵を含め、騎士爵など精々村の管理人程度の権力しかなく、ちょっと裕福な平民程度なのだから、差出人である『王国広報』の意味を知る者などほとんどいなかった。

　騎士爵家は貴族のために騎士を輩出するが、すべての騎士の娘が騎士を目指すわけではない。

　そもそも女性の騎士は戦いに赴くよりも身分ある女性や子どもの警護、出迎えが主な仕事であり、実力よりも礼節や知性を求められる女性騎士を真剣に目指す者は少なく、まともな親なら汗臭い筋肉野郎どもの巣窟に可愛い娘を送り出すくらいなら、普通の嫁ぎ先を探したほうがいいと考える。

　その年、騎士爵家の娘で、全国の魔術学園の騎士科を卒業する女生徒は、わずか百三十四名。

　そのほとんどは家がらみで主家のお嬢様や婦人に仕えることが決まっていて、思慮深い者たちは差出人である〝王国広報〟の意味に気づくことはできたが、それ故に『姫』のことを理解して募集に応えることはなかった。

　その募集に応えたのは、実技の成績こそ良いが学力が高いとはいえず、あまり物事を深く考えない所謂いわゆる〝脳筋〟と呼ばれる十五歳の少女たちであった。

「あれ？　ブリジット、あんたも応募したの？」

「サラも来たんだ？」

　学園を卒業した少女たちは再び王都にある学園に集められていた。上級貴族家の領地にある分校を卒業した者は良いのだが、王都の周辺都市出身で当然王都の本校に通っていたブリジットとサラにとっては見飽きた光景だ。

　王都にある魔術学園本校は王都の一区画まるごと使っているので、やたらと広い。当然授業内容の変更などによって使われていない校舎もあり、二人が呼び出された場所もそんな校舎にある教室の一つだった。

　教室にはすでに十数名の少女たちがいたが、幸か不幸か脳筋ばかりが集まったせいで、これから起きることに不安げな顔をしている者はいない。

「そう言えば、サラは誰に仕えるか知ってる？」

　下級貴族とはいえ、とても貴族令嬢とは思えない騎士服で来たブリジットが短い黒髪をかき上げながら友人に問うと、こちらは一応令嬢らしくワンピースのドレスを着たサラは、お行儀悪く教室の机に腰掛けながら、セミロングの茶髪を左右に振って答える。

「知らなーい。まぁ、王家じゃないことは確かだよねぇ。今の王家に姫様いないし」

「たぶん、上級貴族家のお嬢様だと思うけどね」

　サラの適当な返事にブリジットはまるで某女性劇団の男役のような仕草で肩をすくめた。

　サラが言っていたように今の王家に『姫』はいない。

　正確には王家の血を引く女児は公爵家にいるのだが、あまりにも素行が酷く、王家との婚約も白紙に戻され、噂だとこのままでは王家の血統からも除外されかねないと聞く。

　あくまで口が軽い小母様連中の噂話なのでどこまで本当か分からないが、下級貴族であるサラやブリジットに聞こえるほど悪い噂が立っていた。

　それでも我わが儘ままに育った貴族令嬢などよくある話だ。油断をすればあっという間に落ちていく社交界の中では、ある程度の年齢になればどんな我が儘娘でも落ち着きを見せるようになる。気合の足りないただ我が儘な娘では社会の波に揉もまれて沈んでいくしかないからだ。

　それこそ市井の舞台で見る『悪役』のような、犯罪まがいのことでもする令嬢でなければ、そんな尖った生き方はできない。

「そんな人、いるわけないよねぇ」

「「ハハハ」」




（（（ハァ!?）））

　ようやく姿を見せた人物も募集をした本人ではなく、代理の文官らしき人物の説明を聞いて、募集に申し込んだ少女たち全員が心の中で悲鳴をあげた。

　募集をした彼女たちの護衛対象はまだ公表できないが、王家の血を引く人物らしい。

　普通なら喜ぶところだ。だが、ブリジットたちが話していたとおり、現状で王家の血を引く貴族令嬢は、例の公爵令嬢姉妹しかいない。

　悪役まがいの貴族令嬢などいるわけがない。

　だが、実際にそのような噂のある人物に仕えるとなると話は変わってくる。

　あくまで〝噂〟という、どこか遠い世界の話だからこそ、サラたちも笑って聞いていられたが、その当事者になるとすれば、話を聞いた全員が思わず無言になるほど重たい威圧感になって彼女たちを苛んだ。

　その結果、集まった少女たちの何人かがその場で辞退を申し入れ、二十名近くいた参加者はたった十人しか残らなかった。

　辞退した少女たちは臆病風に吹かれて逃げたのではない。残った少女たちが逃げられなかっただけだ。

　元々学力が芳しくなく、まともな騎士団に入れなかった少女たちだ。

　家に残ってもどこかの中年騎士に嫁入りさせられたり、就職できなかったら家に戻ってくるなと言われていたりとその理由は様々だが、残った全員は脳まで筋肉として鍛え上げたせいでまともな女官やメイドなど出来ない者たちばかりだった。

　いっそのこと家から出て平民の女給にならなれたかもしれないが、下級でも貴族の彼女たちを雇うくらいなら酒場の主人も問題のない平民の女性を雇うだろう。

　要するに逃げ場はない。もちろん自他共に認める肉体派であるブリジットやサラも同様であり、どこかの爺さんの妾になるくらいなら上級貴族に仕える文官の目に留まる可能性を求めて、羽根ペンの筆圧で紙が切れそうな覚悟で契約書にサインを書いた。




　翌日から正式に護衛騎士見習いとなったブリジットやサラたちは、数日もしないうちに契約したことを後悔していた。

　彼女たちは騎士としての訓練のために学園の一部を使い、泊まり込みで合宿のような真似をしていたのだが、いまだに護衛対象である『姫』どころか、雇い主の顔を見ることすらなかった。

　なんの理由で雇い主に会えないのか？　なぜ雇い主の名前さえ教えてもらえないのか？

　なんとなくそんなことを泊まり込みの世話をしてくれるおばちゃんたちに愚痴ると、瞬く間におばちゃんたちが集まってきて、例の貴族令嬢姉妹のことを、あることないこと、面白おかしく話してくれた。

　曰く、学園の食堂で大きな声を出した平民を、煩いからと王都から追放した。

　曰く、正義感のあった貴族令息を全裸にして、卑ひ猥わいな落書きをして柱に括り付けた。

　曰く、小生意気な貴族令嬢を町の男どもに襲わせ、学園を辞めさせた。

　曰く、注意をした教師の実家を潰して、他の教師への見せしめとした。

　曰く、道を譲らなかった下級貴族の少女を、誘拐させて国外へ売り払った。

　……等々、どこまで真実か分からないが、どこからそんな情報を手に入れてくるんだと、おばちゃんたちの情報網に戦慄しながらも、以前自分たちが冗談だと思っていたことが本当かもしれないと、ブリジットやサラは顔色を青くした。

　だが、一番彼女たちが困惑したのが〝訓練内容〟であった。

　二人を含めて残った少女たちは実技の成績が良いだけの肉体言語派である。騎士の訓練など苦にならないどころか、もっと寄越せ状態だったのだが、そんな彼女たちが最初に連れていかれたのが『髪結い』と『全身美容』だった。

　蒸し風呂に叩き込まれ、垢あか擦すりから脱毛、香油による痩身、美顔などでピッカピカに磨かれ、それが数日置きに行われるだけでなく、その合間に学園の教師が天使に見えるほどの、鞭を持った老淑女たちによって礼儀作法を歩き方から矯正され、最低限『姫の護衛』として国家情勢が語れる程度の教養を詰め込まれた。

　もちろん、最初からそんなことが出来るくらいなら落ちこぼれてはいない。なので、ほぼ全員が逃げ出したのだが、数時間もしないうちに鎖に縛られて連れ戻された。

　これは酷い。これはアカン。まともな貴族令嬢からすればその好待遇に喜ぶところだが、彼女たちにとっては監獄の重労働のほうがまだマシだ。

　そんな感じで鬼教官の老淑女さま方に陳情申し上げたのだが、彼女たちは表情一つ変えずに少女たちの実家から貰ってきた『どうなっても構いません』という承諾書をちらつかせ、すでに契約金である大金貨十枚が実家に支払われたことを少女たちに伝えた。

　大金貨十枚……成人したばかりの職人見習いの給金が月に金貨一枚なので、その百倍。その金額は少女たちの父親である騎士爵の年俸とほぼ同額であり、サラの母親からは死んでも姫さまを守り抜けと心温まる激励まで添えられていた。




　そんな生活が半年も続き、鬼教官たちから最低限人前に出せるとギリギリ合格を貰うと同時に、彼女たちはようやく『姫さま』の護衛に就くことになった。

　だがその頃、貴族の社会では幾つかの中級や下級貴族家がお取り潰しになり、それどころか、彼女たちが仕えると思っていた貴族令嬢姉妹の公爵家までが、実権を没収され、名前だけが残された事実上の解体をされていた。

　では自分たちの仕事はどうなるのか？　あの不良令嬢姉妹に仕えなくてよくなったのか？　そんな不安と安堵が入り混じった様子の彼女たちを不憫に思ったのか、そこでようやく雇用主の名を知らされた。

「ヴェルセニア大公家!?　なにそれ!?」

「私だって知らないよ！」

「お行儀!!」

　即座に鬼教官に𠮟責されて半日も正座させられたブリジットやサラはどうでもいいとして、その後に支給された騎士の礼服や装備類は、あきらかに実家に支払われた契約金を超える最上級の品だった。

　そんなこんなで迎えに行く豪華な馬車を、揃いの白馬で護衛しながら彼女たちが向かったのは、例の令嬢姉妹の実家である旧公爵領であった。まさか、仕える姫は変わらないのかと半分死んだ目になった彼女たちが出会ったのは、絵本から現れたような本物の『お姫さま』だった。

　黄金の髪に黄金の瞳。人間ではあり得ない、神が創りあげた美しき天使。

　全員があまりの姫さま具合に悶絶して硬直した。それと同時にその場の全員が最初に届いた募集広告の文面を思い出した。

『君に剣を捧げる姫はいるか！』

　そう、この方こそ自分たちが剣を捧げるただ一人の『姫』なのだ。

　王家の血を引く、ヴェルセニア大公家の姫。

　とある事件で、多くの子どもたちを自分の身と引き換えに救い出した真の聖女。

　聖王国タリテルド王位継承権第六位。

　ユールシア・フォン・ヴェルセニア公女殿下。

　王城のほぼ全員が中庭に集められ、国王陛下の腕に抱かれたまだ幼い『姫』を見て全員が、まるで魂から魅入られたように熱狂したのも仕方のないことだろう。

「ひめさまぁあああああああああああああ!!」

「ユールシア姫さま、ばんざぁあい!!」

「きゃあぁああああああ！　姫さま!!」

「ユールシア姫さま、可愛い!!」

　当然、その場にいたブリジットやサラたちも諸手を挙げて万歳三唱して悦びの悲鳴をあげた。

　この愛らしくも美しい方が、自分たちの『ただ一人の姫さま』なのだ。




「さぁ、今日も張り切って〝練習〟するぞっ!!」

「「「おう!!」」」

　今日も今日とてヴェルセニア大公家の中庭では、少女たちの女性らしくないかけ声が木霊する。

　彼女たちは騎士の鍛錬そっちのけで、今日も『姫さまの護衛騎士として格好いい見せ方』を練習するのだ。

「「「私たちの姫さまのために!!」」」





あとがき




　初めましての方は初めまして、本書の著者である春はるの日ひびよりと申します。

　本書をお手に取ってくださり、大変ありがとうございます。

　本作品は元々ウェブ小説であり、私にとってウェブでの最初の作品です。その頃の私はウェブ小説というものを読んだことがなく、なんとなく見たウェブサイトの累計一位の小説を読んでみたところ、ど嵌まりしまして、ちょうどその作品が完結するタイミングで良い感じに燃えあがった私はそれから上位作品を読みあさり、三ヵ月後にはこの作品を書いていました。

　この作品を書いた理由は、正に『勢い余って』なのですが（笑）、一応コンセプトはありまして、色々な作品を読んだときに『こんなキャラがいたら大変』状態を妄想した結果、本作のコンセプトは『数多の物語が同時進行している世界で、その主人公たちの近くに一登場人物として、物語を根本から破壊できる化け物が何食わぬ顔で存在している』となりました。

　ちょっと想像してみましょう。世界を救おうと苦悩する勇者の側で、魔王よりも恐ろしい化け物がニコニコと笑っているのです。

　転生者のヒロインと悪役令嬢が、王子様とハッピーエンドを迎えようとやっきになっている乙女ゲームの傍らで、悪役令嬢の妹が真性の化け物なら物語はどうなってしまうのでしょう？

　なので、サイドストーリーがシリアスであればあるほど、微妙な感じになります。

　基本、一人語りは主人公だけなので、シリアスな三人称との温度差で風邪引きそうです。




　本書は私の書籍としては二作品目となりますが、ウェブ最初の作品である本作をその頃から読んでくださっていた講談社ご担当様に見いだしていただき、皆様にお届けすることが出来ました。

　とはいえ初期の作品なので、今の私と言い回しが違っていたり、現在の流は行やり廃すたりや情報量も変わっていますのでどうしようかと考えた結果、内容を変えずに一から全部、今の私の文章で書き直しました。

　内容は変わっていません。文章が違います。加筆もしています。あとちょこっとした設定をウェブ版最終話辺りに合わせて変更しています。




　本書のコミカライズもありまして、そちらは士し貴き智さと志し先生となります。こちらは第二部の現代地球編となりますが、私も無茶苦茶楽しみにしております。

　本書書籍版のイラスト担当は海うみ鵜うげそ先生です。私はイラストの先生には恵まれているのですが、海鵜げそ先生もすばらしいイラストを描いてくださりました。

　このお二方に加え、講談社様とその関係者様、本を置いてくださる書店様、そしてなにより本書を応援くださる読者様に最大限の感謝を申し上げます。

　これからもユルをよろしくお願いします！
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本作品は、二〇二二年五月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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